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　恋愛処方箋　ＶＯＬ・12







　リビングウィル

　Beautiful sunday

　Tonight, we celebrate our love

　甘い生活







リビングウィル










１




　地球温暖化のせいか、十一月も終わりに近づいているというのに冬の気配にはほど遠い日々が続いている。それでもここ、新宿から私鉄で30分のところにある私立Ｊ医大付属病院の外来ロビーにはマスクをかけた人が増えてきていた。


　午後の受付とっくに終了したのだが、まだかなりの人がソファで待っている。


　完全予約制とは言え、どうしても診療時間は次の患者に食い込みがちだ。よって予約診療なのにやはり１時間待ちはざらなのである。


　だがそれも第２外科に所属する柴田（しばた）浩司（こうじ）にとってはありがたかった。二週間前に肩関節亜脱臼という怪我を負ったため、手術に入っていないとはいうものの、病棟の受け持ち患者はいつものように診察しなければならない。右利きでもやはり片腕しか仕えないのは不自由で、いつもてきぱきとこなしている仕事は遅れがちだ。


　さらに手術に入れないという理由から、医局長の大月（おおつき）医師から雑役を回されてしまっていた。


　見た目はクールで口数が少なく、超然としている柴田が、実は内向的・かつ断り切れない性格だと大月は把握している。クールに見えるのは、動揺を隠すため、口数が少ないのはつきあいが下手なため、断り下手はすなわち会話の機会を減らすためなのだ。


『普通、怪我人に回すかよー』と心の中で思っても、もちろん内向的な性格上、逆らえなかった。


　そんなわけで、わざわざ一番最後の午後三時に予約を入れたのに、様々な仕事を終えて柴田が整形外科外来に走り込んだときにはもう五時近くになっていた。


　七三に分けた黒髪は走ってきたため乱れて額に落ち、描いたような細い眉は寄せられている。切れ長の眼で心配そうに辺りをうかがう。手術着の上に引っかけてきた白衣の前をかき合わせ、慌ててポケットに手を入れた。


「すみません、遅れました！」


　ポケットから予約番号表を出し、受付の外来ナース長に謝る。


「柴田先生、四番の田野（たの）先生ね？　大丈夫、まだあと一人、いるから」


「よかった……」


　ほっと胸を撫で下ろし、四番診察室の前のベンチに腰を下ろした。


　直後に境のカーテンが揺れ、中から三角帯で右腕を吊った小学生ぐらいの少年が母親と共に出てくる。母親は「お世話様でした」と柴田に一礼し、ロビーへと出ていった。


（俺も患者なんだけど）


　白衣に医師のネームプレート、首に聴診器（ステト）では誤解されても仕方がなかった。


　最初の一週間は三角巾で腕を吊っていたのだが、今は弾性包帯での固定だけで、見た目には怪我人と判らない。それでも関節周囲をぐるぐる巻きにされていては、左腕は水平に上げることもできない。


　だがそれも今日で終りになるはずだ……。柴田は期待を込めてカーテンを見つめた。


「柴田先生、入んな」


　大声が響き、柴田は慌てて立上がった。転けそうになりながら中に入ると、大柄なスポーツ刈りの男が緑色のオペ着を着て診察机についている。


「おう、先生、どうだい？　そろそろ拘束衣を外してみようか」


　整形外科の田野医師だ。付いていた看護師が「そんな人聞きの悪い」とたしなめるが、まるで意に介さずに柴田を手招きする。


「ほら、脱いで脱いで」


　せっかちの田野の前で、柴田は焦って白衣を脱いだ。その下の手術着を脱ごうと、身体を捩る。しかし左手を上げられないので、簡単には脱ぐことが出来ない。


　いつもなら、同棲している恋人が脱ぎ着を手伝ってくれるのだが……。


「す、すみません！」


「おいおい、そんなに慌てなくてもいいよ」


　じたばたとしている柴田に田野は笑いながら手を貸す。手術着の下はもちろん裸で、田野はじろじろと引き締まった筋肉を鑑賞した。


「しかし、先生って着痩せするからわからないけど、いい身体してるんだよなあ。顔は結構優男なのにな。脱いでもすごいんです、って奴だな。いや、脱ぐとすごいんです、かあ」


　ついているナースがうんうんと同意した。


「なんか、特別な運動、してんの？」


「いえ、別に……水泳部だったんで……今も後輩を教えてますけど……」


「なーる！　北島康介にイアンソープかあ！」


　弾性包帯が取り去られると、柴田はそうっと左腕を上げてみる。次に前後に回してみた。


　痛みはないが、あまりよく動かせない。


「二週間でもう、関節って固まっちゃうんですね……」


　カルテを書きながら田野がうなずく。


「完全脱臼だともっと固定は長引くし、患者は脱臼再発の恐怖からリハビリが上手くできない。結構始末が悪いよ」


　でも、と田野は続ける。


「先生のは亜脱臼だし、リハビリは風呂の中でゆっくりやれば大丈夫。けど、まだしばらくは無理な力を掛けるなよ。ま、オペぐらいなら大丈夫だけど」


「うわー、オペ解禁ですか！　それは助かります」


　機嫌良く柴田は外来をあとにした。


　左手のバセロン・コンスタンチンで時間を確かめる。


　今夜はこれから第１外科を中心にした臓器移植外科の勉強会があるのだ。柴田は大月に参加するよう、言いつけられていた。


　Ｊ医大では死体腎移植や同朋からの生体腎移植、骨髄移植などは盛んに行われているが、まだ生体肝移植や脳死移植などの経験はない。１外（イチゲ）の木田（きだ）博基（ひろき）医師がアメリカで臓器移植の研究をして帰国したこともあって、正式に七月から倫理委員会が発足した。それを受けて科を越えた移植チームが作られることになったのだ。


　その前段階の勉強会である。


　大月はむろん、若手の代表として柴田を選んだのだが、柴田にそんな自覚はない。手が空いているから申しつけられたのだと思っている。


（怪我で暇なのは俺だけだしな……ちゃんと聞いてあとで出られなかった人に報告しなくちゃな）


　五時十五分。勉強会が始まるまでまだ少しある。辺りを見回し、ロビーの人影が少なくなっているのを確認すると、公衆電話に近づいた。


　目的はもちろん、恋人の江森（えもり）五月（さつき）に連絡を取ることだ。


　この時間、普段だったら病院内にいるだろうから、携帯に連絡は付かない。だが今日は有給休暇を取って、多摩川の河川敷にある市民公園のテニスコートにいる。江森の所属している会社のテニス同好会は市民トーナメントに参加していて、試合があるのだった。


「あそこなら、きっと繋がる」


　予想通り、柴田の耳に明るい声が飛び込んでくる。


「浩司さん、どしたの？　なんか用？」


「ううん、お前の声、聞きたくなって……」


　嬉しいことを言ってくれると、携帯を耳に押し当てながら江森はテニスラケットとボール、スポーツドリンクにタオルなどの入った鞄をコートへと運んでいく。


　トーナメントはナイターで、日の落ちたコートには照明が煌々と点いている。江森は同じ会社の先輩藤谷（ふじたに）瞳（ひとみ）と混合ダブルスに出場予定だった。


　えっさえっさと大荷物を運んでいる江森に、ベンチで友達とお喋りをしていた藤谷が気づいた。無理な姿勢で携帯と話しているので、「エモちゃん、そこに置いといていいわよ」と声をかける。


「え、藤谷さん、代わってくれるんですか？」


「まさか。話が終ってから運べばいいじゃないの」


　藤谷は大学時代からの江森の先輩で、太い眉に大きな眼の勝ち気な美女である。


　もちろん藤谷は相手が恋人とは知らない。会社からの業務連絡だと思っている。会社公認のトーナメント参加ではあるが、とりあえず仕事を優先せよ、という意味に過ぎない。


　ポニーテールの髪を振って、再び友人とのお喋りに戻った。


　やれやれ、と江森はベンチ脇にボール籠を置くと、はらはらと葉を落としている銀杏の木陰へと行った。


　ここならどうどうと愛の言葉をささやける。


　汗止めの髪バンドを外すと、明るい巻き毛が額に落ちる。同じ茶色味がかった大きな瞳は恋人と話せるために喜びに輝いた。


「浩司さん、なんかいいこと、あったの？」


　さっきの柴田の声は弾んでいた。「お前の声が聞きたい」と柴田が言う場合は、たいがい落ち込んだときか、または逆にいいことがあったときなのだ。どちらかは声の調子で一目瞭然だ。ちょっとネクラで神経の細い恋人の行動パターンを江森は完全に把握していた。


「よく判ったな……」


「あのねえ、浩司さんのことならなんでも判るんだよ」


　柴田は胸を熱くしながら「あのな、さっき、包帯が取れたんだ」と報告する。


「ええっ、よかったね！」


「ま、まだあんまり力を入れちゃいけないって言われたけど、もう仕事に復帰できるし……明日のオペにも入れるんだ」


「そう？　でも腕、まだ動かしづらいんでしょう？」


　学生時代、習慣性肩関節脱臼を煩っている友人がいたのだ。幸い、根治手術を受けてからは脱臼することもなくなったが、かなりリハビリで苦労したと聞かされていた。


　そういった事情を知っていたので、柴田が受傷したときには、田野に「お医者さんができなくなるのでは」と詰め寄ったくらいである。もちろん「そんなわけ、ないだろう。やり投げで金メダル取るのは無理だけどな」と軽く返されたが。


　それでもまだ心配な江森である。


「リハビリにうんと通わなくちゃいけないんじゃない？」


「ううん、リハビリは風呂でやれって言われた」


　柴田の答えにほっとする。それぐらいなら、軽いに違いない。


「よかったー！　じゃあ、今夜はお祝いだね！」


「ううん、お前のほうこそ、勝って祝勝会、しような？」


　そこで江森は思いだし、「試合、見に来てくれるんでしょう？」と尋ねる。


「僕たち、一回戦を勝てば次は九時頃なんだよ。確か、これから会議って言ってたけど、それぐらいには来られるでしょう？」


　勉強会は六時から二時間の予定だ。


「うん、行ける」


「そっかー、じゃあ……」


「またそのときに」と答えようとした柴田は、受話器から聞こえてきた江森の言葉に固まった。


「じゃあ、渡辺君と一緒に来ればいいね？　僕、言っておくからさあ」


「え……渡辺って……」


「うん、ほら、公平だよ。僕の代わりに加藤さんが会議に出てると思うんだけど、たぶん一緒についてるから」


（わたなべ……こうへい……）


　それは今もっとも柴田が聞きたくない名前なのだった。


　渡辺公平、江森の大学時代からの後輩で、今年入社した新人ＭＲだ。現在江森が新人同行と称して連れ歩いている。


　江森を先輩と慕っているのはいいのだが、渡辺公平に柴田は言葉に表せない不安を感じている。


　それはもし、他人が柴田の気持ちを代弁するのなら「もしかして渡辺公平は江森が好きなのではないか」ということだった。


　明るくハンサムなテニスボーイの江森が大学時代から女性にもてていた、というのは承知している。そして現在もまた。


　江森に近づく女性に嫉妬をするのは、知り合って間もないころからだった。ノンケだった江森にいつ捨てられるかわからない、と常に思っているせいで、それはもう習性のようなものだ。


　だが同じ男性に嫉妬をする、という選択肢は今までなかったのだ。


　それゆえ、渡辺公平に対する気持ちが嫉妬なのかどうか、柴田は確信が持てなかった。


　嫉妬なら嫉妬と割り切れるのだが、それさえもさだかではなく、さらに江森に尋ねるわけにもいかない。


　ただでさえ、内向的で自信がない性格だ。


（女にならともかく、同性の後輩のことまで心配してるなんて知られたら……五月はきっと、俺のこと、サイテーって思うだろうな……）


　江森に嫌われたくない、それが柴田の最優先課題なのだ。


　しかもいろいろなことが渡辺公平との間にあった。肩の怪我も半分は渡辺のせい、と言っても過言ではない。それでもそのあと看病されたため、はっきり渡辺の存在を拒絶することができなかった。


　ずるずると、江森にとって「親切で可愛い後輩」という立ち位置の渡辺を受け入れざるを得なかったのだ……。


　柴田は暗くなりかけた心に鞭打って、「そーか」と答える。


「渡辺もお前の応援に行くのか？」


「うん、そうだよ」


　それは当然だ。渡辺公平は江森と同じ、テニス同好会にも入っているのだから。


　バーベキューに行ったとき、渡辺公平は当然のようについてきた。そこであの騒ぎが起こったのだけれど、そのあとも江森は「また一緒に連れて行くから」と宣言していた。


　となると、試合が終わってからどこかで食事をすると言っても、渡辺が同行する可能性はある。


（じゃあ……メシもあいつと……）


　渡辺が江森を好きかも知れない、という不安以上に、なぜか自分を敵視しているのも柴田はひしひしと感じていた。それは江森を巡っての恋敵だから当然なのだが、柴田は違うとらえ方をしている。


（俺はネクラで女みてーな顔してるし、何もできないから、すっごく嫌われてるんだ……）


　小学校からいじめられていた柴田のトラウマである。


　暗くなってきた柴田に救いの言葉が響いた。


「てゆーか、藤谷さんに応援にこいって言われてるんだけどね。藤谷さんは同好会のボスだもん」


「そっか」


　藤谷は人妻だが、ふっくらとした唇と潤んだ大きな眼の美人だ。胸も大きく、足も長く、短いスコート姿でテニスコートを走り回っていると、男性観客の視線の多くはボールではなく藤谷の身体を追いかけている。


　普段であれば、藤谷にも嫉妬する柴田なのだが、今回はちょっとほっとした。


（じゃ、じゃあ、試合が終わったら、藤谷さんは渡辺君をどっかに連れて行くかも）


　イケメンに目がない藤谷である。終わって祝勝会ともなれば、渡辺を誘うことは大いにあり得る……。


（そーすれば、江森と二人で帰れるかも……）


　恋人に一言、「お前と二人っきりがいい」と言えば済むことなのだが、柴田の性格上、それは決して言えないのだった。代わりにぼそりと一言、言った。


「じゃ、そーする」


「そうだよ、そのほうがタクシー代もかからないし。渡辺に命令して、タクシー券、出させるからさあ」


「う、うん……」


　本当は「一人で行きたい。一人でお前の応援をしたい」と言いたかった。でも。柴田の口から出たのは「わかった」だった。


　フラップを閉じた江森のほうはにんまりと笑う。


（そっか、ホータイ、取れたんだ……じゃあ今夜はもう……アノ体位もできるよな……）


　この二週間は、肩の包帯が気になって、とことんまでやるのを控えていたのだ。


　いつもだったら柴田の考えることを先回りする江森であるが、こと今夜においては目の前に控えた試合と、ベッドでの一戦しか目には入っていない。柴田の胸の内を知るよしもなかった。








　勉強会は病院の四階にある臨床講堂で行われる。


　出席者にはサンドイッチの軽食が配られることになっていて、これはもちろん製薬会社のサービスの一環だ。


　移植医療ともなれば、免疫抑制剤に抗生物質の大量投与は必定だ。製薬会社にとっては薬品の消費拡大を意味するのである。


　入り口付近には幾つもの会社のＭＲたちが勢揃いし、米つきバッタのように頭を下げながらサンドイッチの箱と演題の抄録を入っていく医師達に手渡している。


　サンドイッチに興味はなかったが、一緒に配られる抄録が欲しいので列に並んでいると、ふと、冷たい視線を感じた。


　顔を上げると、壁際に江森の同期のＭＲ・加藤と並んで、渡辺公平が立っている。小柄な加藤より背は低く、華奢で、くりくりとしたパーマに大きなバンビのような眼、一見するとジャニ系である。しかし唇をへの字に曲げ、眉をきゅっと寄せ、むっとした顔つきだ。加藤が気がついて、脇腹をこづく。


「おい、もっとニコニコしろ」


　渡辺はふんと鼻を鳴らすと「はいはい」と投げやりに答える。それでも柴田をにらみ続ける。恋敵を見つけたのだから仕方がないのだが、加藤はやれやれと思った。


　いまどきの若者は感情がすぐ表に出るので、この場所を選ばないふくれ顔に上司は手を焼いている。


　加藤は俳優を目指して劇団の下積みが長かったこともあり、表情を読みとることには長けている。しかしまさか、渡辺が柴田をライバル視しているとは思っていなかった。単にいつものわがままと認識している。


「いいか、終わったらすぐ試合の応援に行かせてやるから、それまでは愛想よくしてなさい」


（江森の話じゃ、だいぶ丸くなったと聞いていたんだがな……若いもんはわからん）


　自分をロックオンしている渡辺のきつい眼に耐えられず、柴田は列から外れた。


「う……いいや、もう」


　うつむいたまま、早足で講堂へと向かうと、ふいに肩を叩かれた。


「柴田、出るの？」


　温かな響きは振り向く必要もない。


「相沢！」


　嬉しそうな柴田の声に相沢はちょっと驚いたが、肩に手を置いたまま、柴田の歩調に合わせる。


「どうしたんだ、大声を出して？」


　まさか、渡辺公平に会って、気分が暗くなったなどとは言えない。


「あ……いや、お前もかって驚いたから……出るのか？」とごまかす。相沢を見上げまぶしそうに眼を細めた。相沢和彦、彼の優しい眼で見守ってもらえれば、どんないやなことでも乗り切れた……。今はもう、その役目は江森になっているのだが、その肝心な江森と渡辺公平のことで不安になっている柴田にとって、まさに救世主が現れたように感じられている。


　そんないきさつがあると知らない相沢だが、柴田の表情がうかないことに気づく。


「うん、ちょっと興味があってね。でも途中で抜けなくちゃいけないから、後ろの方で聞こうと思うんだ」


　言いながら柴田を監察する。


「そう言えば、薫に聞いたけど、眼、もう大丈夫かい？」


「ああ、あれ。あれは治った」


　肩の怪我のことは内緒にしている。あわてて柴田は笑って見せた。


「そうか、それならよかった」


　相沢は柴田が手に何も持っていないことに気づく。


「あれ、抄録は？」


「いいんだ、なんか、数、たんないみたいで……」


　あそこに並ぶのがいやだから、とは言えず、柴田は答える。


「じゃあ、余分にもらったからこれをあげるよ。頼まれたぶんだけど、僕のを医局でコピーすればいいから」


　ついでに、と相沢はサンドイッチの箱も柴田に渡した。


「これもあげるよ」


「そ、そだな、薫ちゃん、待ってるもんな」


「というか、いつ陣痛が始まってもおかしくないんだ。だからなるべく早く帰ろうと思ってね」


　そうなんだ、と柴田は目を丸くする。


「な、なんか、キンチョーするな……俺、かんけーねーのに」


　柴田の声が裏返ったので、思わず相沢は吹き出してしまった。


「そんなことないよ、柴田は関係者だもの」


　眼鏡の奥で優しく微笑む眼を柴田はじっと見上げる。


「相沢……」








　講堂にはすでにそうそうたるメンバーが集っていて、辺りを見回した柴田はいささか臆していた。


　心臓外科ではついこのあいだまで東海循環器センターの心臓外科部長だった医師を定員外の准教授に迎えたのだが、その関口准教授と門下の医師チームがまず、最前列を陣取っている。この秋に一外（イチゲ）の准教授に就任したばかりの酒井も無論、最前列だ。


　驚いたのは最前列ではあるが、一番端っこに精神科の小早川（こばやかわ）哲雄（てつお）講師を認めたことだった。


　外来で吐血した患者を小早川から依頼されて緊急内視鏡をした経緯があり、その後は何かと声をかけられている。いわば顔見知りである。


（でもなんで精神科のドクターが……）


　だがその理由は、議題を見て判った。


　一つ目は「脳死臓器移植における優先順位」というものだったが、次の議題は「メンタルサポート」というものである。


「そっか、それで……」


　小早川の専門は「リエゾン精神医学」。つまり他科との連携を中心にする分野なので、臓器移植などの科を越えた治療ではまさに適任だ。


　なるべく前のほうで聞こうと思ったのだが、柴田は相沢の隣に腰を下ろすことにした。


「最後まで聞くのなら、前に行ったほうがいいんじゃないのか？」


「ううん、お前の隣がいい」


　相沢はくすりと笑う。


「なんか、中学の時みたいだね」


　いじめられっ子だった柴田は、特別教室に移動するときには必ず相沢の隣に席を取ったのだ。もちろん、委員長だった相沢の傍にいれば、皆から苛められないと思ったからでもあり、まだ恋心を自覚していないまでも少しでも近くにいようと思ったからだった。


「そーいえばそーだったな……」


　心の痛みを感じることなくあの日を思い出せるのは、江森のおかげなのだ、と柴田は胸が熱くなっていた。


　一番後ろの席から柴田は首を伸ばして発表を聞く。最初の演題が終ると、相沢は「お先に」と席を立つ。柴田はそのまま残って次の演題に耳を傾けた。


　次の演者は生体腎移植のケースにおけるさまざまな心理的問題を長年に渡って研究していた国立病院の臨床心理士であった。


　精神科の分野はまったく専門外ではあったが、レシピエントの葛藤はたいへん柴田には判りやすかった。もともと、自罰的な性格の柴田である。


（そっか……拒絶反応が起きると、それを自分の責任のように感じて、鬱状態に陥ることもあるんだ……）


　生体移植の場合はドナーが身内のことが多いので、それは当然かも知れない、と柴田は思った。


　活発な質疑応答ののち、勉強会は終了となる。


　手荷物をまとめていると、「柴田先生」と低いもの穏やかな声がした。


「木田先生！」


　第１外科の木田博基が半袖白衣に片手でもう片方の肘を押さえ、空いた手の指で眼鏡を押さえるといういつものポーズで立っていた。額に落ちた明るい色の髪、切れ長の眼、端整な顔立ち、相変わらずのクールビューティだ。


「これから講師に来てくださった先生方との懇親会があるんだけれど、一緒に出ないか？」


　焦って柴田は首を横に振る。


「そうだねえ、あんまりお偉いさんと一緒じゃあ、気が疲れるばかりだよね。実は僕もそうなんだ。ここだけの話、関口准教授は苦手なんだよ」


「ええっ、そうなんですか！」


　心外（シンゲ）の関口准教授は国立大出身で、Ｊ医大ではいわば外様（とざま）だ。かたや木田博基医師は生え抜きで、まだ講師にもなっていないのに移植チームでは中心的役割を果たしている。もちろんアメリカで本格的に移植を学んできたのだし優秀なのだから当然なのだが、その辺が関口准教授には面白くないのかも、と初めて柴田は気づいた。


　木田は細い眼をさらに細めて笑う。


「それより大月先生から聞いたんだけど、怪我の具合はどう？」


「あっ、今日、包帯が取れました」


　柴田は左腕を回してみせる。


　木田はふむ、とその様を見つめた。


「そうか……だったらちょうどいい」


　なにがですか、と訊き返す前に木田は柴田の背後に視線を移した。


「おい、なにをうろちょろしている！」


　投げかけられた厳しい口調に柴田が振り返ると、そこには小早川講師が頭を掻きながら立っていた。がっちりとした顎、彫りの深い顔は男臭いが、短く切って撫でつけた髪は清涼感がある。こちらも木田医師に劣らぬ病院の人気者だ。


「いや、ちょっと柴田君に用事があってな」


「あとにしろ。僕が大事な話をしているところだ」


　え、と柴田は二人の顔を交互に見る。


　小早川に対する話し方がずいぶん馴れ馴れしいのに驚く。


（そっか、確か、二人は同期なんだっけ……）


　自分も同期で親友の相沢とはかなり砕けた話し方になる。


　同期なだけでなく、もしかしたらすごく仲がいいのかも知れない。


　それなら納得だと勝手に決め、木田に視線を戻した。


　それで、と木田は話の続きに入る。


「実は来年早々だが、１外で生体肺移植を行う予定なんだ。第１執刀医は酒井准教授で、僕も入るけれど、そのことで大月先生とも相談したんだが、ドナー二人とレシピエント、３チームで同時に手術することから、２外（ニゲ）の若手にも入ってもらいたいと思ってね。２外も今年度中には生体肝移植のチームを立ち上げる予定と聞いているし」


　生体肝移植の話は、この前の医局会で話題に上ったので、柴田も知っていた。


　だが１外の生体肺移植とは……。


「それはすごいですね！　いよいよなんだ！」


　頬を紅潮させて答える。その様に木田は思わずにっこりした。


「でも、それが？」


　自分とどう関係するのだろう？


　首を傾げると、木田は「だからつまり、君に入ってもらおうかなと思っている」と言った。


「ええっ、俺がですか？」


　もちろん声をかけてもらったのは嬉しい。名人と言われる酒井准教授や優秀な木田医師の手を見られるのは千載一遇のチャンスだ。


　仕事モードでは完璧に他のことに頭の回らない柴田は即座に「お願いします！」と頭を下げた。


「鈎（こう）引きでも吸引でもなんでも言いつけてください！」


　木田はまた柔らかく笑う。


「その前に、試しといっては失礼だけれど酒井准教授のオペに入ってもらうかも知れない。それも承知してくれるかな？」


　柴田は眼を丸くする。


「もちろんです！」


　すると後ろから「おい、もうそっちの話は終ったのか」と声がかかる。


「それじゃあ、俺の番だ」


　言わずと知れた小早川だったが、木田はぐいと前に出て小早川の腕を取った。


「お前はさっさと懇親会の席へ行って、場を繋いでこい！」


「判ったよ……じゃあ、柴田先生、話は今度な」


　木田は柴田ににっこりすると「じゃあ、詳しい話はまただ。僕もそろそろ懇親会に行かなくちゃならない」と断る。


「はい、今日は勉強になりました」


　丁寧に柴田は頭を下げる。


　小早川がなぜ自分と話をしたがるのか不明だったが、とりあえず二人が去っていったのでほっと胸を撫で下ろす。


　木田のほうは外科だから自分と共通な話題があるのでまだいいが、かなり上の年齢でさらに講師の小早川の前では妙に緊張するのだ。


（懇親会に出ろと言われなくて良かった……）


　それにそんなことをしていたら、江森の試合を見に行けなくなる。


（応援するって約束してるんだもんな）


　柴田は左手首に視線をやると、あたふたと手荷物を抱えなおした。しかし講堂を出たところで、「柴田先生」と冷たい声がかかった。


「あ……」


　振り返ると、渡辺公平がきつい目で立っていた。


（そ、そーだった……）


　勉強会のことで頭が一杯で、今まで渡辺のことはすっかり頭から抜け落ちていた。


　固まっている柴田に、しかし渡辺は礼儀正しく頭を下げる。


「柴田先生、江森先輩からいいつかってます。ではタクシー乗り場へ参りましょう」


「え、でも俺は一人で……」


　躊躇していると、講堂のほうから中背のスーツを着た男性がやってくる。柴田に頭を下げ「江森の同期の加藤です」と名乗った。


「加藤さん……」


　そう言えば、江森の試合を応援に行った際、一度だけ会ったことがある。名前はもちろん、しょっちゅう江森の口から聞いていた。複雑な表情でこちらを見る加藤に、柴田は一、二歩後退りをした。


　江森の同期なら、柴田がゲイだということを承知しているのに違いない……。


「渡辺に送らせますから。自分は懇親会に出なくてはなりませんので」


「う……」


　この場合、どうしたらいいのだろうと柴田は固まった。


（きっと加藤さんて人は、俺のことが嫌いなんだろうな……五月をゲイなんかにしたって……）


　俯く柴田に加藤はふっと笑いかけた。


「柴田先生、自分も試合の応援に行きたいのですが、残念ながら同行できません。自分らの代わりに応援をお願いします」


　実のところ、江森には普通の女性と結婚して欲しいと願っている加藤ではあるが、柴田が人一倍傷つきやすく、内向的ということを散々江森からは聞いている。さらにゲイであることを恥じていて、誰にも知られたくないと思っていることも。こういった場合、早くこの場を去らせたほうがいいと踏んでいた。それだけ言うと、さっときびすを返す。その前に渡辺に「粗相の無いようにしろよ」と言うのは忘れなかった。


　タクシーに乗り込むと、渡辺は運転手に行き先を告げ、そのまま黙って前を見ている。


　気まずい沈黙が流れたが、そのうち柴田は気が楽になってきた。こういう場合、無理に話しかけられたほうが困る。


（黙ってればいいから、いいや……）


　懇親会や接待の席だと、ＭＲは医者の柴田に気を遣ってやたら話しかけてくる。相づちを打つこともなく黙っていると、相手が気分を害することもある。


（話しかけたくない人は話しかけなければいいんだから）


　そう思っても、自社薬品の宣伝に加えて太鼓持ちはＭＲの業務の一つなので、出席すれば必ずＭＲが話しかけてくるという構図である。結局「愛想のない医者」「冷たくてこっちを見下している」などと噂を立てられ、それも柴田が接待を受けなくなった理由の一つだった。


　それが今夜は、黙っていればいいので、


（意外と楽かも）


　相変わらずずれた感想を抱く柴田であった。


　渡辺のほうはいやいやではあるが、とにかく試合会場へ行くまでは仕事のうち、と割り切っていた。


（江森先輩の応援をすれば……）


　江森に同棲中の恋人がいることは百も承知だ。少しでも接点を増やし、目の前（というか隣）にいる男を追い出すのが今一番の使命なのだった。








２




「フレー、フレー、江森せんぱいっ」


　元気な声が耳に届き、サービスラインに立っていた江森は、ちらりと観客の方に視線を走らせた。市民コートであるから、りっぱなスタンドなどはないが、河川敷の斜面を生かしてコンクリートの階段がもうけられ、観客はそこに腰を下ろす仕組みになっていた。


　階段の中央に渡辺が立ち上がり、大きな手作りの旗を振っている。


（うわ、派手な奴ー）


　だが渡辺がいるということはすなわち柴田もコートサイドにいるということなのだ。


　試合を見に来ても柴田が声を上げて応援することはあり得ない。いつも終了してからやっと、柴田が来ていたことを確認するのが常だ。だが今夜は違う。


（浩司さんが見てるんだ、がんばるぞ！）


　好きな子の前でいいところを見せたくなるのは男の本能だ。江森は鼻息も荒く、藤谷に「行きますっ」と声をかけた。


　トスを高く上げ、「はあっ」という声とともに力一杯ラケットを振る。


「サービスエース！」


「やったー、エモちゃん、やっと調子が出てきたじゃないの！」


　機嫌良くハイタッチする藤谷に、江森は「これからです！」と笑みを見せた。








　押され気味だった藤谷・江森ペアがそのあと驚異の粘りを見せ、ジュースの連続にフルセットと、その日一番の長い勝負の末にどうどう三回戦進出を決めたのは、十一時も廻っていた。


　体力の限界になってはいたが、それでも三回戦にまで進んだのは初めてなので、藤谷はご機嫌だ。


　観客席から駆けつけた渡辺や同好会の面々に「三回戦からはまともな時間帯に試合するから、今度からはちゃんと応援に来てね」と胸を張る。


　三回戦は二週間後の日曜日、という絶好の日取りだった。


「それまでまた特訓よ、エモちゃん！」


　普段だったらこれから大酒飲みの藤谷に飲み会に付き合わされるところなのだが、渡辺を呼んだことで江森はほっとしていた。


（これで浩司さんと帰れる……）


　予想通り、藤谷は「さ、軽く一杯やりましょう」と皆を誘う。


「すみません、藤谷さん、僕、これからレポートが……でもこいつが代わりに付き合いますから」


　江森の言葉に渡辺と藤谷が同時に「えーっ」と声を上げる。


「ま、しょうがない、明日も朝練だしね」


　あっさりあきらめた藤谷だが、渡辺は「そんなっ、先輩も一緒に」と食い下がる。


「だめだよ、僕はそれに車で来てるんだから」


「じゃあ、ボクが代行しますから」


「渡辺君は藤谷さんに付き合って飲みなさい。いいね」


　有無を言わさず、すでに歩き出しているみんなの方へと江森は渡辺を押しやる。


「この次、つきあうから」と掌を額の前に立てた。


　ここまで言われれば仕方ないと渡辺も引き下がることにする。だが「絶対ですよ！」と念を押すことは忘れなかった。


　やっと解放され、江森はボールを入れたバスケットとラケットを抱えると、コートの脇に立って帰路に就く観客の間に柴田を捜した。


　すぐに、少し猫背でまっすぐ斜め前の地面を見ながら速く歩く男を発見する。


「浩司さん！」


　大声で呼ぶと、柴田は初めて顔を上げ、「ああ」と微笑んだ。


「まっすぐ歩いてくから、どこ、行っちゃうのかと思ったよー」


「悪い悪い、駐車場で待ってようかと思ってさ」


　それより、と嬉しそうに見上げる。


「すげーな、勝って。カッコ良かったぞ」


「浩司さん……」


　人目がなければその場で抱きしめてキスをしたかったが、江森はなんとか踏みとどまる。


（やりたい！）


　ただちにマンションへ帰ろう、と言いかけて、再び江森は踏みとどまる。


「浩司さん、ご飯、食べた？」


　いつもの心配顔に戻って尋ねる。


「えっと……」


　勉強会の時にもらったサンドイッチは食べる暇がなかった。医局に持ち帰ったが、今さら独りで食べる気にもならず、当直の後輩に「お土産だ」とやってしまっていた。


「食べてない」


「やっぱりー」


　駄目じゃないの、と言いかけたが、いつものことなのでまたしてもやめる。それよりもこの時間だが、酒のつまみだけでなくちゃんと食べられる店を思い浮かべたほうが建設的だ。


「じゃあ、どっかに行こう？　祝勝会も兼ねて、ね？」


　柴田は首を伸ばして誰も傍にいないことを確認する。


「俺らだけ？」


「うん、もちろんだよ」


　ほっと安堵の溜め息をつくと柴田はうなずく。すぐに駐車場の方向へと歩き始めるので、江森は慌てて腕を掴んだ。


「あのねえ、車はちょっと離れたところに置いてあるんです。ここの駐車場、狭いから」


「そっか」


　バスケットを持ち上げると、江森は柴田の顔を覗き込んだ。


「浩司さん、ここで待ってる？　僕、車、持ってこようか？」


　ううん、と柴田は首を振る。


「一緒に行くよ」


　人影の少なくなったコートを二人はあとにする。


　河川敷から繋がる公園を突っ切った先のコインパークに江森は車を停めていた。


　この辺りは高層団地もあるが二階建ての一般家屋も多く、すでに深夜近くで人影はない。近くにはコンビニもなく、灯はところどころにある街路灯のみだ。自然に親しむ腕白公園というコンセプトなので遊具などは置かれておらず、植えられた木の間を狭く曲がりくねった道が走り、バードウォッチングも楽しめる。昼間には子供達で溢れる園内は鬱蒼と木が生い茂り、風に葉を鳴らしている。


　途中まで行ったところで江森はコートのベンチに大事なファイルを入れた鞄を忘れてきたことに気づいた。


　長い待ち時間のあいだ、会社に提出する資料の整理をしていたのだ。藤谷に言ったレポート提出はあながち嘘ではない。江森はぴょんと飛び上がると、立ち止まった。ここからなら走って戻ったほうが早い。


「うわっ、ごめん、浩司さん、ちょっと待ってて！　忘れ物、取ってくるから！」


　ラケットとバスケットを地面に置くと額の前で両手を合わせる。


「いいよ、俺はここで荷物の番をしてるから」


　フルスピードで走り去る江森を見送って、柴田はバスケットの周りを所在なげに歩いた。


　ふと、ある方角から足音が近づいてくる。


「うわ、カップルだったら気まずいかな」


　足音のほうをうかがった。


　少し離れたところにある街路灯のおかげで、白いハーフコートを着たショートヘアの若い女性だと判った。裾からは短いピンクのスカートが覗いている。小柄でぽっちゃりした顔にバラ色の頬の可愛らしい女性だ。


「あれ……」


　白いコートから連想し、よく見るとなにやら顔に見覚えがある。


　女性の顔をちゃんと把握できない柴田だが、さすがに看護師の白い服を着ていると識別できるのだ。


「確か……三病棟の……」


　Ｊ医大の三病棟勤務に勤務する看護婦だった。手にはスケルトンタイプのビニール鞄を提げている。


（このあたりに住んでるのか……あそこの団地かな）


　時間的に深夜勤務に向かう途中なのだと柴田は気づいた。


　江森と一緒のところでで会わなくてよかった、と胸を撫で下ろしたが、はっと足元のテニス用具に目を落とす。柴田がテニスをやらないことは知られている。そして江森がテニスボーイであることは周知の事実だ。さらになぜか三病棟では柴田と江森の仲は公認だ。この三段論法で行くと、ここでラケットを持って誰かを待っているのを目撃されれば明日には必ず噂になる。


「うわっ」


　焦ってバスケットとラケットを抱え、大きな木の陰へと移動する。


　直後に女性は今まで柴田が立っていたあたりを通過していく。


（よかった……）


　それでもすぐに陰からは出ず、様子をうかがう。すると女性の来た方角から再び足音が近づいてくる。


　あとから来たのは背の高い男性だった。ジョギングでもしているのか、フードつきの黒いウィンドブレーカにスニーカーだ。早足だが足音を潜ませているかのようにつま先で歩いている。


　変だな、と思ったのは男が柴田の隠れている木を通り過ぎたときだった。


　男はウィンドブレーカのポケットからストッキングを出したのだ。


（ええっ）


　まさか、と思って男が去っていく方角を確かめる。


　男は柴田の見ている前でいきなり走り出した。すぐに男の背中はこんもりと葉を付けた椿で隠される。


　一瞬ののち、押し殺した悲鳴が上がる。


「いけない！」


　柴田は弾かれたように飛び上がると、悲鳴のほうへと走り出す。


「おいっ、なにをしている！」


　大声を上げて椿の枝をかき分けて、その先の奥まった場所へと突進した。


　男は女性の上に馬乗りになっていた。頭からはナイロンストッキングを被り、手にはなんと見慣れた形のメスを持っている。


　女性は恐怖のあまり顔を引きつらせ、声も出せないでいる。


「手を離せ！」


　考える間もなく柴田は男の背中にしがみついた。


　男は唸り声を上げると女性を離し、今度は柴田に組み付いた。二人はもつれ合って隣の地面に倒れる。


　ストッキング越しの顔はよく判らなかったが、それでも初めて柴田は相手が少年と言っていい歳だと悟る。


「馬鹿なことはやめろ！」


　厳しい声で叱咤する。だが少年は意味の判らない唸りを上げて柴田の身体を押さえつける。一瞬、左腕にちくりと痛みを感じる。


　力を込めて相手を突き放すと、メスを持っている相手の右手首を掴んだ。さらに少年の身体をなんとか自分の上からどかそうと試みたが、どうしても左腕に力が入らない。それでも右手一本でメスを自分から遠ざける。


　相手は死にものぐるいで、少年とたかをくくっていた柴田は自分の認識を後悔した。なにしろ向こうは自分より背が高いのだ。「もしかしたら駄目かも」と柴田は思い始め、全身に汗が噴き出した。


　その瞬間。


　いきなり黄色いものが目の前を横切った。


（え……）








　ばたばたと市民コートに戻った江森は、コートサイドのベンチへと眼を走らせる。


　だがベンチの上には何もない。


「おっかしいな……じゃあ、会社のロッカーかな？　いや、そんなはずないよ、こっちで僕、ちゃんと開けて見たもの」


　ぶつぶつと独り言を言いながら、くるりと振り返ると、なんと渡辺がきょとんとした眼で立っていた。しかも胸には江森の鞄を抱えている


「やっぱり江森先輩のだったんすね、この鞄」


「あっ、それ！　てゆーか、渡辺君、どうしたの！　藤谷さんは？」


　渡辺はにっこりして鞄を江森に差し出した。


「実は……」


　駐車場に戻ったところで、藤谷の携帯に連絡が入ったのだった。


「なんか、娘さんがぐずってるって、旦那さんが困ってるみたいでー」


　藤谷の下の娘はまだ幼稚園だ。藤谷は慌てて「三回戦の時にみんなに奢るから」と帰って行った、と渡辺は告げる。


「ほかのみんなはファミレスに行くって言ってました」


「君は？」


「実は、旗を忘れちゃって。で、探しに来たら、江森先輩の鞄を見つけたんですよ」


　江森は鞄を受け取ると「ありがとう、じゃあ」と戻りかける。


「ええっ、先輩、つれないすよー」


「だって君もファミレス、行くんだろ？」


　渡辺はさっとスーツの胸ポケットから携帯を取り出す。


「ああ、渡辺っす。悪いんすけど、江森先輩についてくから、そっち、行けないっす」


「ちょ、ちょっとちょっとー！」


　この天然な押しの強さに、江森は眼をくらまされがちである。ため息をついて「わかった」と言った。


「どうせ僕たちもご飯を食べようと思ってたんだ。でも向こうに車が置いてあるから、ちょっと歩くよ」


「やったー！」


　拳を突き上げる渡辺に江森は苦笑いをしつつ手招きをした。そばへ行くと渡辺は柴田の姿が視界にないのを確認し「で、先輩と二人ですか？」と期待を込めて見上げる。


「は？」


「だから、ボクたちだけですか？」


　あまりの天然さに江森は引き気味に「いいや」と答える。


「柴田先生は先に行って待ってるんだ。僕は忘れ物を取りに来たんだよ。急いで戻らなくちゃ」


　ちぇっ、と心の中で舌打ちしつつも、渡辺は笑みを崩さす「ですよねー」と言った。


「ま、付き合ってるんですからね。つーか、一緒に棲んでんだし」


「あのねえ、人前では言わないでくれよね」


「いいじゃんすか、今、ボクたちだけだし」


　相変わらずの天然発言を江森は受け入れざるを得ない。


「ま……まあね」


　勢いづいて渡辺は「先輩、どうやって知りあったんすか？」と尋ねた。


「つか、先輩、Ｊ医大の担当だっけ。じゃあ、やっぱ、職場恋愛すかね？」


「渡辺君……」


　さすがに江森はめっと言う顔をしてみせる。


「あのねえ、そんなこと、ひとに言うもんじゃないし、訊くもんでもないと思うよ」


「そうすか？　先輩のカノジョってことでしょ？　大学んときだって、よく、訊いたもんすけど。やっぱ、参考になるし」


「カノジョ……」


　歩きながら江森は思わず首をひねる。


「いや、柴田先生はカノジョじゃないよ、全然。うん、絶対違う」


「ええっ、だって、つきあってるんでしょ？」


　生まれながらのゲイではない渡辺に、男性カップルのイメージは湧かない。当然、男×なよなよとした男、でとらえている。


（江森先輩はなよなよしてないんだから……そりゃ、カノジョはあいつのほうだって）


　だが江森は「浩司さんはすっごく男らしいもの、カノジョとは言えないなあ」と答えた。


「手術は上手いし、正義感は強いし。それにすっごく勇敢だし。あ、いや、女の人がそうじゃないっていう意味じゃないけど、つまり、男の人に守られるようなタイプじゃないって言うか……男っぽいって言うか……渡辺君だってそう思わないかい？　河に飛び込んで君を助けるなんて、そうできることじゃないよ？」


　う、と渡辺は返答に詰まった。


　二週間ほど前、無理矢理ついていったバーベキューで大事件が起こった。


　河に落ちた子供を助けようと、無謀にも飛び込んだ渡辺だったのだが、案の定、おぼれた……というか危うくおぼれるところだった。渡辺は柴田に助けられたのである。


（そりゃそうだけど……）


　その借りは返した、と思っている渡辺ではあるが、あのことを思い出すと、どうもわからなくなってくる。


（そうなんだよな……）


　事件後も柴田は渡辺に対してまるで何もなかったかのように振る舞っている。怪我をして仕事に支障もきたしたのに、そのことについても愚痴一つこぼさない


（普通だったら、命の恩人なんだから偉そうになにか言いつけるぐらいはするのに）


　単に柴田が渡辺との接触を避けているに過ぎないのだが、渡辺には理解不能なのだった。


　黙りこくった渡辺に江森は喜々として柴田を褒め称える。人前で柴田のことを話題にできる機会はそうないのだ。


「だいたい、浩司さんって、初めて会ったときから男らしい人だなあって思ってたんだよ。責任感はあるし、仕事熱心だし、まじめだし。ちょっとまじめすぎて石頭だけどね。ナースたちからもすっごく信頼されてて、三病棟の近藤ナース長なんか、浩司さんの大ファンだし。それに全然威張ったりしないし、裏表もないし、差別とかしないし。だいたい、最初に会った頃、大月先生に怒られた僕を浩司さんが助けてくれたんだよ」


　いつの間にか名前で呼んでいる江森であったが、渡辺も気づかずに聞き続ける。


「で、どこで待ち合わせてるんです？」


「てゆーか、ここらへん……あれ？」


　茂みにテニスボールの入ったかごを発見し、江森は立ち止まる。


「浩司さん？」


　その瞬間、なにやらうめくような声が二人の元に届いた。


「なに？　誰かいるのかな？」


　声のする方へ葉の生い茂った枝をかき分け、江森は足を踏み入れる。


　と、そこで見たものは……。


「浩司さんっ」


　瞬時に頭を働かせ、駆けつけるより早い、と江森は判断する。持っていたラケットを振り上げた。






（な、なんだ？）


　全身から力が抜けそうになりながらも必死で柴田は少年の腕を自分から遠ざける。その目の前を黄色い物体が通り過ぎた。それは地面に当たって、大きく跳ね上がる。


　さらに次から次へと黄色く丸いものが視野に飛び込んできた。


　一つが確実に少年の腕に当り、少年は悲鳴を上げてメスを取り落とした。


　続けて少年の後頭部をその黄色いものが直撃する。バシッと鈍い音と共にテニスボールが地面をバウンドした。


　柴田の目の前から少年の身体が消え去った。


「なにが……」


　起こったのかと思う間もなく、少年は走り去っていく。


　がさりと近くの薮が動いて、数人の足音が去っていくのも聞こえた。


　だがそれどころではない。


　柴田は痛む左肩をさすりながら上体を起こした。すぐ傍で呆然として地べたに座っている女性を振り返った。


「大丈夫か！」と言ったのと「浩司さん！」という声が上がったのは同時だった。


「五月……」


　強張った表情の江森がラケットを握り締めて走ってくる。渾身の力を込めてのサーブが柴田を救ったのだ。


「なんだったの、今のは！　浩司さん、怪我は？」


「それよりたいへんなんだ！」


　柴田は抱きつく江森を押し戻し、ぺたんとしゃがんだままの女性の傍へ寄った。


　女性は血の気の失せた顔をこわばらせ、微動だにしない。宙に向けた視線はまるで定まっていない。唇はわなわなと震えている。


　江森もその女性の顔を見て眼を丸くする。


「３病棟の高崎さんじゃない！　まさか……」


「その『まさか』だ、レイプ未遂だ」


「ええーっ」


　はっと高崎は我に返り、江森を柴田の顔を交互に見る。絹を裂くような悲鳴とともに号泣を始めた。柴田が慌てて肩に手をかけると、「いやーっ」と叫んで泣き続ける。


「しっかりしろ、大丈夫だ、俺は２外（ニゲ）の柴田浩司だよ」


　がっちりと肩を押さえ、柴田は話しかける。


「う……しばたせんせい？」


　やっと高崎は柴田の顔に気づき、涙でくしゃくしゃになったままじっと見つめた。


　隣に江森がいることも把握し、再びわっと泣き出すと柴田にしがみついた。


「とにかくこのままじゃどうしようもない」


　柴田は高崎の背中の泥を払い落としてやりながら江森を振り返る。


　その後ろに渡辺がいることに気づき、目をむいたが、今はそれどころではない。


「高崎君、もう大丈夫だ」と高崎の背中を撫でた。


「いったい、何があったの、浩司さん！　レイプ未遂ってどういうこと？」


　江森は緊張した表情で柴田を見つめる。


「詳しいことはあとだ。とにかく、この子をどこかへ連れて行こう。いつまでもこんなところにいないほうがいい」


　それもそうだ、と江森は後ろで目を丸くしている渡辺を振り返った。


「渡辺君、悪いけど、ボール、集めてきてよ」


　あくまでもテニス部である。


　柴田はいささか呆れたが、そのあいだに高崎を助け起こし、あたりに散らばったバッグやら靴やらをかき集める。


「浩司さんどうするの、これからどこへ行くの？　やっぱ警察かなあ」


「いや、この心理状態じゃ無理だろう。未遂だったんだから、とりあえず落ち着いてからどうするか決めよう」


　渡辺がボールをかき集めて戻ってきた。さすがに緊張の面持ちでいつもの軽口を叩くこともない。江森に「なにがあったんす？」と小声で尋ねた。


「僕も詳しいことはわからない」


　高崎の顔を覗き込む。


「えっと、君の家は？　近くか？　送っていくよ」


　だが高崎はガタガタと震える。


「いやーっ、一人は怖いっ」


　うっ、うっ、としゃくり上げた。


「あの人、カッターを持ってた……」


　ええっ、と江森は目をむいた。


「それ、本当？」と柴田を振り返って尋ねる。


「あ……う、うん……」


　カッターではなくメスだったのだが、それを言うのは控える。慌てて言葉を続けた。


「俺も見たよ。だからもう、焦った。とにかくやめさせなきゃって……」


「うっそ、それ、すっごい凶悪犯だったんじゃないか！　浩司さん、よくそれを……」


　江森は一見冷静な柴田の顔を思わず見た。男に馬乗りになられていた柴田の姿が目に浮かぶ。


「もうちょっとで浩司さんも切られるところだったんじゃないか！」


　隣にいた渡辺もあまりのことに持っていたボールを取り落としてしまった。


　頭の中には覆面をした大男がサバイバルナイフを振り上げている図が浮かんでいる。


「ええっ、すげーす！　柴田先生！　ボク、とてもじゃないけど、そんなことできないっすよ！」


　たとえか弱い女性が襲われていても、ナイフを持った男に立ち向かうなんて……。きょうび、ほとんどの人間が巻き込まれたくないためにトラブルには見ぬ振りをしているというのに……。


（まじ、ありえねーっ）


　まじめな顔を崩さない柴田を呆然と眺めた。


　江森のほうは今更ながら青くなる。もう少し遅れれば、柴田の命はなかったかも知れない……。


「浩司さんっ、無茶しないでよ！」と叫ぶと、人目もかまわず柴田を抱きしめる。


「死んじゃうかも知れなかったんだよ！」


「ちょ、やめろって！」


　慌てて柴田は江森の胸を押しやった。


「それより、高崎さんだよ。確かにあんな怖い目にあったら、一人にはなれないな」


　か弱い女性の危機なのだっけ、と江森は我に返る。


「そっか、独り暮らしかー、それじゃあ、一人で帰すのはかわいそうだね」


「だよな……」


　選択の余地はなかった。


　柴田は高崎を抱きかかえると、なんとか立たせる。


「じゃあ、とにかく俺のところへ来い」


　ふと気が付いて腕時計を見る。


「君、これから勤務だろう？　でも休んだほうがいい。病棟には俺が連絡してやる。安心して任せろ」


　男らしい言葉に、見ていた江森はもちろん、恐怖に震えている高崎も一瞬、うっとりとしたのだった。


　そしてなぜか渡辺も……。
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　マンションに入ると、柴田は高崎をリビングへと連れて行った。ソファにかけさせ、「俺は近藤師長に連絡を取るよ。なんてったって、３病棟の責任者だもんな」と言う。


　呆然とあとをついてきた渡辺がはっと我に返る。


「じゃあ、ボク、なにか飲み物でも作りますよ」


　柴田の看病をしたので、キッチンの勝手はわかっていた。


「温かい紅茶かなんかがいいですよね」


　安心も手伝って高崎はさめざめと泣き始めた。


「うわ、困った……」


　女性との接触はほとんど経験がない柴田である。嫉妬などしていられない。江森に「傍で慰めてろ」と命令する。


「お前は女の扱いが上手いんだろ」


「ええーっ」


　ハイと肯定すればあとで焼き餅を妬かれるかも、とは思ったが、確かにそんな悠長なことを言っている場合ではない。とりあえず泥だらけになったコートを脱がせてやった。だがコートの下のミニスカートも泥がついている。


　地面にぺたんとしゃがんでいた格好を思い出す。


「あの……高崎君、着替えたいかな？」


　話しかけた途端、泣き声が大きくなったので、受話器を手にしていた柴田は驚いて振り返った。


「ど、どーしたんだよ！」


「うーん……その……」


　ある程度想像はついていたが、言葉にするのを江森は控える。柴田は首を傾げて二人の傍にやってきた。


「まさか、怪我でもしてるのか？　どっか、痛いのか？」


　病院で患者を診るのとはまるで状況が違うので、柴田はかなり引いていた。


　だいたい、今までこのマンションに入った女性は妹のように思っている親友の薫だけなのだ。薫相手ならなんとか話も出来るが……。


　呆然と立ち尽くす柴田の袖を江森は引っ張って注意を促す。


「浩司さん、汚れを落としたいんじゃないかな、バスルーム、貸してあげてもいい？」


「あ、そうか！」


　さすが江森、と柴田は感心する。女の子にシャワーを使わせるなどという発想は全く自分の頭には生じなかったのだ。


「でも」


　急いで江森は言葉を繋げる。


「着替えが必要だと思うんだよ」


「トレーナーかシャツの新しいの、あったんじゃないか？」


　そこまではいい、と江森は思った。だが肝心なものがない。身体を屈めて柴田に耳打ちする。


「あのね……多分、下着も……」


「え、ええっ」


　それは無理、と柴田は細い眼を見開いた。


（んなもの、あるわけねーって！）


　だが目の前で溢れる涙を拭おうともせず、肩を震わせている女性を見ていると、なんとかしてやらねばという気になってくる。


　七月に当直した夜、たまたまレイプの被害にあった女性を診た。夜間の救急室での出来事だった。身体ばかりか心まで酷（ひど）く傷つき自殺をしようとしたのだ。幸い未遂に終ったが……。


「コ、コンビニかなんかで売ってねーのか？　お前、買ってきたらどうだ？」


　ええっ、と江森は首を振る。


「や、やだよ、女性の下着なんか」


　やりとりを聞いていた高崎の泣き声がさらに大きくなった。


「ごめんなさい、ごめんなさい、柴田先生ー」


「ご、ごめんって、君が謝ることはないんだよ！」


　慌てて柴田は高崎の肩に手を置いた。


「君は被害者なんだ、君は悪くないんだから」


「だって、助けていただいたのに、江森さんや先生にまでご迷惑をおかけして……こんなに優しくしてもらって、うわーん！」


　江森はううむと唸ったが、「そうだ！」と手を叩いた。


「とにかくさあ、近藤師長に連絡して、色々持ってきてもらったらどうかな？　それまでは浩司さんのを貸してあげればいいじゃない？」


「俺の？　そりゃいいけど？」


　もちろん柴田の頭にはトレーナーのことしか浮かんでいない。


「じゃあ、ＯＫだね！」


　バタバタと江森は寝室へと駆け込む。タオルやらを抱えてすぐに戻ってきた。


「高崎君、バスルームに案内するよ。で、これ、使ってね」


　差し出したものを見て柴田は「えっ」と叫ぶ。


「おい、それ、俺のじゃないか！」


「言ったでしょう、浩司さん、貸してあげるって。それにね、これは新品だから大丈夫だよ」


　後半のフレーズは高崎に向けられたものだった。


　高崎は江森の手に乗った小さな黒いビキニに「うそっ」と叫ぶ。柴田の顔を振り仰いでまん丸な目をさらにまん丸くした。


「だってさ、僕のトランクスを穿かせるわけにはいかないでしょう。浩司さんのはビキニだから、サイズもＯＫだし」


「ううう……」


　唸る柴田の隣で高橋はほうっと溜め息をつくと、鼻を啜りながら受け取った。


「先生、ありがとうございます」


　レイプ未遂にあった女性にお礼を言われては、柴田も断り切れない。もう一度唸ると、キッチンへと向かった。


　キッチンでは渡辺が冷蔵庫を物色しているところだった。入ってきた柴田に愛想のよい顔を見せる。


「やっぱ、ほとんどなんにもないですねー。だめだなあ、男所帯は。この牛乳は大丈夫かな？」


「うう……知らない」


「ま、いいや、味見してみようっと」


　我が物顔に振る舞っている渡辺に柴田はなんとなく居心地が悪くなってきた。背を向けて食器戸棚からカップを取り出す。


　ケトルをコンロから降ろしながら渡辺はじっと柴田を見つめる。熱を込めて「柴田先生って勇気、あるんすね」と言った。


「え？」


「だって、そうじゃないすか。女の子を助けるなんて」


　柴田はカップをダイニングテーブルに置くと「そうか」と口の中で言う。


「お前だって、こないだ、子供、助けたじゃねーか」


「あんなの！」と渡辺はさらに熱を込める。


「目の前で河に落ちれば誰だって助けますよ！　けど、先生は！　ボクだったら、せいぜい大声を出すか、石でも拾って投げるぐらいしかできませんよ！」


　そっか、と柴田は気がついた。


　あのときは慌てていたのでそんな選択肢は思いつかなかっただけなのだ。


（そういう手もあったのか……）


　ぼそりと「いや、それしかできなかったから」とつぶやく。


「別に勇敢だったからじゃねーけど」


　渡辺はますます目を大きく開いた。きらきらと輝かせながら柴田を見る。


「先生はやっぱ、すごいす。溺れかけたボクも助けてくれたし。なのに自慢もしなくて、男の中の男っす！」


　言いながら渡辺が近寄ってきたので、柴田は身体を硬直させた。苦手の相手に礼など言われたくない。


「そ、そんなの、もう済んだことだから」


　ぷいと横を向く。慌ててカップを取り上げると、キッチンから飛び出した。


「柴田先生っ、待ってくださいよ、まだ空じゃないっすか！」


　慌てて渡辺はポットを持って後を追う。


「なんの騒ぎだよー」


　ばたばたとリビングに走り込んできた渡辺と柴田を江森は呆れてソファから見上げた。


「い、いや……別に」


　口ごもる柴田の手から渡辺はカップを取り上げる。


「柴田先生、そっちに座っててください。ボクがやりますから！」


　手際よくティーポットからカップに紅茶を注ぎ、暖めておいたミルクをさらに入れる。


　高崎はカップを受け取り、一口啜った。


「美味しい……はあー、身体が温まります」


　その言葉にはっと江森はあることを思い出した。


「浩司さん、なにか、食べたほうがいいよ、ご飯まだでしょう？」


　そう、これから食事に行くという予定はすっかり狂っていた。


　すると渡辺がすっくと立ち上がる。


「先輩、ボク、コンビニでおでんでも買ってきます」


「あ、それ、いいかも」と江森はスーツのポケットから財布を抜いた。


「高崎さんも食べたほうがいいよ。四人分、買ってきてよ」


　渡辺は札を受け取ると、柴田に向き直る。


「柴田先生、なにがいいですか？　こんにゃく、大根、ちくわ……お好きなものは？」


「いや……なんでもいい」


　柴田に最敬礼すると、渡辺は脱兎のごとくリビングを飛び出していった。


（そういや、前に来たときも……）


　渡辺は家中走り回っていた。


　渡辺の心理と行動はまるで理解できず、柴田は首をひねる。


　江森のほうは「渡辺君が一緒にいてよかったね」とニコニコする。


「え……」


　なんでだ、と柴田は耳を疑う。


（俺はいつも五月と二人だけがいいのに……）


「だって、高崎さんと浩司さん二人を残して僕が買い物に行くのもなんでしょう？　浩司さんを買い物に行かせるわけにもいかないし」


　それはそうかも、と柴田は納得する。


　自分が買い物に行くのはかまわないけれど、江森が女の子と二人だけでこの部屋にいるのは絶対いやだ。高崎と二人で残されるのは、気詰まりだからもっと困る。


「そっか、渡辺がいてよかったな。うん、五月の言うとおりだ」


　所詮はトロい柴田であった。






　連絡を受けた近藤ナース長はすぐさま飛んできた。着替えなど一式を持ってきて、高崎の世話を焼く。


　高崎は信頼しているナース長が来てくれたので、やっと表情を和らげた。


　だ近藤ナース長のほうはいつもより厳しい表情だ。痩せた身体をぴしっと伸ばし、細い顎を突き出して宣言する。


「深夜勤に就こうとしている年若い看護師が襲われたとあっては、ゆゆしき問題です」


　男性代表のような気がして、江森も柴田も思わず「すみません」と言ってしまった。


　渡辺はキッチンで洗い物をしていたので、なんとか叱責を免れる。


「とんでもない、お二人は世の一般男性の範疇には入っていらっしゃいませんから」


　もちろん二人がホモのカップルであることを知っており、なおかつ柴田ファンクラブの会長である近藤ナース長には目の前の二人を責めるつもりなどない。


　だが自分の下で働く若い女性がレイプ未遂にあったとなっては、黙ってはいられない。


「未遂だったからよかった、というようなものではありません。これはどんなことをしても犯人を捕まえねば。世の中の全女性就労者のためにも、今後も犯行が繰り返されないよう、被害届を出すべきでしょう。その節にはお二人とも、協力をお願い致しますよ」


　柴田は口の中でもごもごと「でも大丈夫だったんだし……」と呟いたが、近藤ナース長にじろりと睨まれ、慌てて目を逸らした。


　高崎のほうは風呂に入って暖まり、渡辺がコンビニで買ってきたおでんを食べ、さらにハンサム二人とジャニ系にかしずかれていたので、かなり気分は回復してきていた。恐怖は残っていたが、近藤ナース長のマンションに一晩泊めてもらうことにする。


　勤務も翌々日の日勤から復帰することになった。


　近藤が帰り支度を始めたので、江森はキッチンに声をかける。


「じゃあ、渡辺君、近藤さんの車に乗っていきなよ」


　キッチンから出てきた渡辺は、「ええっ」と目を丸くする。


「一応君も男性だから、駐車場から近藤さんの部屋の前まで、警備でね。だってもう深夜だし」


　近藤は傍にやってきた渡辺を足のてっぺんからつま先までじろりと吟味する。


「確かに性別は男ですから、一応の役には立つでしょう。まあ、今夜は警備をお願いしましょうか」


「そのあとは、ボク、どうやって帰るんです？」


「携帯でタクシーを呼べばいいじゃないか」


　江森の冷たい言葉に渡辺は渋々同意した。


　皆が引き上げたあと、マンションはやっと静けさを取り戻す。


「やれやれ、えらいことになっちゃったねえ」


　ソファにどすんと腰を下ろし、江森はクッションを抱きしめる。


　まん前のアームチェアで何か考え込んでいる柴田に目を遣った。


「どうしたの、浩司さん、さっきから」


　柴田は腕を組み直すと江森を見上げる。


「近藤さんが被害届を出すって言ったろ？」


　うん、と江森はうなずく。実はそのことで疑問に感じていたのだ。柴田は内気だし人と交わることを避ける。しかし自分が偏見にさらされてきたせいか、正義感は人一倍あって、権威を振りかざしたり見て見ぬ振りをしたりするようなことは大嫌いなのだ。それが近藤師長が被害届を出すと言ったときに、反論したことには驚いた。


（浩司さん、そんなタイプじゃないのにな……何かあるんだろうか）


　それでも自分にはきっと打ち明けてくれるに違いない。


　そう思ってじっと柴田の言葉を待つ。


　柴田は眼を瞑り、しばらく考えていたがついに「あのさ」と口を開いた。


「俺……もしかしたら、犯人、知ってるのかも知れない」


「ええーっ？　知ってる人なの？」


「ていうか、そんなのとも違うんだ……もしかしたら、って思ってるだけで……」


　柴田は溜め息をつくと話し始めた。


「俺さ、肩の怪我して、ときどき田野先生の外来に通ってたろ？」


　ある時、放射線科の読影室で田野と精神科の小早川講師が額を集めているところに出会った。小早川医師とは緊急内視鏡を依頼されたこともあり、こちらも顔なじみだ。どちらも気安いタイプで、「ちょっと先生」と両方から呼び止められた。


「そのとき見てた写真のは、踵骨（しょうこつ）骨折と胸椎骨折の高校生で……」


　もともと小早川に緊急内視鏡を依頼された患者というのは不登校の中学生の父親だった。


　小早川は「不登校つながりってわけでもないんだが、柴田先生ならなんかアイディアとかないかな？」と呼び止めたのだった。


　骨折の高校生は不登校というわけではないのだが、苛めに遭っていて、階段のてっぺんから飛び降りるのを強制され、怪我をしたというのだ。


　高いところから飛び降りると、踵の骨が衝撃で圧迫骨折を起こす。それだけでなく、衝撃が強ければ背骨の骨も潰れることがあり、その高校生は胸椎という胸の高さの背骨も骨折していたのだった。これはかなり重傷である。


「詳しくは聞かなかったけど……」


　二ヵ月ほど入院していたのだが、その間、ほとんど喋らず、主治医にも心を開いてくれなかった。主治医はもちろん心配してリエゾン専門の小早川に相談をした。小早川は足繁くベッドへ通ったのだが、やはり心を開くまでには至らず、なすすべがなかったのだという。


「まあ、今も学校へは行ってるみたいだから、いいのかな」


　田野はお気楽な意見を述べ、Ｘ線写真を外すと外来へと戻っていった。柴田も診察を受けるために一緒について行った。


「そのとき、前のベンチに結構身体のでかい男の子がいたんだ……それが踵骨骨折の子だった」


「まさか、その子がさっきの犯人？　顔、見たの？」


「いや、顔は見てない。というか……」


　正面から見た顔はもちろんストッキング越しだから人相ははっきりしない。若かった、とは思ったが。だが高崎を襲う前、柴田の横を通り過ぎていったときにはまだ被っていなかったのだ。


「けど、横顔だったし、フード被っててすぐ通り過ぎちゃったから、確信はないんだ。でもほかにも引っかかるんだよ……」


　柴田はズボンのポケットからあるものを引っ張り出した。


「なあに、これ？　メスじゃないの？」


　医者でない江森にもそれぐらいは判る。ＴＶドラマでもお馴染みの形の医療器具だ。


　柴田はうんとうなずく。


「メスだけど、俺が使っているような一般的な外科のメスじゃないんだ。ほら、刃の付け根が細くて円筒形だろう？」


　そう言われればそうだが「で？」という感想しかなく、江森は柴田の手元に見入った。


「で、これがどうかしたの？」


「その……犯人が持っていた。落としてったのを拾ったんだ」


「うわー、重大な証拠じゃないの！　指紋が付いてるかも知れないのに！」


「いいや、ゴム手をしてたよ」


　柴田は手の中でメスを弄ぶ。


「てことは、こんなの持ってたんなら医療関係者？　お医者さん？　でもさっき、浩司さんは『若かった』って言ったよね……どうやって手に入れたんだろう？　盗んだのかな？」


「もし俺が想像してる人物が犯人なら、未成年だし、これをいきなり警察に届けるのはどうかと思って……持ってきた」


　でも、と江森は眼を丸くした。


「もし、疑ってる人物がほんとに犯人だったら……警察に届けないならどうするのさ」


「わかんない……未遂だってやっぱり犯罪だ……見逃すわけにはいかないけど、近藤ナース長のようにいきなり警察ってのもどうかと思うんだ」


　それでも近藤ナース長の決意は固いようで、柴田は内緒で事を運ぼうと考えていた。


「明日、田野先生のところへ行って、情報収集しようと思う」


「うーん……それはどうかなー……お巡りさんがやることじゃないかな」


「でも相手は未成年だし、ちょっと似てるかも、ぐらいでそんな警官に事情聴取させられねーよ」


「まあ、もしその子だったら、いじめに遭ってるぐらいだもんね」


「だろ？　もっといじめられちゃうかも知れないし」


　柴田の言い分も判るが、と江森は首をひねる。


（なんか違うような気がするなあ……）


　単純思考の江森にはあまりにも複雑な状況だった。


「とにかく考えるのは明日にして、もう寝よう？」


　そうだな、と柴田は同意する。あまりにも大変な一日で、さすがに疲れていた。


「なんか、めちゃくちゃいろんなことがあったな……」


　嬉しいこともあったけど、と柴田は左肩を回す。


「……痛くない」


「やったね、浩司さん」


　江森の笑顔に柴田も笑みを返す。もちろん江森の笑顔には別の意味が隠されているのだが……。


（すっごく心配かけちゃったしな……もう大丈夫だ。それに相沢から薫ちゃんがもうすぐって聞いたし）


　苦手の渡辺が部屋に上がり込んだりと、不安なこともあったが、襲われた高崎も無事だったし、トータルではいい一日だったと結論づける。


「うん、たいへんだったけど、よかったな」


「さ、早くシャワー、浴びてきなよー」


　そのあとは楽しいことが待っているのだと江森はいそいそと寝室へ向かった。





「浩司さん、ねえねえ、今日は後ろからできるでしょう？」


　ベッドに入ると江森は喜々として柴田のパジャマに手を掛ける。肩を負傷して以来、この体位は控えている。俯せの状態では肩に体重がかかるからだ。


「え……できると思うけど……お前って後ろからが好きだったのか？」


　柴田は怪訝な顔で見上げる。


「うん、ふつーに好きだけど？　なんで？」


「だって、『イくとこの顔を見るのが好き』っていつも言っているじゃねーか」


　くすりと江森は笑いを漏らす。


「浩司さん、イくときは僕、もう判るし。そのときだけ、顔、見るからいいんだよ」


「そーなのか」


　相変わらずトロい柴田はなんとなく納得して、自分から後ろを向いた。


「じゃっ、いっただっきまーす！」


　江森がのしかかった途端、柴田は「イテテ」と顔をしかめる。


「えっ、まだ、肩、痛いの？」


「じゃなくて……」


　さきほど、大立ち回りをしたとき、右腕一本でメスを防いだ。必死で力を入れたためか、筋肉痛が残っている。


「うわー、大変！」


　江森は柴田を仰向けにすると柴田の右腕を揉み始める。


「浩司さん、明日、久しぶりでオペに入るんでしょう？　痛くてメス、持てなかったら大変だもんね」


「五月……」


　胸が熱くなって柴田は空いている左腕を江森の首に絡ませた。


「大丈夫だよ、いつもみたいに前からすれば」


　笑いながら江森は体勢を造る。


「浩司さん、手のマッサージは終ってからにするね。その前にこっちのマッサージをしてあげるよ」


　下腹の張り切ったモノを江森はやわやわと揉んだ。すぐに快感を引き出され、喘ぎながら柴田は腰を高く上げる。


「今日は腕に体重がかからない体位にするからね」


　柴田を胸に抱き込むと、江森は太腿の間に腕を差し込んだ。


「そう、こっちの足を肩に掛けて。で、こっちはまっすぐね」


「お、お前、どんなカッコさせる気だよ」


　不安になって柴田は江森を見上げる。


「任せてよ、うんと深く入れたげるから」


　自信満々で江森は宣言した。前を揉みながらあの柔らかい部分にモノをねじ込んでいく。


「あ……ううっ、そこは……っ」


　いつもと違う角度で硬いモノが侵入する。側壁を抉られ、柴田は甘い声を出した。


「浩司さん、ここ、いい？　初めてじゃない、この角度？」


　江森の問いに答える余裕はない。身体の奥から熱いうねりが起り、首にかじりついて「もっと」と呻いた。


「ここ、なに？　すっごくいいみたいじゃない」


　柴田の身体は知り尽くしたと思っていたのだが、江森は新しい発見に喜々として腰を使い続ける。


「だ、だからっ、ぜ、ぜん……」


「へえ、前立腺ってここにもあるんだー」


　柴田は江森を涙眼で睨む。


「お、お前、ＭＲならっ、解剖ぐらい勉強しろ！　前立腺はっ、ま、前にあるんだっ、ち、腸の蠕動運動がって言おうとしたんだって」


「ぜんどううんどう？」


　専門用語に江森は首を傾げる。だが柴田に説明する余裕はなかった。ぎゅっと眼を瞑り、荒い息をつく。ピンクの舌が震えるさまに江森は興奮してきた。


「はいはい、要するにここもいいってことだね」


　言いながら太腿に腕をかけ、腰を打ち付ける。


「あっ、いいっ、五月っ、そこっ、深くっ」


　最奥から熱いうねりが急上昇してくる。下腹全体に熱がぐるぐると渦を巻いて、柴田は悲鳴を上げた。


「五月っ、達（い）く、達くっ」








４




　柴田が眼を開けると、ベッドの隣は空だった。サイドボードの時計は六時。昨晩愛し合ったままで、パジャマも着ていない。隣の江森がいなくなったので寒くなったため、目が覚めたのだと判った。


「あれ……」


　目を擦って室内を探すと、上半身裸のままの江森がサッシの前にたたずんでいる。腕を組み、片手で顎を支え、生真面目な表情でじっと床を見ている。


「五月？」


　呼び声に江森は振り向いた。


「どーしたんだ？」


「浩司さん、昨日の話だけどね……」


　単純思考型とはいえ、営業で培った社会通念は柴田よりずっと発達している。夜明けに目が覚めてから江森はしばらく最善の策について考えていたのだった。


　ベッドに戻り、腰を下ろすと柴田の顔をじっと見た。


「あのねえ、僕は小早川先生に相談するのが一番だと思うんだ。浩司さんが怪しい、って思った人は小早川先生も知っているんでしょう？　それにね、僕、聞いたんだけど、小早川先生は木田先生の甥っ子が不登校になったのも救ったんだってさ」


　特別親しくはないが、江森は小早川医師の引っ越しを手伝ったことがあった。まだ柴田と知り合ってすぐのことで、自分が柴田をこれほどまでに愛するようになるとは予想もしていなかった頃だ。小早川医師は木田博基と同居するために引っ越したもので、まさかそのときには二人が恋人同士であるなどと、欠片も思い浮かばなかった。


　今にして思えば、単なる同居であるはずもない。そんなことから妙な親近感を覚え、小早川と木田の噂には耳を傾けるようになっていた。


　小早川の専門がリエゾン精神医学と言うこともあり、行く先々の病棟で江森は看護師たちから賞賛の言葉を聞かされた。曰く、男らしくて気性が真っ直ぐだ、ちょっと言動はぼんぼん育ちが多いＪ医大には似つかわしくない型破りなところがあるがそれも素敵だ、などなど。


　そういった折り、ちょうど同僚である佐々木の妻が週２回、非常勤で心理療法室に勤務していることを知った。佐々木の妻は小早川を尊敬しており、木田博基の甥を小早川が立ち直らせた、と教えてくれたのである。


「田野先生よりは頼りになるんじゃない？」


　田野は整形外科医としては頼りになるであろうが、どうも典型的外科系（メッサーザイテ）で、繊細さに欠ける。


（あ、偏見かなあ……浩司さんは外科系だけど、すごく繊細だしな）


　だが江森の言葉に柴田の心は動いた。


「小早川講師の専門は児童精神じゃないけど……でもそれがいいかもな」


　昨夜の勉強会で小早川に話しかけられたことを思い出す。


（なんか、話があるとか言ってたよな……ちょうどいい、連絡してみよう！）


　決心すると上体を起こし、江森を見上げる。


「五月、お前ってすっげえ頼りになる！　俺よりずーっと色んなこと、考えられるんだなー」


「てゆーか……」


（浩司さんは頭、いいけど、社会性がないからなー）


　愛しい恋人にそうは言えず、江森は曖昧に笑ってごまかす。こちらをひどく感心した目つきで見ている柴田は本当に可愛い。手を伸ばし、細い顎に指をかけた。


「浩司さん……朝からそんな目で見られると、僕、襲っちゃうよ？」


　途端に柴田の目つきは険悪になる。


「駄目だッ、今朝は朝イチでオペがあるんだ！　やっと包帯が取れて入れるようになったんだから！　もうやらない！」


　もうっ、と口を尖らせる。


「それにさー、お前さー、あんなカッコさせられたら、今度は肩じゃなくって股関節、脱臼しちゃうって！　ぜってーもー、あれはイヤだからな！」


「そうかなー、だって浩司さん、『もっと深く』って言ってたよぉ？」


　答えた途端、「バカッ」という声と共に枕が飛んできて、慌てて江森はベッドから離れた。






　その日、小早川は朝から忙しかった。学部五年生への臨床講義が終るとすぐ、外来診療に駆けつける。昼飯を食べる間もなく、とある傷害事件の簡易鑑定を頼まれたため、所轄警察署へ出かける。精神科医にとって犯罪加害者の鑑定は重要な仕事だ。


　留置所を出たところで小早川はダンディな老紳士に呼び止められ、驚いて目をこすった。


「よくここってわかりましたね」


「君は忙しいから、院内よりここで待ち伏せていたほうがいいかと思ってね」


　待っていたのは功刀（くぬぎ）という保護司である。


　退職教授の功刀は今日も英国風のハンティング帽にブラウンのツィードジャケット、グレイのトラウザーというおしゃれな服装で、留置所にはかなり不似合いだった。小早川の非常に親密な友人・木田博基医師は三人兄弟で、二番目の政基兄は法律事務所を持っている。そこで法律顧問として力を貸しているのが元法学部教授の功刀だった。小早川にとある虞犯少年のことで力を借りたことがあり、それ以来、なにかと頼ってくる。今回も家裁へ提出する鑑定書のことで相談に来たのである。


　功刀の相談に乗り、終ったのが三時過ぎで、すぐにＪ医大にとって返し、病棟の患者を回診する。


　ナースステーションでカルテを書いていると、ナース長が「電話です」と呼ぶ。


「うへえ、また仕事かな」


　腕時計を見るともう四時を回っている。


「早川准教授じゃないだろうな……いっつもなにか、押しつけるんだから」


　ぶつぶつと近寄る小早川に、ナース長は「方丈（ほうじょう）先生ですよ」と片目をつぶった。


「なんだ、方丈かあ」


　方丈直巳（なおみ）は非常勤講師という肩書きで、心理療法科のトップだ。小早川の同期でもあり、学生時代からの親友でもあった。小早川にとってはある意味で木田よりも近い友人、という位置にある。


　電話を受けると「どうした、直巳」と尋ねる。


「いや、僕じゃないんだけれど、２外の柴田先生が哲雄に相談したいって来てるんだ」


「リエゾンなら、他科依頼書を書いてくれって伝えてくれよ」


「そうじゃなくて、個人的な話だそうだよ？　それも依頼書がいるのかい？」


　方丈はなにやらおかしそうな口振りだ。


　柴田が傍にいるのか、急に声が潜められる。


「哲雄さあ、柴田先生はお前のことを頼りになる兄貴、みたいに思ってるらしいよ？　いつたらし込んだんだよ？」


　たらし込んだ、という言葉に小早川は飛び上がった。木田よりも近い友人というのはこのことだった。小早川のすべてを知っていると言っていい。当然木田のことまで方丈には把握されているのだ。


「直巳、お前、人聞きの悪いこと、言うなよ！」


　くすくすという笑い声が上がる。


「とにかく待っててもらってもいいね？」


「わかった、なるべく早く行く」


　小早川の返事を確認すると、方丈は受話器を置く。振り返って心配そうな顔の柴田ににっこりした。


「来るって。ここで待っていたらいいよ」


　柴田はほっとして勧められるままにレモンイエローのソファに座った。


　今日一日、小早川の行く先を追っていたのだが、どうしても捕まえられず、最後に精神科医局の秘書が「今日は方丈先生が心理療法科で診察する日だから、絶対あそこに顔を出すわよ」と教えてくれたのだ。


「小早川先生は方丈先生と仲がいいから、方丈先生が勤務の日には必ず会いに行くのよ。だから方丈先生のところで待っているのが一番確かよ」


　情報は正解で、柴田は目の前の診察机でカルテを書いている方丈に視線を注いだ。


　少し伸びた黒髪を真ん中で分けて、細面で眼鏡をかけ、優しそうな目をしている。だいぶ歳は上だが、親友の相沢に雰囲気が似ていて、柴田は落ち着いてきた。


　間もなくドシドシという足音と共に小早川が白衣を翻して走り込んでくる。「おう、直巳」と方丈に声をかけるとさっと柴田の前の椅子に腰をかけた。


「で、柴田先生、なんだい、相談事って」


　すぐに本題に入るのは忙しいからではなく、行動的だからだ。柴田にもそれは判り、「実は」と素直に話し出した。


　途中から方丈も近くの椅子を引き寄せて耳を傾ける。


　だが柴田が話すうちに二人の表情は引き締まった。


「だから……確かめたいんです。どうやったらいいか判らないけど……だって、急に警察官が来て調べられたりしたら、イジメの対象になってるんだからもっとあとでイジメられるんじゃないでしょうか」


「ちょっと待った」


　小早川は柴田の言葉を遮る。


「俺は先生が見たということを警察に言うべきだと思う。もちろん被害届が出た段階でだけれど。いや、先生のほうこそ、持っていた刃物で怪我したとして率先して傷害罪で告訴すべきだ。犯人が未成年だから考慮されなくてはいけない、ということは少年課が考える問題だと俺は思う」


　方丈も頷く。


「哲雄の言っていることは正しいよ。捜査法については考慮すべきだろうけれど、それも僕たちの専門外だしね。彼にそれ以上の犯罪を犯させないためにも、早めの歯止めが必要だよ。哲雄は冷たいからそう言ってるんじゃないんだ」


　柴田にもその理屈は判った。「でも」と口の中で言い続ける。


「俺は……小学校のときから、イジメにあってて……不登校にはなんなかったけど……それは中学んときに親友が出来て助けてもらったからで……でなきゃあ、きっと駄目になってたと思うんです」


「はあー？」


　いきなりの告白に小早川は頭を掻いた。


「いや、別に先生の過去を聞きたい訳じゃなく」


「じゃなくて……でも、いじめられてても、誰かを傷つけたいなんて思わなかった。でも相沢がいなくて、助けてもらってなかったら……いじめてる奴に復讐したいって思ったかも知れないと」


「いや、先生はそんなこと、思わないタイプだよ」


　それだけは絶対請け合う、と小早川は思った。


　柴田は小早川が嘴を挟んだことに気づかず、先を続ける。


「だから……もしあの子が人を傷つけようなんて思ったのなら、それは本当に追いつめられてるんじゃないかと……小早川先生だって、一度はもってるんだし……責任が少しはあるんじゃないでしょうか」


　理路不整然ではあったが、方丈はうんうんと頷く。


「そうだねえ……柴田先生の気持ちも判る。柴田先生は投影型パーソナリティだね。相手の心情を過剰に自己投影しがちだ。哲雄は回避型だからね。結論を他人に委ねすぎ。もう少し、精神科医として柴田先生の言い分を受け止めるべきだ」


「直巳、分析はいいって」


　でも、と方丈は小早川の顔を仰ぐ。


「哲雄はこのところ、木田のお兄さんの法律事務所に行って功刀先生なんかとずいぶん勉強してるじゃないか。特に刑罰と厚生とが両立しない今の少年法や少年刑務所のシステムなんかも」


　小早川は唸りながらまた頭を掻いた。


「ああもう、二人の言いたいことは判った。もし犯人がその少年なら、犯罪を犯すに至った動機を解明することが、刑罰よりも優先し、なおかつそれは厚生に直結する、と言うんだろう？　少年法の目的は厚生だからな。いや、今の刑法は教育法なんだから当然だが」


「さすが、哲雄だね！　僕の言いたいことが判るなんて！」


「たくもう、俺に言わせたんだろうが」


　方丈は優しく柴田に微笑んだ。


「柴田先生、もう哲雄に任せておけば大丈夫だよ。哲雄はね、いったん引き受けたことはどんなことがあっても放り出したりしないから」


「はあ、そうなんですか」


　よく判らないが柴田はほっとする。目の前の相沢に雰囲気が似ている方丈という精神科医が言うなら間違いない。


　小早川はどすんと背もたれに身体を預けて天井を仰いだ。


「あのなあ、柴田先生……俺は弁護士の知人がいて、そいつがまたえらく性格が悪いんだが、まあ、それはさておいて、とにかくそいつから聞いたことだが、確かに警察の捜査というのはかなり強引だ。だがその弁護士に寄ればだからこそ、不当逮捕や証拠の違法性で争うことが出来るんで、警察が無茶をしてくれたほうがありがたいんだと」


「はあ？」


　まったく専門外の話で、柴田には小早川がなにを言いたいのかすら判らない。


　だが小早川は立て板に水でまくし立てる。


「俺たちは医者で患者の個人情報に関しては守秘義務がある。診療上、知り得たことに関してはね。だが警察から証拠の提出を求められれば、これには提出する義務がある。神父さんの告解と違ってね。医師法でも犯罪にかかわると思われれば届け出の義務があるからな」


　方丈が笑いながら介入する。


「哲雄、柴田先生は法律のことは哲雄ほど知らないんだから、もっと判りやすく言わなくっちゃ」


　きょとんとした顔の柴田に、方丈はゆっくりと説明した。


「つまりね、僕たちが色々調べたことが、その少年を反対に有罪にしてしまう可能性があるということなんだよ。今回は未遂だったけど、もしかしたら過去に別な同じような事件を起こしているかも知れない。その場合、僕たちが調べたことが少年を不利にしてしまうだろう？　一方、弁護士には依頼人が有利なように振る舞う職業上の権利があるんだ。まあ、警察や検察も、被告人に有利な、つまり、無罪に傾くような証拠を隠すこともあるんだけどね。ところがそんな権利は僕たちにはないってことなんだ。そして情報を隠せば、逆に犯人秘匿の罪に問われるんだよ」


　やっと柴田には飲み込めた。


「俺らがなにかしたら、それがかえって本人のためにならない、よくない結果に終るかも知れないってことですか」


「そういうことだ。それを覚悟なら、俺は付き合うが」


　厳しい表情の小早川を方丈がフォローする。


「僕たち精神科医は他の科のお医者さんよりずっと、法律と関わる機会が多いからね……人権やら精神鑑定なんかで。だから厳密に考える癖がついてるんだ。というか、裏の裏まで考えなきゃならないっていうか」


　柴田は眼を見開いて二人の医師を見つめる。


（そっか……精神科のお医者さんてのは……そんなことも考えてるんだ……）


　病気や怪我が癒えれば、柴田の場合はもう患者と関わることはない。医療訴訟でも起こらない限り。


（病院での関わり、それだけじゃないんだ……多分、もっと深く……）


　でももう決めたことだった。


　柴田はきりっと表情を引き締める。


「でも知らないふりは出来ません。それにもう、俺は関わっちゃったんだし」


　その通りだ、と小早川はうなずいた。


「じゃあ俺はカルテを借り出して、ちょっと個人情報を調べてみるよ」


　ありがとうございます、と柴田がお辞儀をして出ていくと、方丈はぷっと噴き出す。


「哲雄は本当に難しい人に慕われるんだなあ」


　一時は理無い仲だった親友を小早川はやれやれと見つめた。


「お前な、自分で言うか？」






　その夜、マンションに戻ると柴田は小早川との会合を江森に語って聞かせる。


「悪いことを頼んだみたいだけど……でもどーしても、俺はほっとけなかったから……」


　自分から小早川を推薦しただけに、ソファに座っていた江森はううむと唸ってクッションを胸に抱いた。


「そっか……法律が絡んでくると大変なことなんだね……僕もなんとかして協力したほうがいいなあ」


　柴田は頭を垂れ「ごめん」と呟く。


「俺のせいで……なんか、みんなにめんどくさいことを……」


　江森は慌てて隣の柴田をうかがい、「そんな、浩司さんが悪いんじゃないんだから」と口にする。


「それに強姦未遂なんて大変なことだよ！　高崎さんのことを考えれば、めんどくさいのなんてどうってことないよ！　すごく怖い目に遭ったんだし！」


「だよな……」


　それでも柴田が浮かない顔のままでいると、電話のコール音が鳴った。


「……はい」


　暗い声で出た途端、柴田の表情がぱっと明るくなる。


「相沢！」


　親友の内科医・相沢だった。


「ええっ？　うん、判った、待ってる！」


　受話器を戻すと上気した顔を江森に向ける。


「どしたの、浩司さん？」


「相沢からだ！　薫ちゃん、陣痛が始まったんだって！」


「ええーっ」


「昨日、会ったとき、言ってたんだ。もういつ生まれてもおかしくないって。これから相沢が一緒にＪ医大に向かうって。で、生まれたら電話するって」


　江森は飛び上がって柴田を抱きしめた。


「よかったねー、浩司さん！」


　柴田の初恋の相手だった相沢、そして妹のように思っていた薫、結婚した二人と柴田の間にはさまざまな想いがあった……すれ違いの想いはもつれて絡み合い、薫の宿した子供の父親が柴田ではないかと相沢が不信を抱くにまで発展した。そのことで薫は流産の危機に瀕したがなんとか乗り越え、相沢との絆もより強くなったという経緯があったのだ。


　江森は「よかったね！」と声を詰まらせる。


（ほんとにそれしか言えないよ……）


　あのときの柴田の苦しみを思い出し、江森は腕に力を込めた。


「たいへんなこともあるけど、いいこともあるよねえ」


　だな、と柴田は頷く。


「いいことと悪いことって、代わりばんこにくる、とかゆー四文字熟語、あったじゃないの！」


「つーか、それは諺ってんだよ」


　ぎゅーぎゅー抱きしめられ、柴田は笑いながら答える。


「人間（じんかん）万事塞翁（さいおう）が馬、とか、禍福はあざなえる縄のごとし、とかゆーんだ。四文字熟語じゃねーよ」


「そっか、浩司さんてあったまいいー。だよね、四文字熟語って『援助交際』とかゆーんだもんね」


　ええっ、と柴田は江森を見上げる。


（それは単なる漢字四個、では……）


「援助交際は違うと思うけど……」


「じゃあ、『一発逆転』とか、『耐震偽装』？」


　柴田は唖然とした。


（そ、それも違うような……）


　だが江森はいっこう真面目な表情だ。


「五月……お前な……」


　でもまあいいや、と柴田は熱い胸に抱かれながら思った。








５




　新生児病棟の面会室で柴田は病棟主任に「特別ですよ」とやんわりとたしなめられた。


　面会時間は午後の四時から八時までで、柴田が四階の新生児病棟に駆けつけたのはまだ面会時間の始まる前だった。


　薫は電話のあと分娩室へ直行し、朝方の六時に女の児（こ）を無事出産したのだ。


「お祝いに行かなくちゃ」と思っていたものの、定期の手術と診療の合間、やっと時間を作ったのがもう夕方というわけである。


「こちらにどうぞ」


　家族以外は新生児室のガラス越しにしか赤ちゃんとご対面出来ないのだ。だが新生児室に現れた薫は「柴田クン、入って」と呼ぶ。肩までの髪を今日は後ろで一つにまとめ、頬は桜色で元気そうだ。ぱっちりとした眼は喜びに輝いている。眩しいほど綺麗だと柴田は思った。


「相沢は？」


「さっきまでいたのだけれど、今日は医局会があるから」


「そっか……」


　直接おめでとうと言いたかったのだが……。


（あとで１内の医局に行ってみよう）


　薫がもう一度呼ぶので、柴田は手術着の上に割烹着のようなガウンを重ねると新生児室に入った。


　二十数個もコットが並んでいる中で、薫は柴田をその中の一つに導く。名札には「相沢ベビー」と入っている。


「うわあ、小さいんだな……」


　新生児の手術を手がけたことは何度かあったが、それにしても生後僅か十時間というのはあまり経験がない。


　薫は微笑みながら慣れた手つきで赤ん坊を抱き上げる。そして「柴田クン、抱いてみる？」と差し出す。


「うわ……なんだか怖いからいいよ」


「和彦さんもそう言うのよ、いやあねえ、男の人は」


「だって……壊れそうなんだもの……小さいし」


　まだ顔はくしゃくしゃで、髪の毛はかなり生えているものの、ぎゅっと握り締めた拳も信じられないくらい小さい。どうみてもお人形のようだ。


「２８００グラムだから、ちょっと小さかったの。でもおかげでお産はとっても軽かったのよ。初産だったのにね」


「そうなんだ……」


　柴田は華奢な薫の身体を眺めた。パジャマにガウンを着て、今は少しふっくらしてはいる。流産しかけたとき、柴田は抱き上げて救急室へと運んだのだが、そのときの身体が嘘のように軽かったことを思い出す。


「痛くなかったの？」


　心配そうに尋ねると薫はけろっとした声で「ちょっとだけね」と応えた。


「お産をして『もう二度とこんな痛いのはいや』って思う人もいるんだそうだけど、あたしはいくらでも生めそう。少子化対策に貢献しようかしら」


「ええーっ」


　ううむ、と柴田は考えを改めた。


（女の人は子供を産むと変わるんだ……）


「あのね」とふいに薫は柴田の顔を見つめる。


「最初の子の名前は、和彦さんと相談してずっと前から決めてたの。男の子だったら『こうじ』、女の子だったら『ひろこ』にするって」


「え……それって……」


　柴田は細い眼を見開く。


「女の子だから『ひろこ』よ。まだ届けていないけど、名札に書いてもらわなくっちゃね。いつまでも『相沢ベビー』じゃ格好悪いもの」


　赤子は母親の柔らかな胸に抱かれ、ぐっすりと平和な眠りを甘受している。


「『ひろ』って？」


「そう、浩司のコウ」


　薫は慈愛に満ちた眼を赤ん坊に注ぐ。優しく揺すった。


「だって、柴田クンがいなかったら、この子は生まれてこなかったんだもの。和彦さんもそう言って……」


　だから、と柴田に視線を戻し、にっこりした。


「柴田クン、浩子は柴田クンの子でもあるのよ。そう思ってね、お願い」


「そんな……」


「柴田クン、子供、欲しいんでしょう？　和彦さんがそう言ってたわ」


　えっ、と柴田は絶句する。


　薫が妊娠したとき、ホモセクシュアルである自分のせいで江森は決して普通の家庭を築けないのだ、と自覚し、ひどく傷ついたことがあった……。どんなに江森が望んでいても、それだけは与えられないのだと。


（まさか俺と五月のことを……）


　だが目の前の薫は赤ん坊と同じ無垢な微笑みを浮かべている。


（いや、そうじゃない……相沢は教えてないって言ってた）


　相沢はかつて柴田に「僕からは薫には言わない。柴田が必要だと思うなら自分から言えばいい」と言ったのだった。


　それゆえ薫はもちろん、柴田と江森の間柄については知らされていなかった。ただ、柴田は肉親の情愛が薄い育ち方をした、ということは聞かされている。


「家族は多いほうがいいでしょう？　そのほうが楽しいし。あたしも一人っ子だったから」


　ね、と同意を求める薫に柴田は胸が熱くなる。その熱は昇ってきて、眼から溢れ出、柴田は慌ててぐいと両眼を拳で擦った。


「薫ちゃん……ありがとう、産んでくれて……」


　それ以上言えず、俯いて柴田は唇を震わせる。柴田の様子を見て薫はクスクス笑い出した。


「いやだぁ、柴田クン。他の人が見たら柴田クンがお父さんだと思われちゃうわ」


　だな、と柴田は鼻を啜った。


　新生児病棟をあとにすると、柴田は早速一階ロビーへと向かった。


　どうしてもこの感激を伝えたい。もちろん相手は江森だ。


　病院内では携帯をオフにしているだろうが、留守番電話サービスに録音するだけでもいい、と柴田はロビーの公衆電話にとりつく。


　カードを差し込もうと白衣のポケットを探っていると、すぐ傍にある耳鼻科外来からなんと当の江森が出てくるのが見えた。さらに江森は苦手とする渡辺を伴っている。


（げっ、まずい）


　柴田が隠れようと頭を下げるより早く、渡辺が気づいた。


「あっ、柴田先生！」


　大声を上げると、渡辺は江森のそでを引っ張る。


「先輩、柴田先生っすよ！　ほら、挨拶しなくちゃ！」


「ちょっと、渡辺君！」


　ぐいぐいと腕を引っ張る渡辺に江森は慌てた。


「だめだよ、仕事中でしょう？」


　渡辺は不適な笑みを浮かべる。


「やだなあ、ボクら、ＭＲじゃないっすか。普通に仕事の話をすればいいんでしょう？　ちょっと誘ってお茶でもしましょうよ。それぐらい全然オッケーじゃないすか」


　げっ、と江森のほうも目をむいた。


「てゆうか、あのねえ、柴田先生は院内で僕が声をかけるのを嫌うんだ。だからだめだよ」


「へーっ、お堅いんですね。ま、仕事場で恋人といちゃいちゃするわけにはいかないかあ」


　屈託なく言い放つ渡辺に江森はますます慌てた。


（天然だけど、浩司さんとは全く違う天然なんだ、こいつは……）


「渡辺君、だからそういうことをこんな人前で……」


　小言を言いかけた江森を無視し、渡辺は「じゃあ、ボクが誘いますよ」とさっさと歩き出す。


「ボクならいいでしょう？　恋人じゃないんだし」


「ちょっと、だめだって！」


　公衆電話のところでハラハラしながら成り行きを見守っていた柴田は、渡辺がまっすぐにこちらへやってくるのに慌てた。


　急いでカードを引き抜き、くるりと背を向けて足早に歩き出す。


「柴田先生ー！」


　渡辺の声にスピードを上げた。


「柴田先生ってば、待ってくださいよー」


　渡辺が追いかけてくる気配なので、柴田はついに走り出した。なんで逃げなくちゃならないんだ、と頭の片隅では思ったが、どうも身体が苦手意識から反応してしまう。


「先生ってば！　なんで逃げるんすか！」


　渡辺も柴田を追って走り出す。とんでもない展開に江森も慌てたが、さすがに走ることはできない。大股で二人を追う。


「渡辺君、だめだって、院内で走っちゃ！」


「だって、柴田先生が走るからです！」


　一昨日のキッチンからリビングへのレースの再現で、柴田ははあはあと息をつきながらロビーを駆け抜けた。放射線科の撮影室へと廊下を曲がったところで、読影室から医師集団が出てくるところに突っ込んでしまった。


「うわっ、すみませんっ」


　避けようとして柴田はつんのめりになり、そこへ渡辺が激突する。


　医師たちが慌てて二つに分かれた。


「わあああっ」


　重なって廊下に倒れ、柴田は渡辺の下敷きとなってしまった。


「気を付けろよ」と文句が降ってくる。その中から、


「柴田じゃないか！　どうしたんだ！」


　相沢の声に柴田は動転して渡辺の肩越しに見上げる。


「あっ、相沢っ、そのっ、ロビーでっ、赤ちゃんのことをっ、留守電にっ、携帯だからっ」


　自分の行動を説明しようとしたが、まるで頭が回らない。出てくる順番に単語の切れ端を口走った。


「大丈夫かい？」と相沢は優しく柴田に手をさしのべる。


「相沢、なんでここに？」


「症例検討で、ＭＲＩの写真を見ていたんだよ。それより……」


　よろよろと起きあがった渡辺に、柴田を転ばせたくせに詫びの一つも入れないなんて、と非難の目を向ける。


「君は？」


　渡辺は満面の笑みをたたえて、直立不動の姿勢になった。


「渡辺公平、ホフマン＆フジジャパンのＭＲです！」


「ああ、ということは……」


　やっと追いついた江森が、「新人で僕が同行してるんです」と言った。よれよれになっている柴田に近寄ると、白衣を直してやる。


「浩司さん、なんで走ったの？」


　渡辺から逃げたくて、とは言えない。


「そ、その、赤ちゃんのことを言いたくて」


「ああ、そうだったっけ！」


　相沢のところへお祝いを言うために走ったのだと誤解する。


（そう言えば僕だってまだだよ！）


　さっと相沢に向き直り、「赤ちゃん誕生、おめでとうございます」と頭を下げた。


　相沢は「ありがとう」と微笑んだ。


「えっ？　なんすか？　赤ちゃんて？」


　渡辺が介入する。


「あのねえ、こちら、柴田先生の親友の相沢先生。今朝、お子さんが誕生したんだよ」


「うわー、知らなかった！　おめでとうございますっ！　で、お名前はもう決まったんすか？」


　ええっ、と柴田は仰天した。


　名前のことは江森に自分が伝えたいと思っているのだ。慌てて「ひろこだっ」と叫んでしまった。


「そう、薫から聞いたの？」


「う、うん、今、会ってきた」


「そうか、それで僕を捜してくれたんだ」


　相沢は優しく微笑む。


「いい名前っすねー」と言う渡辺にも笑いかけた。


　江森ならともかく、内気な柴田がお祝いを言うために一緒に連れて来たのなら、この男にも懐いているに違いないのだ、と判断する。


（江森君の後輩なら、きっと柴田にもきちんと接しているんだろう）


　院内で走るのはいただけないが、必死で柴田のあとをついてくるなんて、可愛いところがあるではないか、と相沢は思った。


「江森君も渡辺君もわざわざありがとう」


　多少の誤解はあったが、なんとなくその場の流れはよい方向へと向かっていた。


　一内の医師たちは、医局のある研究棟の方へ向かっていて、しんがりの先輩医師が「相沢、行くぞ」と声をかけた。


　相沢を取り囲んでいる江森たちに不審の目を向ける。薬の売り込みと誤解した。


「ＭＲは医局に来てくれよ」


「いえ、僕にお祝いを言いに来てくれたんですよ」と相沢が応じる。


「なんだ、そうか！　そういや、今朝、生まれたんだって？　奥さんのところへもういってやれよ。教授には俺がことわっといてやるから」


　そうですね、と相沢はうなずいた。


「じゃあ、またね。ありがとう、わざわざお祝いに来てくれて」


　去っていく相沢の背を柴田は見つめる。


「そのっ、ありがとう」と言った。


「ありがとうって？」


　江森が尋ねる。


「う、うん、その……」


　ちらりと渡辺に視線をやって柴田は口ごもった。二人だけの時に言いたい。


「ああ！　そうか、じゃあ、またあとでね」


　またいつものように、病院内で話すのがいやなのかと江森は誤解する。渡辺の手を引いて離れていった。


（ち、ちが……）


　でももう遅い。二人はなにか楽しそうに話しながら遠ざかっていく。


　はあ、と柴田は深い溜め息をついた。








　柴田が江森に薫のことを話せたのは日付が変わってからだった。


　あのあと、柴田は救急で呼び出され、マンションに戻ったのが深夜だったのだ。ベッドに潜り込むと、柴田は「あのさあ」と隣でＴＶゲームをしていた江森に話しかける。


　新生児室で薫が話してくれたこと、名前の由来などをとつとつと語る。


「でさあ、俺の子だと思ってくれって、そこまで言ってくれたんだ」


「えーっ、薫先生がそんなことを……」


「うん、俺、もう泣きそうになっちゃったよ」


　江森はゲーム機をサイドテーブルに置くと、手を伸ばす。


「浩司さん……すっごく嬉しいね」


　胸に抱きしめると、柴田は溜め息をついた。


「うん、俺も嬉しかった……けど……」


「けど？」


　柴田の声が震えているので、江森は顔を覗き込んだ。


「赤ちゃんは可愛くて……もうすげえ、幸せな気持ちになった。だからその……やっぱ、男はさあ、赤ちゃんとか見ると、なんか生きがいって思うんだろうなあって。赤ちゃんのためなら死ねるとかさあ、赤ちゃんのために生きようとかさあ」


「なにが言いたいの？」


　だから、と柴田は江森を見上げた。


「……もしかしてお前も赤ちゃんを見てそう思うのかなって」


　目の中に不安な色を読み取って江森は優しく柴田の背を撫でた。


「ああ、そういうことか。前も言ったじゃないの」


　ノンケであった江森と付き合うことで、柴田は自分を責めたことがあった。真っ当な結婚で、子供をもうけ、ちゃんとした家庭を作るはずだった江森の幸せを、自分は奪ったのだ、と。


「あのねえ、子供のできない女の人だっているし、だったらそういう人は男の人の生きがいにはならないわけ？　違うじゃないか。愛する対象はみんな生きがいになるよ。それに結婚だけが人生じゃないし、もともと独身を貫く人もいるんだし。神さまに一生を捧げる人だっているじゃないの。そういう人たちは生きがいがないの？　違うでしょ？」


「そりゃそうだけど……」


　でも今日、新生児室で見た赤ちゃんは本当に可愛かった……。


「当たり前だよ、赤ちゃんは可愛いもの。でもねえ……」


　くすりと江森は笑う。


「ほらさあ、僕のお姉ちゃんとこには子供がいるでしょう？」


　江森の一番上の姉には二人の子供がいる。


「よく言ってるよ。小さい頃は可愛かったのに、今はもう親の言うことを聞かなくて憎たらしいって。でもねえ、ほんとに子供が好きなんだ」


　赤ん坊の時期など僅かに過ぎない。


「だからねえ、可愛いから愛してるんじゃない、赤ん坊が可愛いから生きがいだなんて思う人は、ちょっと違うと僕は思う。そう単純に思う人もいるかも知れないけどね。だって、可愛いものはみんな誰だって好きじゃないか。可愛くなくてもそれでも好きっていうのが本当の愛だよ。愛はどんどん育つんだって、僕、思うよ。一緒にいる時間が長くなればなるほど、愛は深まるよ」


　柴田はその言葉に眼を見開いた。


「お前って……すごいなー」


「そうかな？　お姉ちゃんとお義兄（にい）ちゃんの受け売りだけど？」


　笑いながら江森は柴田を抱きしめる。


「僕の生きがいは浩司さんだよ。あと、アレかなあ？」


「あれってなんだよ」


（まさか、新人育成とか？）


　渡辺の顔が浮かんで不安になり、慌てて柴田は尋ねる。


「アレに決まってるじゃないか」


　腰の辺りに置かれていた手がパジャマのズボンに侵入してきたので、柴田はびくりと背を反らした。


「赤ちゃんはできないけど、しよう？　浩司さんも好きでしょう？」


「ま……まあ……つーか、俺はお前みたいにこれが生きがいじゃねーぞ」


　柴田は赤くなって口を尖らせる。


「ええっ、生きがいじゃないの？　僕って浩司さんに生きがいを与えてないのかなあ？」


　クスクス笑いながら江森は柴田の身体を開いていった。






　柴田が再び小早川に会ったのは三日後のことだった。


　心理療法室には方丈もいて、小早川の調べ上げた事柄を一緒に読む。少年は中原一郎といい、公立高校に通う二年生だ。


「父親は眼科医なんだ」と小早川が言ったので、柴田はソファから飛び上がりそうになった。あのとき拾った眼科用メスは江森以外には話していないのだ。


（やっぱ……ちらっと見ただけだけど、絶対間違いない……）


　中原少年が入院した際、主治医は高校の養護の先生とも連絡を取っていた。


「だが『イジメは存在しない』とはねつけられたそうだ」


「そうだねえ、たいがい事件が起こってから校長や教頭が謝る、ってのが定番だからねえ。最近はマスメディアの眼も厳しくなってきたけど、私立はまだ経営に影響するからかな？」


　方丈も細い眉をひそめて頷く。


　中原少年の通うのは、中・高一環教育の有名進学校なのだ。


「その……お父さんの眼科医って人はどんな人なんですか？」


　柴田は勇を鼓して質問する。自分の場合、威圧的な父と兄の存在が大きかったのだ。


「いや、最初の奥さんとは死別して、再婚して年を取ってから出来た子供というので、ずいぶん甘い父親のようだよ。こちらも問題があるとは思えないんだ」


　小早川の意見に方丈が口を挟む。


「甘いからいいってもんじゃないと思うけど」


「だがこの父親の眼科医は地元の医師会でも好人物と評されてる。それより問題なのは……」


　ちらりと小早川は柴田をうかがう。


「柴田先生、君はホモセクシュアルについてどう思う？」


「うっ」


　柴田はもう一度飛び上がりそうになる。


「ど、どーして判ったんですか」とはさすがに言わなかったが、思わず視線を逸らしてしまった。すると反対側の方丈と目が合い、さらに動転する。


「そ、そのっ」


　あわてふためく柴田に、方丈は小早川を「いきなりなんだよ」とたしなめる。


「僕たちみたいな変わり者の精神科医ならいざしらず、普通の人にそんなことを前振りなしに訊いちゃ駄目だよ。それより、なんでそんなことを？」


「いやな……実はな……この中原という子の父親については、俺の同期の医者から聞いたんだよ。方丈、ほら、いただろ？　学生時代に結婚して、子連れで大学に来てた奴」


　ああ、と方丈は頷く。


「確か、近くで開業してるんじゃなかった？　彼がなんで？」


　そのな、と小早川は長い話を始めた。


　ときおり小早川と方丈の青春時代を懐古する会話が挟まるため、必要以上に長くなったのだが、柴田にはおおむね次のことが判った。


　小早川（と方丈）の同期の医師はＪ医大に近い個人病院の跡取りで、最近院長職に就いていた。父親の跡を継いで医師会から私立高校の校医に任命され、同じ高校の学校眼科医がその中原の父だったのである。学校法では耳鼻科・眼科・内科の医師が、校医として生徒の健康管理を任されている。


「同じ医師会に属しているから多分、付き合いがあるだろうと踏んでね。実際にはロータリークラブも同じで、よく知ってたよ。息子さんにもロータリークラブの催しで遇ったことがあるって」


　それで小早川がその同期の医師に連絡を取ったさい、親切に色々教えてくれた。


「だがそれだけじゃない」


　小早川が電話して「中原」という名を出したところ、「さすが精神科医だな」と言ったのだ。


「どこからかぎつけてきたんだ？　親から相談されたのか？」


「どういう意味だ？」


　ということで、柴田への質問に話が戻った。


「つまり、奴はゲイでね、それも遊び人。夜な夜な新宿二丁目を徘徊してるんだよ」


「うっ」


　生涯に二回だけ、あの街へ行った柴田はコメントのしようがない。黙って小早川の言葉を待つ。


　遊び人の医師はなんと二丁目で息子の中原少年を目撃したというのだ。


「もちろんこっちだって身分を隠してのご乱交だから、目の前に現れて『帰りなさい』なんて言うわけにはいかなかったさ」


「じゃあ、そのまま見過ごしたのか？」と小早川は非難したのだが、


「当たり前だろう。自分の息子でさえ面倒見切れないってのに、他人の息子にまで関わっていられないさ」


　その医師は、離婚した妻から息子を引き取ったのだが、反抗されて困っているのだった。


　とにかく、と小早川は肩を竦めた。


「そいつに言わせると『おとなしくて内向的』な子供だそうだ。とても二丁目に出没するようなタイプじゃないと。だがそうなるともっと判らないな、レイプ未遂なんて」


　柴田も同意する。


「そんな……だってまったく違うじゃないですか！」


　方丈は眉を寄せ、深く考え込む。


「人格障害という可能性はあるね……乖離性人格障害、いわゆる多重人格だ。なんというか、同性愛的指向を覆い隠そうと、女性への過剰な執着を持った人格が生まれ出る、ということもあり得る」


　方丈の専門は人格障害と精神療法なのだ。


「そんなことってあるんですか！」


「いや、可能性としてはね。でももっと調べたほうがいいね、哲雄」


　小早川も重々しく頷く。そして白衣のポケットから１枚の写真を出した。


「で、柴田先生。この子だよ。同期の奴から借りたんだ」


　それは何かの会合でのスナップ写真で、学ランを着た少年が写っている。頬はふっくらとしているが、目は細く、鼻は丸いがつんと上を向いている。生真面目そうに口はきゅっと結んでいた。全体として、地味で目立たない印象だ。


「去年のロータリークラブのパーティだそうだ。実際にはもうちょっと大きくなってるかな」


　写真を見ながら柴田は再び「間違いない」との念を強くした。


　三病棟の近藤ナース長には「今週いっぱい、被害届を出すのを待ってくれ」と頼んである。柴田自身も目撃者として事情聴取を受けることになるからだ、というのを理由にしていた。「来週なら、ちょっと暇があるから付き添って警察へ行ける」と恐る恐る申し出たところ、「宜しいでしょう」と許可を得ていた。


　混乱しながら写真を見つめる。


（多重人格の可能性？　ホモを隠そうと？）


　ネクラ思考はどんどん先走り、柴田は自分のことに重ね合わせていた。


（ひょっとして俺も、同性愛ってことを隠そうと別の人格が出てきちゃったかも知れないんだ……）


　そしてその別人格がまったく知らないところで罪を犯したりなんかしたら……。


　江森と付き合いだしてすぐの頃、熱い夜を過ごした翌朝、自分が変態ではないかと驚愕したことが蘇った。


　恋人同士のちょっと濃厚だが普通のセックスだったのだが、オクテの柴田にとってはもちろん生涯初めての行為だった……。


（あれは……五月が「普通ですよ」って言ってくれたけど……自分の中の別人格が罪を犯しちゃったりしたら……）


　いくら江森でも庇ってくれないだろう、と思う……。


　自分でもよく判らないまま、柴田は「ちょっとこれを貸してください」と口走っていた。


「え？　なんでだい？」


　困惑顔の小早川に「あの、まだ思い出せないんで……しばらく借りて思い出してみたいんです」と答える。


「そっか、だよな、ちらりとしか見てない、って言ってたしな」


　小早川は頷く。


「なくさなければ構わないよ」






「え、ええーっ！　どうしてそんなこと、しようなんて思うのさ！」


　カウンターで鮨を優雅に摘んでいた江森は、箸を放り出し、隣の柴田を真顔でのぞき込む。


　二人は遅い夕食をマンションの近くの寿司屋で摂っているところだった。


　昼間、小早川から加害者ではないかと思われる少年の素性について、いろいろ聞いた、と柴田は話していた。


　それはそれでいいのだが、そのあと柴田から出た名前がまったく想定外だったので、江森は我が耳を疑った。


「だから、なんでそうなるんだよ。てゆうか、そこで朝比奈（あさひな）がなんで出てくるのさ？」


　なにを考えているか全く掴めない柴田に、怒りと言うより驚きの声で尋ねた。


「その、だからさ、あいつは二丁目のことを良く知ってるし……」


「だからっていってもね、あのね、二丁目にはそういったお店、いっぱいあるんだよ！　こないだ森さんだって、あいつを見つけるのにすごく苦労したからあなたに連絡をしてきたんじゃないの」


　朝比奈が仕事を丸々二日もすっぽかしたことがあった。マネージャーの森は二丁目へスタッフを捜索に派遣したのだが、失敗していたのだった。


「でも朝比奈なら……」


「だーかーらー」


　首を傾げ、困った顔になってこちらを見ている柴田は本当に可愛く、江森とて「駄目」とにべもなく断るのは気が引ける。


（にしても……）


　危険きわまりないゲイ男の朝比奈に連絡を取ろう、などという提案を呑むわけには行かない。ＴＶドラマやＣＭで大活躍の俳優・朝比奈繁樹は柴田を狙って熱心に口説いているのだ。こないだだって、柴田は危うく朝比奈に犯されそうになり、江森と朝比奈のマネージャー・森が危機一髪で救ったものの……。


　それをもう忘れたのか、と江森は太い眉を吊り上げて柴田を睨む。


「だいたい、朝比奈の奴になにをしてもらおうってのさ」


「中原って子がいそうな店を探してもらいたいんだ」


「だって、いるかどうかわかんないんだよ？　それになんで二丁目に行く必要があるのさ！」


　二丁目、と大声で言いかけて江森は慌てて板前の方を見る。気づいていないのを確認して「会いたいなら別な場所で充分じゃないか」と続けた。


　それは駄目、と柴田は首を振った。


「学校へ行くのか？　それともお父さんがやってる眼科医院？　んなの、駄目だ。俺はなんて言うのか？　あの夜、君が落としたメスを拾ったって？　君が犯人かもって疑ってるって？」


　言葉は足りないが理路整然としている、と江森も認めざるを得ない。


「うーん、そうだね……全然知らない人が会いに行ってそんなこと言ったりしたら、引くよねえ……てゆーか、脅迫っぽいかも」


「だったらやっぱり、偶然遇った風を装って、色々訊いてみるのがいいと思うんだよ」


　初めて江森はとんでもないことに関わったのだと実感した。


　どういうわけか、柴田が直接会ったこともない少年に自分自身を重ねているのは知っていた。「イジメ」と「ホモセクシュアル」がキーワードなことも。


「俺さ……ほら、薫ちゃんの赤ちゃんのこと、考えてさ」


　柴田は指を組み替えると、とつとつと話し出す。


「俺の赤ちゃんと思ってくれって言われて……家族だって思ってくれって」


「うん、それは聞いたよ」


　先だって聞いた話だがそれが今の話とどう繋がるのかと首を傾げる。いつものように柴田の思考過程は謎だらけだ。


「だからさ……もし薫ちゃんの子が自分の子供だったとしたら……それでももし俺みたいにイジメにあったとしたらって、考えたらもう、絶対なんかしなくちゃって……」


「うう……」


　怖ろしいほどの論理の飛躍ではあったが、江森は納得する。


（そうなんだよな、浩司さんはトラウマの塊だからなー……お父さんが全然、お父さんらしくなかったから……で、いきなり理想の父親になっちゃってんだ）


　決して本人に向かっては言えない言葉の数々を思い浮かべながら、江森は真剣にこちらを見上げている柴田を見た。ベッドでの陶酔に満ちた眼だけでなく、この眼にも弱いのだ……。医学書を読んでいるときや、患者を診察しているときなど、何かに真剣に対峙しているときの眼だ。


（結局、僕って浩司さんには勝てないんだもんな……）


　はあ、と江森は溜め息をついた。


「判ったよ、浩司さん」


　しぶしぶ江森は携帯を取り出す。


（だいたい、この携帯は浩司さん専用なのに……）


　初エッチをした翌朝、契約に走った思い出の品である。ほんの半年ほど前にもかかわらず、すでに型遅れだが、それでも記念にと使い続けている。


　その大事な携帯から、わざわざ恋敵の朝比奈に連絡を取るのだけは控えたい、と江森はもう一台、会社からの支給品を取り出した。


「やっぱ、こっちでかけようっと」


「は？　なんで二台も出してるんだ？」


　携帯を持ったことのない柴田は怪訝な顔をする。


「もう……浩司さんたら……」


　ため息をつきながら江森は携帯の電話帳を開き、朝比奈のマネージャーの番号を調べた。さらにそれを見ながらもう一台の携帯から電話をする。


（だいたい、浩司さん専用なのに、あいつのおかげで……）


　朝比奈が行方不明になったとき、仕方なく森マネージャーに緊急連絡先として柴田は江森の携帯番号を教えたのだ。登録された森マネージャーへと電話がつながり、江森は朝比奈に連絡をするよう伝えた。


　待つこと一分ほどですぐ着メロが鳴る。


〈柴田先生、新しく携帯買ったの？　これ、先生のだろ？　よかったー、これで先生に連絡がつくようになったね、ところでなんだい？　森さんから聞いて驚いたぜ、先生から連絡してくれなんて、嬉しいこと言ってくれるじゃないの〉


　相変わらず唯我独尊・ナルシシスト・オレ様な朝比奈で、江森が口を挟むまもなくしゃべり続ける。


「あのねえ、悪いけど、これは僕の。今、柴田先生に代わるから」


〈げっ、なんだよ、あんたのかよ〉


　しかしぶつぶつ言うまもなく、朝比奈は柴田の「俺だ」に「先生！」と大声で応じる。


「その……ちょっと会いたいんだけど」


〈なに？　俺に会いたいって？　くーっ、そりゃもう即行で飛んでくぜ？　今、どこにいるんだよ？〉


「じゃなくて……その……頼みがあるんだ。君と一緒に行きたいところがあるんだ」


〈どこだよ、ラブホか？　つーか、パラダイスに連れてってやるよ、何度でもさあ。一緒に天国の快楽を味わおうぜ〉


「えーと、じゃなくて……」


　喋り続ける朝比奈相手になんとか柴田は目的を達する。


　柴田の告げた目的地に朝比奈は「うっそー」と叫んだ。


〈俺って相手がいるのになんでそんなとこ、行きたいわけ？　ひょっとして乱交（オージー）？　まあ、俺的にはイラネ、って感じだけどさ、先生がやりたきゃ付き合うぜ？　先生の好みはどんなのさ、いろいろ揃えてやるぜ。ヒゲとかデブとか、あっ、俺的にはデブはなしだね〉


　またもやまくし立てる朝比奈に柴田はどう説明したらいいかわからない。携帯を耳に押し当てて、首を捻る。


「えっと、じゃなくて……」


　ああ、もう、と江森は携帯を奪い取る。恋人が朝比奈としゃべっているだけでも腹が立つのだ。


「ええとですね、先生は二丁目で人を捜したいんです。あんたと一緒だったらどこの店でも入れるだろうって。だからねえ、決してあんたに会いたいわけじゃないんですよ。ま、いわば露払いってことですかね」


　つっけんどんな江森の口調に電話の向こうで朝比奈は歯ぎしりをする。もう少しで切るところだったが、とにかく柴田は自分を求めているのだ。二丁目へ行けば、ゲイなら誰しも雰囲気に流されてその気になることもある。ぐっとこらえて「いいとも」と応じた。


「先生の頼みとあらば、どこへだって付き合うよ。じゃあ、いつにする？」


　電話口に再び出た柴田は朝比奈にまた希望を告げる。


「オッケー、その日、俺はロケだから、先生、マンションで待っててよ。迎えに行くから。今度、二時間ドラマの主演、やるんだよ。俺さあ、ナンバーワンホストなの。ぴったしじゃない？　ホスト探偵ってんだけどさあ。お店の常連が殺されちゃって、俺が事件を解決するってわけ。でさあ……」


　まだまだ続く朝比奈の言葉に柴田はわかったとだけ返事をして通話を切った。


「はい」と江森に返すと、江森は渋い顔で受け取った。指先で摘むと、「なんか、あいつが向こう側にいたってだけでやな感じ」と顔をしかめる。


「お前……全然科学的じゃねーよ、それ」


「浩司さんたら、ニンゲンは感情の生き物だよ？　僕、あいつからの電波だって、僕と浩司さんの間に入るのはいやなんだ」


　ぷんぷんと怒る江森に柴田は首を傾げる。


（それって一方的かも……）


　自分だって、江森との間に渡辺が入ってくることはいやだ。でも江森はそんなことにも気づいていないようで……。もやもやとしたものを抱えながら目の前に置かれたコハダを摘んだ。


（こーいう場合、俺も渡辺がやだって言ったほうがいいのか……でもそうしたら、俺だって朝比奈に会うことができなくなるし……頼み事もできなくなる）


　それに渡辺は江森にとって仕事仲間だ。仕事をするなと言うようなもので、そんなことはやっぱり言えない。


　一時、江森が相沢と柴田の仲をひどく嫉妬したことがあった……。恋人関係にあったわけでもないのだが、幼馴染みですっと長い間寂しい心を慰めてくれていた相沢をやはり柴田は頼りにしていた。自分よりも相沢のほうが柴田の心に深く焼き付けられていると江森は嫉妬したのだ。


（でも、そのときだって五月は相沢に会うなとかは絶対言わなかったし……）


　もし、ここで渡辺に会うななどと言ったら……。


（俺ってサイテーかも……）


　どう考えても解決策はなく、柴田はひたすら黙って鮨を食べ続ける。


　沈黙を守る柴田に江森は慌てた。


（ま、まさか朝比奈をけなしたことを怒っているんでは……）


　柴田が朝比奈にまるでなにも感じていないことは充分承知している。自分の患者として心配しており、なおかつ、朝比奈の前ではゲイであるということに罪悪感を感じなくてすむので楽だ、ということも。意味なく嫉妬をしているわけではなく、向こうが狙っていることが心配なのだ。


　しかしこれ以上、朝比奈を否定すれば、まるで柴田の計画を邪魔しているように取られるかも知れない……。急いで「とにかく、朝比奈が手伝ってくれるんでよかったね」と言った。


（そうだよ、片が付けば、朝比奈も用済みになるんだから）


　結論づけて江森は元気が出てくる。


「赤身にイカ、タコ、それからアナゴ！」と元気よく注文した。


「浩司さん、その子がもしそうだとしたら、どうするの？」


　柴田ははっとわれに返る。まだそこまでは考えてなかったのだ。


「うーん、わからない……でもとにかく、小早川先生に相談するよ」


　そうだねえ、と江森はイカを呑み込みながら言った。


「小早川先生は信頼できるもんね」


　とりあえず、帰ってからの運動に備えて腹ごしらえをしよう、と決心すると、また大声で注文する。


「あと、ネギトロ巻きと玉子にトリガイ、それからハマチ！」
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「ただいまー」


　マンションのドアを開けると、江森はたたきに他人の靴がないことを確認し、ほっとする。三回戦に備えて、藤谷に土曜日も特訓を科されている。やっと解放されたのが八時過ぎで、マンションに大急ぎで戻ってきたところだった。柴田一人のところに朝比奈を上げるわけには行かないのだ。


　リビングにいた柴田に「朝比奈は？」と尋ねる。


「うん、もうじき来るって」


「はあー、よかった、間に合った」


　持っていたスポーツバッグを置いた。


「もう、汗だくだよー。藤谷さんて、厳しいんだよなー」


「三回戦に残るってすごいことなのか？」


「そうだよ、あのねえ、甲子園の予選と同じで三回戦に残るの、大変なんだから」


　今ひとつ、理解していない柴田にやれやれと思いながら、江森はシャワールームに向かう。


　たっぷりかいた汗を流していると、玄関のチャイムが鳴った。


「ちっ、朝比奈の奴だな……でもよかった、僕がいて」


　ぶつぶつ文句を言いながらもリビングへ行き、オートロックを解除する。柴田は相変わらずソファで本を読んでいる。びしょぬれで裸の腰にタオルを巻いたままの江森を見て、「服、着てろよ」と言った。


「なんでさ」


「なんか、変なこと、想像されたくないもの」


　ええっ、と江森は目を見開いた。


「浩司さんがそんなこと言うの、初めて聞いたよ！　今までそんなこと、気にしたことなかったじゃないか」


「つか、朝比奈はホモだからだ」


　はあー、と江森はため息をつくと、寝室へ向かった。


（相変わらず浩司さんの思考過程って、変だよな……）


　だが、寝室に入る前に「まてよ」と足を止める。


（逆におじゃま虫だってわからせてやろうっと！）


　その瞬間、玄関チャイムが鳴り、江森は裸のまま、出迎えに向かった。


「さっさと入りなよ」


　つっけんどんに扉を開けたところに立っていたのは、しかし渡辺公平であった。ジャケットにジーパンという普段着である。


「渡辺君！　どうしたんだよ、こんな時間に！」


　渡辺は屈託なく裸の江森をじろじろと見る。


「先輩って、いい身体してますねー。シャワー、浴びてたんすか？」


　裸で玄関先にずっと立っているわけにもいかず、仕方なく江森は渡辺を迎え入れた。


　するとリビングから柴田が顔を出す。渡辺を見て固まった。


「なんで……渡辺君が……」


「ごめん、朝比奈の奴と間違えちゃった。とりあえず上がってもらっていい？」


　いやとは言えず、柴田は黙ってリビングに引っ込んだ。ソファで再び本を開いたが、気になって読み進められない。


　渡辺は江森になにか熱心に話しかけている。


「……で、この旗、造ったんですよ、見て下さい」


　本を脇に置くと、柴田は再びリビングから廊下に出た。


　すると渡辺が大きな布を広げているところだった。布には「ＶＩＣＴＯＲＹ」「ＥＭＯＲＩ」などと書かれている。


「今度の試合にはこれを持って応援に行きますからね！」


「わ、わかったから、もう帰りなよ」


　江森は引き気味で柴田を振り返った。


「浩司さん、朝比奈が来る前に帰ってもらうから」


　言い終らないうちに大きなくしゃみをする。


「それよりいい加減に服を着たらどうだよ」


　渡辺の存在が気になってはいたが、それどころではないと柴田は我に返った。


「そうですよ、濡れたまんまでいると、風邪、ひいちゃいますよ？　こないだ、柴田先生も熱出してたいへんだったじゃないすか」


　渡辺も口を挟む。やれやれと江森は寝室へと向かった。


（浩司さんも渡辺君も、どっちも天然だなあ……かみ合わないっていうか、かみ合ってるっていうか……）


　渡辺と二人、廊下に取り残され、再び柴田は気まずさを感じ始める。


　渡辺はかって知ったるという態度でキッチンへ入っていく。


「先生、お茶でも淹れましょうか？　どうせ、また散らかしてるんでしょう？　ついでに掃除もしてあげますよ」


　いいと断る暇もない。


「えーと……」


　これから出かけるのだから帰ってもらいたいのは山々だが、なんと言えばいいのだろうと柴田は悩む。


（用があるからって言えばいいんだろうか……）


　だが迷っているうちにまたチャイムが鳴る。今度こそ朝比奈で、柴田は玄関の扉を開けた。


「よっす、柴田先生、会いたかったぜー！」


　真っ黒なレザーの上下に、ヴェルサーチの柄シャツ、白いマフラーというとてつもない服装の朝比奈は、大げさに両腕を広げると中へと入ってくる。先の尖ったフェラガモの靴でつま先立ちになるとぐるりと一回転して見せた。


「どう？　このカッコ。ほら、言ったろ、ホスト探偵の役、やってるって。ついでだからその衣装で来ちゃったよ」


　製薬会社の接待でクラブに行ったことはあるが、それは普通のホステスのいるクラブだった。ホストのいるクラブなど行ったことはない。しかし初めて二丁目で朝比奈に会ったときもかなり派手な服だと思ったので、別に今も衣装が特別だとは感じなかった。


　二丁目では普通の衣装なのかも、と柴田は思った。


「うん、ぴったりだ」と答える。


「じゃ、出かけようぜ」


　朝比奈が腕を掴んで引っ張るので、柴田は慌てて「待ってくれ」と止めた。


「五月が……」


「ええっ、あいつも来るのかよー。ちぇーっ、あんたと二人っきりになれると思って、飛んできたのに、そりゃないぜー」


　ぶーたれる朝比奈につい柴田は笑みを漏らす。どうもこの男には主治医と患者という関係もあって、冷たくできないのだ。


「あの……」


　キッチンのほうから遠慮がちな声がかかり、柴田と朝比奈は同時に振り向いた。


「うっそ、マジ、やっぱり朝比奈繁樹ー？」


　渡辺がキッチンから顔を出し、まん丸な目で見ている。


「なんで朝比奈繁樹がこんなところにいるんですか！」


　朝比奈はいつもの二枚目俳優の顔に戻り、気取って柴田の型に手を置いた。


「そりゃもう、柴田先生の頼みとあっちゃ、たとえ火の中水の中、どんなことがあっても駆けつけるんだって。惚れてるからね」


　ええっ、と驚く渡辺に慌てて柴田は朝比奈の手を外す。


「ち、違うんだ、渡辺君、俺は主治医だったんで……」


「そうそう、柴田先生は俺の命の恩人なんだって」


　かまわず朝比奈は柴田を抱き寄せる。


「そーなんですか！　あなたも柴田先生に命を救われたんですか！　ボクもなんですよ、すごいですね、柴田先生は！」


　渡辺は感嘆の声を上げ、柴田を見つめた。


　朝比奈は今気づいたというように、渡辺を一瞥する。柴田の傍にいる男には用心してかからねばならないのだ。小柄な身体にジャニ系の童顔、自分の敵ではないと踏むと、気を抜いた。余裕の表情で「ところで君は誰？」と尋ねる。


「あっ、ボク、渡辺公平といって、新人ＭＲです！　朝比奈さんみたいなスターにお目にかかれて光栄です！」


　渡辺は意外にミーハーなのだった。賛辞の空気を読みとって、朝比奈はひどく得意になる。


「ふーん、礼儀正しいじゃないか、この子」と柴田の意見を求めた。


「いや、その……」


　口ごもっているところへ、「朝比奈っ」と怒鳴り声が響いた。スーツに着替えた江森が息を切らして駆けつけると、朝比奈を柴田から引きはがす。


「浩司さんになれなれしく触るな！」


「たくもう、こいつよりずっと礼儀を知ってるぜ」


　朝比奈はふんと鼻を鳴らすと、ベルサーチの襟を整える。


「それより、早く出かけようぜ。夜はこれからだ、てな」


「えっ、どこへですか？　ボクもご一緒していいですか？」


　渡辺は興奮して叫ぶ。スターと夜遊びに出かけるなんて、こんな美味しい機会を逃すわけには行かない。


「おう、もちろんいいぜ」


「ちょ、ちょっと、だめだよ」


　慌てたのは柴田だけではない、江森も急いで渡辺を押しとどめる。


「えー、いいじゃないですか、土曜の夜ですよお」


「あのね、渡辺君、どこに行くか知ってる？　僕たち、新宿二丁目に行くんだ」


　渡辺は一瞬、ぽかんと口を開けたが、「てことは」と朝比奈を見た。


「天下の朝比奈繁樹はホモだったんですか！」


　朝比奈はふふんとまた鼻を鳴らす。


「さっき、言ったじゃないか、俺は柴田先生に惚れてるって」


「すごいっすね、柴田先生って！　スターに惚れられるなんて！」


　再び渡辺は柴田を熱い目で見つめた。


「ボクも行きたいです！　ホモに興味ありますし！」


　ええっ、と江森は目を剥いた。


「渡辺君、ホモは嫌いじゃなかったのかい？」


「ぜーんぜん！　ボク、気が変わったんです！　さ、行きましょう！」


　渡辺はつけていたエプロンを外すと、コート掛けに引っかけておいたジャケットを取り上げる。


「おう、行こうぜ！」と朝比奈もフェラガモに足を突っ込んだ。


　成り行きに呆然としていた柴田が、はっと我に返る。


「ちょっと待った、だいたい遊びに行くんじゃないんだ、目的を忘れないでくれ！」


「あ、そうだっけ」と言ったのは江森だった。


「たくもう、五月まで……」


　呆れる柴田に、江森は「しょうがない、連れて行こうよ」と肩をすくめる。


「朝比奈のこともホモだって知られちゃったし、あとで口止めもしなくちゃならないし。それに犯人探しのことも、あの現場にいたからわかってもらえるよ」


　だな、と柴田はうなずいた。






　新宿二丁目は土曜日の夜ともあって、通りのあちこちに人影が溢れていた。


　最近は「二丁目ツァー」といった物見遊山の人々も多い。そういった人たちが訪れるのは冷やかし専用の店であることがほとんどで、本来の目的に合致した店はやはり一見さんには敷居が高くなっている。


　その点、朝比奈と一緒であればまずどんな店でも歓迎を受けた。さすが朝比奈、と柴田も江森も感心する。


　朝比奈はまず表通りから一本入った通りを目指した。パーキングに愛車のポルシェを停め、すぐ前にある店から順に中へ入り、柴田の持っている写真を皆に見せる。


　たいした情報が得られないまま、何軒目か、とあるビルの一階に入っている「キノコの里」という小さなスナックを訪れた。


　入り口のドアを開けた途端、「いやーん、アサヒナちゃんっ」という叫び声と共に、カウンターをスキンヘッドの巨漢が乗り越え、突進してくる。カウンター十人ほどの狭い店内は、北風の吹く屋外と正反対に汗の出るほどの暖房だ。


　朝比奈に飛びついた筋肉隆々の巨漢はランニング一枚に迷彩ズボンという出で立ちだった。ぎょろりとした目に分厚い唇、がっちりとした顎はプロレスラーのようだ。しかし眉は綺麗にそり落とし、薄墨で細く描いてある。身長１８２㎝の朝比奈よりも一回り大きく、ぎゅうぎゅうと抱きしめて音を立てて頬にキスをする。


「ちょっとママ、いい加減にしろよ！　汗くせーんだから、離れろって！」


　乱暴に言うと朝比奈はママを両手で突き放した。端正な顔を歪め、さも嫌そうにママをねめつける。着ているレザージャケットの襟を調えた。


「皺になっちゃうだろ！　たくもう、汚ねーなあ」


　ママは両手で自分を抱きかかえ、ふるふると腰を振りながら朝比奈に流し目を送った。


「ああ、もう、もっとつれなくしてぇ」


　柴田と江森、そして背後に隠れている渡辺は絶句して見つめるだけである。。


　ママは一歩引くと、朝比奈の傍にちんまりと立っている柴田へ視線を投げかける。


　繊細な美貌と上等なスーツを一目で見て取り、「んまあ、上玉！」と歓声を上げた。


「美味しそう！」


「ママ、こっちは俺の未来の連れ合い（バディ）だよ。手を出すなよ。俺だってまだなんだからな」


　ええーっ、とママは大げさに叫ぶ。


「うっそ、アサヒナちゃん、ジュンアイしてるの？　信じられない！」


　江森は黙っていられず、ぐいと柴田を自分の胸に抱き取った。


「いい加減にしてくれないかなあ」と大声を出す。


　朝比奈は鼻で嗤うと、どんとカウンターの席に着いた。ナルシシストの朝比奈にとって、江森は恋敵とも認識されていない。いずれは自分が取って代わるだろうという朝比奈らしい根拠のない不動の自信があるのだった。


「いいから、ほら。ママに訊くことがあるんだろう？」


　それが目的なのだから、と江森はぐっと文句を飲み込む。


　キノコのママは江森や渡辺も一応値踏みし、「いいんじゃない、このチーム」と感心した。


「タイプいろいろ、よりどりみどりだわ。常連になって欲しいわねえ」


　ママはどすどすとカウンターを乗り越えて定位置に戻った。逞しい腕を組んでカウンターに載せる。


「なによ、なにが訊きたいの？　あたしのタマがあるかどうか、とか？　あなたたちの質問にならなんでも答えてあげるわよ」


　柴田はひどく真面目な顔のまま、首を横に振った。ツイードのジャケットの内側を探って写真を取り出す。


「その、見覚えがあるかどうか、と思って……」


「二丁目で探すってことはゲイなの？　けど、ここはゲイだらけなんだから、藁の山から針を探し出すようなもんよ。お店は百もあるんだから」


　キノコのママは小指を立てて写真を受け取る。残念ね、と首を振った。


「けど、どうみてもこの子、Ｕ18じゃないの？　あたしたちは特に青少年育成条例には敏感だから、まっとうなゲイの店ならきっと入店を拒否するわよ？」


　ただでさえ二丁目のハッテンバは人目を避けて繁茂する隠花植物のようなものだ。すでに痛い腹をさらに探られるようなまねはこの街のオーナーなら避けるはず、と言う。


「だいたいねえ、あんまり外の人にほんとのことは話さないのがここの掟ですからね。たとえ見たことがあっても、あなたたち一見さんには言わないと思うけどね」


　そうなんだよ、と朝比奈はママが注いでくれたトニックウォーターを一気にあおる。


「今までもさあ、俺が一緒だったらなんとか追い出されなかったけど、すっげーいやな顔をされたよ」


　そうよねえ、とママはたくましい腕を組んだ。


「たとえ、自分の店に来てても言わないわね。つか、私だったらこんな子供は説教たれて追い返すけど、まあ、ご乱交目的の店なら年齢に眼を瞑って入れちゃうかも知れないわねえ」


「乱交……」


　柴田はぶるんと頭を振る。


「そ、そんなの……大変だ！」


　慌てて自分の隣に座っている朝比奈を見上げた。


「なんとか、探せないかな？」


　朝比奈はママに向かってぱちりと片目をつぶった。


「なあ、ママ、ママの力で……」


「うーん、アサヒナちゃんに頼まれればいやとは言えないわあ」


　ママは迷彩ズボンの尻のポケットから携帯を取りだした。ストラップにはキノコではなくて、なぜか岩とびペンギンのフィギュアが下がっている。カメラのレンズを柴田へと向けた。


「その写真、貸しなさい、撮るから」


　画像添付メールを一斉発信して待つこと数分。


　メール受信の信号音が次から次へと鳴る。


「すげーな、ママ」と朝比奈が感心する。


「あたしの連絡網は確実ですからね。まあ、緊急連絡が命の綱ってこともあるのよ、この世界」


　しんみりとママはメールを読みながら告げる。


「どこぞの誰かがどっかで病気をもらった、とかさあ。ま、今どきの町内会よりずっと頼りになるけどね」


　着信したメールを次々にチェックし、ママの出した結論は「やっぱ、あそこね。乱交クラブよ」だった。


「『ＧＵＹＳ』ってとこがあるんだけど、そこの前でご同伴してたのを見たって」


　うう、と柴田は唸る。カウンターでウーロン茶を飲んでいた朝比奈を見た。


「それって、知ってるか？　行ったことあるのか？」


　やだなあ、と朝比奈は額に落ちた長めの茶髪を優雅に掻き上げる。


「俺はさあ、有名人だし見ての通り、カッコいいんだから、そんなちっぽけな個室に入ってピュッと出すだけの公衆便所は行ったことがないよ」


「ううっ」


　あまりにも直接的な表現に江森も柴田もかなり引いた。渡辺のほうはさきほどからまったくついていけないようで、会話に参加していない。キノコママ特製のガーリック増量ミックスピザをぱくついている。


「浩司さん……本格的なゲイって結構すごいんだね……」


　江森は柴田に耳打ちする。


「で、でも、だったらそこへ行くのはどうしたらいいんだ？」


　キノコのママは肩をやれやれと竦める。


「そうねえ、そこは常連さんとその連れしか入れないのよ。あなたの探してる人が今夜そこへ行ってる可能性は低いと思うけど……まあ、見学に行くくらいなら何とかなるわよ」


　ママは再び携帯を手にした。


「あたしよ、あたし。キノコママよ。メグちゃん、どこにいるの？」






「いやーっ、なんなのよー、朝比奈クンにセンセまでいるなんてーっ」


　ハイテンションで花村（はなむら）恵（めぐみ）が現れたのは三十分も経たないうちだった。


　朝比奈御用達のメイクアップアーティスト・花村は有名女優もこぞってご指名する業界のカリスマだ。もちろんのことゲイで、真っ白な毛皮のコートにシルバーのシャーリングパンツを合わせている。髪はポニーテールにまとめ、狐眼で歌舞伎役者のような和風顔だ。小柄で背は柴田より低い。


　入院中の朝比奈が外出して雑誌のグラビアを撮るさい、柴田は写真スタジオに付き添っていったことがあった。そのときに花村には出会っていたが、柴田のほうはすっかり忘れている。もっともほとんど周りに目を遣らず、持っていった学会誌をずっと読んでいたのだから無理もないのだが。


「んまあ、忘れちゃうなんて冷たいのねー。でもそのクールな感じがまたいいわ」


　花村は口を尖らせながらも江森のほうへ尻を突き出し、スツールの間にむりやり身体を割り込ませる。柴田の胸を人指し指でぐりぐりと押した。


「あーんもう、白衣に聴診器を持たせて写真を撮りたいわー。ぴったりよ」


　花村の趣味はコスプレの写真を撮ることだった。自分で言っておきながらはっと口に手を当てる。


「てゆーか、ホントのセンセだっけ！　やあねえ、あたしったら」


　唖然としていた江森は我に返ると、失礼にならない程度に花村の肩に手をかけて柴田から遠ざける。


「あの、花村さんですか、実は僕たち、お手を借りたいと思いましてお呼び立てしました」


　んまあ、と今度は江森を見上げて花村は溜め息をつく。


「今夜はいい男がそろい踏みねえ。あなたもなかなかイケてるわよ？」


　そうねえ、と体格のいい江森の身体に舌なめずりをする。


「あなただったらセーラー服ね」


「ええーっ！　女子高生ですか！」


　思わず江森が応じると、「いやあねえ」と掌をぱたぱたさせる。


「水兵さんよぉ。水色の襟に真っ白なパンタロンなんか可愛いわよぉ、かーもーめーの水兵さん、なんちゃってぇ」


　キノコママが「赤上げてぇ、白上げないで、赤下げない」と奇声を上げて手旗信号のものまねをする。


「きゃーっ、いやだーっ、ママったらあ」


　脇からおそるおそる顔を出した渡辺には「いやーん、こっちはジャニ系じゃない」と舌なめずりをする。


　キノコママよりはだいぶ見た目が大人しい花村に、ちょっと渡辺は安心した。


「あのう、ボクだったらなにがいいですかね？」


「そうねえ、メイドカフェだわねえ、あ、猫ミミもいいかも？」


「ご主人様ぁ、にゃん！」


　キノコママはスキンヘッドに拳を当てる。


「いやねえ、ママじゃ妖女ゴルゴンかリバイアサンだわぁ」


　なかなかインテリの花村なのだ。


「メグちゃん、ひっどぉいー！　せめて猫目少女にしてよぉ」


　しばらく騒いだのち、超ハイテンションを持続する花村と共に朝比奈・柴田・江森の一行はそのいかがわしいクラブを目指すことになった。


　同じ二丁目でも明治通を挟んで新宿御苑に近い静かな一画に目的の店はあった。


　石造りの外壁にアラベスク模様が刻まれた古めかしい四階建てのビルで、一階と二階がクラブ、上には同じように怪しげな探偵社と貿易商が入っている。


　一回の一口には「ＧＵＹＳ」という看板が掛かり、小さな覗き窓がついていて、ノッカーの音に反応して中から鋭い光をたたえた眼が覗いた。


　交流関係が広い花村はもちろんここでも顔で、四人はすぐさま迎え入れられる。


　幾つか扉を開けて広いホールに辿り着いた。


　古いビルなので天井は高く、小さな窓には鎧戸がついている。薄暗い照明だが、怒号が飛び交っていて、ゲイの集まるハッテンバとはとても思えない喧噪だ。


　集っている男達は拳を振り上げ、口々に叫んでいる。


「な、なんなんだ？」


　皆の視線の先をうかがった柴田は、想像を超えたものが目に入って仰天した。


　広いフロアの中央にはロープの張られた四角いリングがあり、サーチライトが当たっている。大きなグローブを手に填めたトランクス姿の男が二人、その中でパンチを打ち合っているのだ。


「ボ、ボクシング？」


　江森も「ファイトクラブみたい」と唸る。


「そーよ、土曜の夜には定例でやるのよぉ。もともとボクシングクラブだったんですってぇ」


　後ろの花村が柴田に教える。


「ゲイって肉体のぶつかり合いに興奮しちゃうからねー。試合を見てる間にコーフンしちゃって、相手を見つけて二階へ行ってやっちゃったりするのよぉ」


　くすり、と花村は笑う。


「なんか、血を見るとゾクゾクしちゃうってあるじゃない？　センセもお医者さんだからそうなんじゃないの？」


　花村はＳ攻めなのだった。


「ぐ……」


　柴田は頭の中がぐるぐると回るように感じた。


　生まれてこの方、こちら方面の嗜好はない。スポーツを見るのは好きだが、ボクシングの試合を見て血が騒いだことはなかった。Ｋ１グランプリも無論。闘争本能とは無縁の性格だ。


　それでも職業上の倫理観と責任感から打ち合っている二人を眺める。


「グローブが大きいから、まともに入ってもたいしたダメージはなさそうだな。片方は鼻血を出しているが、筋を引いて垂れる程度で動脈性の出血でもない……試合を中止させる必要はないだろう」


　落ち着いた判断に江森は「さすが浩司さん」と感心する。こちらはボクシングぐらいは楽しんで見るが、ゲイ同士の余興、しかも興奮を高めるため、というシチュエイションにやはりかなり引き気味だった。


　朝比奈は、と江森が見ると、試合に釘付けになっている。


「ここで相手を捜す気にはなんないけど、シロートの殴り合いだったら参加してもいいかもな。スカッとしそうだ。あっ、でも、俺、顔は命だからな、やめとこう」


　普通の男の反応で、ちょっと江森はほっとした。


　渡辺はというと、こちらも普通の男の反応で、「フライ級とかだと、けっこう同じくらいの体格ですね」と意見を述べる。


「ま、見た目小さくても亀田兄弟とかもあるしなー」


　朝比奈は呆然としている柴田に目を遣ると「それよりちょっと飲もうぜ」と腕を取る。


「花村さん、なんか、飲めないの？」


「だったらこっちよぉ」


　花村は男達をかき分け、奥のカウンターへと案内する。


　そこには数人の男がグラスを手に鵜の目鷹の目で相手を物色していた。


　一人が好色な眼を柴田に投げかけたが、朝比奈が腕を取っていることに気づき、がっかりして明後日の方を向く。四人は無事にスペースを確保した。


　花村は指の間に千円札を何枚か挟むとバーテンに差し出す。


「ここではワンドリンク千円、前払いよぉ。お目当ての子がいたらバーテンに『あの子に一杯』って渡すのよ」


「花村さん、あんた、こんなとこで相手、探してんのかよ」


　朝比奈が呆れ声で尋ねると、花村は「まさかぁ」と掌をぱたぱたさせる。


「写真のモデルを探しに来るのよ。結構新顔が多いからさぁ」


　やがて殴り合っていた二人の間にレフェリー役の男が割って入る。片方の男の腕を掴んで差し上げた。


　二人がリングから降りると、入れ替わりに別の二人が上がった。


　際限なく続きそうで、柴田は再び目の前が暗くなってきた。


（俺って……なんなんだろう）


　アイデンティティの自己融解が始まって、柴田はグラスを掴むと一気に飲み干す。


　もう一杯、と背広の内側に手を入れていると、ふと、ホールの入り口から数人が入ってくることに気づいた。


「うそ……五月、あの子だよ！」


　写真で見ていたので、江森も中原に気づいた。


　中原はサラリーマン風の男と一緒だ。リングに驚いているようで、連れが誘っても尻込みしている。


　ちょっとした口論の末にサラリーマンは仕方ないというように肩を竦める。中原の手を取って二階への階段に向かった。


「二階ってどうなってるんだ？」


　花村に尋ねると「いやあねぇ、決まってるでしょ」との答え。


「セックスするための個室があるのよ」


「えっ、まずい！　止めなきゃ！」


　飛び出そうとする柴田を花村が焦って引き留める。


「あのねぇ、ここでそんな掟破りなことしたら、袋だたきに遇うわよ。ここは誰からもお咎めなく自由にセックス出来るのがウリなんだから」


　でも、と柴田は朝比奈と江森に救いを求めて振り返る。


「やっぱ、とめなくちゃ……」


　朝比奈はやれやれという素振りをし、髪を掻き上げた。


「ゴーカンされるわけじゃない。俺だって十五歳の時には男と経験してたぜ？　十五だからって言って、セックスしちゃいけないって法律はないんだ。淫行条例はあるけど、それとセックスしたいってのは別だもの」


　江森も躊躇いながら「自分で来たんだし」と答える。江森自身も初体験は十四歳と四カ月だったのだ。相手は女性だったが。


「こいつに賛成したくないけど、セックス自体が罪なわけじゃないからね。だったら、自分でヤルのも駄目ってことになっちゃうし」


　はっきり言ってファイトクラブ全員を敵に回したくはなかった。三病棟の看護師が襲われるのを見て見ぬ振りをする、というのとは訳が違うのだ。


「だったら……どうしたら」と柴田は辺りを見回す。


「コトが終ってからにすればいいじゃないの」


　花村があっけらかんと答える。


「三分後にノックしなさいよ。だいたい、男なんて終ったら用済みなんだから。相手の男だって文句は言わないわよ」


　それもそうかも、と江森は思った。


　だが真面目な柴田には通じない。


「いや、あの子は未成年なんだから、やっぱりだめだ！　俺たち大人には止める責任がある！」


　花村の腕を振り払うと、階段へと向かった。


「浩司さんてば！　待ってよ、じゃあ僕も行く！」


「俺も行くよ！」


「ボクも、先輩！」


　男三人があとを追うのを、花村も仕方なく追いかける。


「五人いるからツーペアじゃないわねえ……乱交（オージー）かスワップかと思われるかしら。それにしてもみんな走っちゃったりして、なんだか間に合わないみたいじゃないの、いやだわぁ……」


　階段を駆け上がった柴田は中原少年とスーツの背中が小さな部屋へと消えるのを眼にした。急いでその前に行き、扉のノブに手をかける。もちろん鍵はかかっていて、柴田は躊躇した。その間にバタバタと後続が追いつく。


「浩司さん、ちょっと待って！」


「先生、それより俺らもどっかに入ろうぜ？　で、終ってからさあ……」


「あらいいわね、やっぱ、五人で一緒がいいわ」


「ええっ、五人ですか！」


「二対三に別れてもいいわよ。あたしは両方に参加するけど？」


「なに、言ってんだよ！　浩司さん、朝比奈なんか追い返してよ！」


「ざけんなよ、俺のおかげでここに来られたんだろう？」


「じゃ、早く入りましょ？　あたし、最初は観てるだけでいいのよーっ、うふふふーっ」


「どう別れます？　ボク、柴田先生がいいなあ」


　江森と朝比奈の怒号の応酬に甲高い花村の声が被る。期待を込めた渡辺の発言も交じったが、その意味深な内容に誰も気づかなかった。


　あまりの騒音に「うわーっ」と柴田が耳を塞いだだけではない。


　バタンバタンとあちこちの戸が開いて、上半身裸、もしくは下半身剥き出しの男たちが現れた。


「うるさい！　気が散る！」


「ここで、もめるな！」


　四人が首を縮めた瞬間。


　真ん前の扉が開いて少年が走り出てきた。


　柴田とばったり遭遇し、あっという顔になる。


「君！　覚えてるだろう！　君に用がある！」


　柴田は急いで中原に飛びつく。


「やめろ！　ほっといてくれ！」


「そんなわけには行かない！」


　すぐさま江森と朝比奈が少年の前に回り込んだ。


「なに、やってるんだ！」


　部屋の中からスーツの男が現れる。


「君、この子は十五歳だ！　連れて帰る！」


　スーツの男に柴田は両腕を広げて仁王立ちし、決死の覚悟で宣言した。だが男はけろっと「勝手にしな」と肩を竦める。


「シックスナインがいやなんて、好みじゃないからな。下で別なの探すよ」


　するとなんと中原少年は床にへたり込んでさめざめと泣き始めた。


「いやだ……あんな気持ち悪いの、口になんか入れられないよ！」


　んまあ、と花村は首を傾げた。


「変な子ねえ……あたしたちにとってタマとペニスは聖三位一体じゃないの。それが嫌いなんて、あなた、ホントにゲイ？」


　うんうんと朝比奈も頷く。


「普通、拝みたくなるもんだぜ？」


　それを聞いて中原少年はうわーんと泣き声をさらに大きくする。


「ぼくのペニスなんか無くなっちゃえばいいんだ！　あんなもの、見たくない！」


　どうもおかしい、と柴田と江森は顔を見合わせた。だが今はそれどころではない。


「とにかくここから出よう」


　とりあえず男どもの溢れる狭い廊下から連れ出そうと柴田は中原の腕を取る。


　だが中原は泣き続けて歩こうとしない。


「歩けないよぉ」


　あまりのショックに脱力しているようだ。


「しょうがないなあ」


　江森は中原の前に後ろ向きに膝を着くと「ほら」と背中を見せる。


「おぶってってあげるよ」


　中原は鼻を啜りながら江森の首にしがみついた。


　泣き続ける中原に柴田はしみじみと語りかける。


「僕たちは君を懲らしめるために捜してたわけじゃないんだ」


「どういうこと？」と中原は江森の背中から柴田を見た。


「自分がしたこと、今夜しようとしたこと、その意味をよく考えて欲しい。自分とそして周りで君を心配している人たちのことも。そう思って捜していたんだ」


　中原はまたさめざめと泣き始めた。


「うーん、先生って真面目だけど、やっぱ、惚れるなあ……」


　朝比奈の言葉に渡辺は無言でうなずく。きらきらと輝く目は柴田に向けられていた。






　クラブから外へ出たところでまた一悶着が起こった。


　とりあえず少年を家まで送ることになったのだが、朝比奈のポルシェに全員は乗れない。


　タクシーを停めたはいいが、人員の配置で大騒動になった。


　江森としてはもちろん朝比奈の車に柴田一人を乗せるなど、危険すぎて承知できない。


　タクシーに中原少年と柴田を乗せるのは、向こうへ着いたときに柴田が中原を背負うのは不可能なので、これも無理だ。


　ポルシェの後部座席など狭いので、大の男が二人も乗るのはごめんである。


「んもう、じゃあこうすればいいじゃないの」


　タクシーの運転手がしびれを切らしたので、ついに花村が打開策を提案した。


「朝比奈ちゃんのポルシェに江森さんが乗って、で、後部座席にこの子を乗せて、タクシーには公平ちゃんと柴田センセ、それにあたしが乗るわよぉ」


「えっ、花村さんもですか？」


　花村は「いいじゃない、社会勉強よ」と、さっさとタクシーの助手席に乗り込む。


「いいの、浩司さん？」


　柴田としては、江森が渡辺と一緒に乗るのはなんとなくいやだった。それぐらいなら自分が渡辺と一緒のほうがいい。よく考えれば、江森と中原少年、それに柴田がタクシーに乗るのがベストなのだが、朝比奈や渡辺、そして花村を巻き込んだ手前、自分の我を通すのは無理だった。


「いいよ、渡辺くんとなら」


　ぼそりと呟いたとたん、渡辺の目が輝いた。


「うわー、一緒ですねーっ」


　なにが嬉しいのか判らないまま、柴田はタクシーに乗る。渡辺は喜々として隣に座った。


「柴田先生、ボク、先生のことが一番好きですっ」


（一番……って……？）


　はあ？　と思ったが、柴田は言葉が見つからず「そうか」とだけ返す。


　はい、と渡辺はきらきらした目で柴田を見つめる。


「江森先輩より！」


　そっか、となんとなく柴田は安心した。


（江森より俺が好きなら、だいじょうぶかも……）


「やーねえ、あたしも乗せてよ！」


　甲高い声とともに、花村がむりやりリヤシートに乗り込んだ。


「運転手さん、前のポルシェを追ってちょうだい。チップははずむわよ」


「へーい」


　返事とともにタクシーは猛スピードで走り出す。チップ欲しさからアクセルを踏み込む。さすが職業ドライバーで、コーナリングもポルシェに引けを取らない。


「いやあん、きゃあああ！」


　リヤシートの三人は慣性の法則に従って右へ左へと揺さぶられ、花村は大げさな声を上げる。それでも内心では舌打ちをしていた。


（ちっ、真ん中に座れば良かったわ……）


　急ハンドルに柴田は渡辺へと倒れかかる。渡辺は「大丈夫ですか、先生」と柴田を支えた。


「う、うん……いろいろ迷惑かけて悪いな」


　妙に人なつこい渡辺に、ちょっと引き気味で柴田は答える。だが渡辺はお構いなく、柴田の肩を支えながら熱のこもった口調で言った。


「先生、明日、ボク、おじゃましていいですか？　日曜日ぐらいゆっくりしたいでしょう？　ボク、洗濯とか掃除とか、しますよ。さっきだって、冷蔵庫の中、掃除中だったんだし。先生は何もしないでくつろいでてください」


　渡辺に来られてはくつろげない、とは言えず、柴田は「う、うん」と答えてしまった。


「それにしても」と渡辺は呆れ声で続ける。


「江森先輩ももっとしっかりして欲しいよなあ。柴田先生がベストの状態でいるように、ちゃんと気配りしなくちゃいけないのに」


「そ、そうか？」


「あたりまえですよ！」と渡辺はがっしと柴田の手を握った。


「これからはボクがまめに行ってあげますね！」


　それは困る、と思ったがやはり柴田には言えなかった。


（やっぱ、五月の後輩だしな……）


　江森のことが一番好き、と言わなければ我慢できる、と思った。









７




　心理療法科では小早川講師を筆頭に方丈直巳医師、そして退職法学部教授にして保護司を勤める功刀が顔をつきあわせ、ガラス越しに中原のカウンセリングを観察していた。


　カウンセリングをしているのは島村臨床心理士で、児童精神の専門だ。島村は中学生の息子がおり、しっかりもののお母さんといった雰囲気で、中原もカウンセリングを重ねるうちにすっかり心を開くようになっていた。


「難しいケースだな……こんな複雑なこととは予想もしなかったよ」


　小早川の意見に方丈も同意する。


「人格障害ではないかと思っていたけれど……まさか」


「性同一性障害、とはね」


　あとを引き取った小早川に功刀は深くうなずいて見せた。


　性同一障害、肉体の性と心の性が一致しない状態だ。


「前回の入院で信頼関係が得られなかったのも無理はないな」


「哲雄みたいなおっさんには本当の気持ちを打ち明けたくなかったんだね」


　真面目に返す方丈に小早川は「おい！」と唸る。


「それにしても根底にイジメがあることは確かだ。中原君が犯した罪は重いが……」


　功刀は白髪を梳くと、スーツのポケットから老眼鏡を取り出す。島村のカルテを読み始めた。


　中原少年は幼稚園の頃から自分が女性であると感じていた。第二次性徴が始まると違和感は増大した。中学に入り、仕草や言葉遣いが女性的なことから「ナメクジ」とあだ名され、イジメが始まったと島村は聞き取っていた。


　島村は学校の養護教諭と連絡を取り、いじめグループのほうへも働きかけることになった。中原少年については、小早川が全面的に責任を負う、と決意した。


「とにかく、俺は柴田先生と一緒に三病棟のナース長に被害届を出さないよう、かけあうよ。彼はこちらで十分責任を持って面倒を見る、と。今後、ああいった行動を起こさせないことが肝心なんだからね」


　功刀と方丈は深くうなずく。そのことについては三人とも意見の一致を見ていた。






　心理療法科に呼び出された柴田は、小早川の説明に眼を丸くする。


「そんなことが……」


「つまりな、男らしさを見せろと強要されたらしい。階段から飛び降りるというのもそうだったし、今回は女性を襲えというものだったんだ。短絡だが、高校生の考えそうなことだろう。イジメグループは傍で見物するはずだったようだ」


「それで……」


　あの夜、何人かが逃げていくのに気が付いてはいた。


「中原君によると、レイプするつもりは全くなかったんだと。とにかく脅かせばいいと思ったんだそうだ、そうすればもう『ナメクジ』と苛められないと」


　それで従うほうもどうかとは思うが、と小早川は嘆息する。


「これが思春期の女心という奴で、中原君にとって、いじめられるのも実はいやではなかったんだな。中原君はいじめグループの中に恋いこがれている子がいるんだそうだ。だから、構われるのが嬉しい、という気持ちもあったようだ。精神的に幼い感じはするが、まあ、甘やかされて育った子供だからね」


　いじめる相手に恋をする、というシチュエイションにまったく理解はできないものの、自分も中学の頃から相沢に片恋をしていた。密かに想う相手となんとか接点を持ちたい、という気持ちなら少しはわかる、と柴田はうなずいた。


「そっか、彼は普通に男と恋愛したいと思っているんですね」


「ああ、自分の男の身体には嫌悪を覚えるが、心では男が好きなんだな」


　二丁目へ行ったのも、自分の居場所がどこか知りたいためだった、とのことだった。


「だって、あそこでは男の外見でも男の人が愛してくれるんでしょう？」


　そう思って中原は出かけたのだが……。


　何度か、あの『ＧＵＹＳ』の前で誘われたのだが、中に入っても実際にことにまで進む勇気は出なかった。柴田たちが訪れた夜、勇気を振り絞って男の誘いに応じたのだというから、


「うわ、危機一髪でしたね、よかった！」


　まあな、と小早川は微笑んだ。


「だが実際にまさにその行為をするいう段階になって、まったく当てが外れたんだそうだ。だよな、ゲイってのはそもそも『男が好き』じゃなくて『男同士が好き』なんだからな、なあ、柴田先生？」


　振られてうっと柴田は絶句する。


　それでもあのクラブで泣いていた少年の気持ちがやっと少し判った。


　自分は男にしか欲情しない……。でも自分が女だったらよかったのに、とは思ったことがなかった。そして女の身体に憧れたことも。


（相沢が女だったら、とも思ったことはなかったなあ……）


「複雑ですね……身体は男で、心は女、かあ……」


　とにかく、と小早川は診察机を離れる。


「中原君に会ってやってくれ。君にはお詫びをしたいと言っているよ。だいぶ気持ちも落ち着いたようだ」


　カウンセリングルームに中原は待っていた。


　柴田の顔を見ると、素直に「ごめんなさい」と頭を下げる。


　クラブや公園の木陰で見たときにはずいぶん大柄で大人っぽく見えたが、今はあどけないというか、未熟な子供そのものだと柴田は感じた。


　小早川は中原の前の椅子に腰をかけ、厳しい表情になった。


「犯したことは自分で責任を取らなければいけないよ。いくら本当に襲う気がなかったとしても、君はあの看護師さんに大変な精神的苦痛を与えた。そしてこの柴田先生にも怪我をさせたんだからね」


　柴田が「でも」と言いかけるのを遮り、強い調子で続ける。


「功刀先生とも相談したが、君はしばらくの間、カウンセリングを受けたほうがいいと思う」


　中原少年はびくっと震え、小早川を上目遣いに見た。


「ぼくは病気で、ぼくを治療で治すってことですか？」


　いいや、と小早川は首を振った。


「だいたい、もし病気だとしても病気のどこが悪い？　俺は前にもそう言ったことがあるんだが、病気の人は悪人か？　それとも悪いから病気になるのか？」


　ううん、と中原は首を振る。


「だろう？　そりゃ病気にかからないほうがいいに越したことはないが、世の中から病気を無くすことは出来ない。だからな、俺は『健全』などと無神経にいう奴が大嫌いだ。そんな奴の視界に弱者は入っていないんだ。あ、これは今は関係ないんだっけ」


　小早川は慌てて話を元に戻す。


「とにかく、性同一性障害は人格異常の一つだが、治さねばならない病気ではないんだ。それは一つの選択肢だよ」


　中原は真剣な表情で小早川の言葉に耳を傾ける。


「君は自分の意志を貫く権利があるんだよ。君の意志を誰も変えようとは思っていない。ただ、不安を受け止めてくれる場所が必要だ。リビングウィル、という言葉を知っているか？」


「リビングウィル？」


　それは生命の最後にどんな治療を受けるか、あらかじめ意思表示をするものだ。


「直訳すれば、生きる意志だ。末期治療の選択だけではなく、それは人生そのものだよ。人生におけるすべての選択が自らの意志によってされるべきだ。今の時代には性の決定も」


「ほんとうですか？」


　中原少年は嬉しそうな顔になる。


「女の身体になれるんですか？」


「もちろんだ」


　二十歳になったらその権利が君にある、と小早川は告げる。


「しかしそれまでの間に、色々やるべきことをきちんとやっておこう。まず知識を付け、社会的にも成熟しなくてはね。そこへ至る道は遠いし、困難はたくさんあるだろう。だから君が不安になったとき、私たちに相談して欲しいのだ。そのためのカウンセリングだよ」


　少年は何度もうなずいた。


　心理療法室を出た小早川は柴田に「まだ一仕事がある」と告げる。


「なんですか？」


「近藤ナース長だよ。被害届を出さないように頼まなくちゃいけない」


　すっかり忘れていたので柴田も「あ、そうだ！」と大声を出す。


　小早川はガシガシと頭を掻く。


「一番の難関だ……やはり個人情報だから、少年が性同一性障害だったことは伏せて、とにかく未成年だから我々が責任を持つ、というように話すつもりだよ」


「それが……いいですね」


　ロビーに出たところで、前を歩いていた小早川が急に立ち止まった。


「は？」


　なんだろうと小早川の顔を振り仰いだところに「哲雄」というきつい声が飛んだ。声のしたほうへと目を遣（や）ると、半袖白衣を着た１外の木田博基医師が早足でこちらへと向かってくる。小早川の目の前で止まると、指で鼻にかかった眼鏡を押し上げた。柴田には「やあ」と笑顔を向けるが、小早川のほうへは検分するように眼を細める。


「なんだ、柴田先生と一緒か。ずいぶん親しそうだな」


「いや、その、仕事だよ、患者を一緒に持ったんだ、なあ、柴田先生？」


　小早川は慌てて柴田を振り返る。一瞬「はい」と言いかけたが、よく考えると中原少年は自分の患者ではない。厳密に言えば小早川の言い方は正しくないので、柴田は「いいえ」と真面目な口調で答えた。


　木田は眉根を寄せ、険悪な表情になった。


「哲雄、嘘か」


「違うって！」


　あわあわと説明にかかる小早川を「まあいい」と木田は遮る。


「柴田先生に手を出すなよ。彼は僕にとって大事な人なんだからな」


「な、なに、言ってるんだよ、手を出す、なんて。仕事だって！」


「ほう、柴田先生は違うと言っているぞ」


「だからそれは……」


　木田は手首の時計を確かめると、柴田に「じゃあ、また。足を止めさせて悪かったね」とにっこりする。小早川には「今夜帰ったら、じっくり説明してもらおう」ときつい口調で浴びせ、大股で去っていく。


　小早川は大きく溜息をつくと、エレベーターのボタンを押した。


　柴田は黙ったまま、一緒にエレベーターに入る。小早川はパネルに触れながら振り返ると「その、あいつは俺のお目付役でね」と言い訳にかかる。先ほどの二人の会話はまったく理解できなかったが、他人には感心がない柴田である。「そうですか」とだけ返した。普通だったら興味を示して突っ込んでくるところで、小早川はほっとした。


「柴田先生、君っていい性格だなあ」


「はあ、そうですか」






　三病棟のナースステーションにいた近藤ナース長は、二人を奥の休憩所へと導いた。


　小早川の説明を渋い表情のまま、聞く。最後に重々しくうなずいた。


「まあ、いいでしょう。追求する価値のない真実はあっても、償わなくてもいい罪はない、というのが私が崇めるミステリー作家の言葉です。カウンセリングを受けることで罪を自覚し、そしてその後の人生が償いになるというのなら、今回は被害届けを出すのは控えましょう」


　これにて一件落着、と柴田はほっとした。


　だがナースステーションから出ていこうとする柴田を近藤ナース長が呼び止める。


「柴田センセ、高崎さんがお礼を言いたいそうですよ？」


　振り返ると高崎が眼をキラキラさせて立っていた。ぺこんとお辞儀をする。


「その節はお世話になりました！　あんな事があったけど、みんなに羨ましがられちゃいましたー！　センセと江森さんの愛の巣にお邪魔させていただいて、しかもセンセの下着まで貸していただいて！」


　ううっと引いている柴田に高崎はリボンのかかった平べったい箱を押しつける。


「これはほんの気持ちです！　受け取ってください！」


　拒絶するわけにもいかず、柴田は近藤ナース長のにやついている顔を不審に思いながらも受け取った。


「柴田センセ、それ、近藤ナース長と選んだんです！　きっと気に入ってもらえると思います！」


　高崎は一段と目をキラキラ輝かせた。






　その夜、先にマンションに帰っていた江森は柴田の話を聞いて眼を丸くする。


「で、小早川先生はいいことを言ったんだ。リビングウィルは生きる意志そのものだから、それは大切だって。でもそのためにはいろいろこれから学ばなくちゃいけないって」


「そっか、リビングウィルってそういうことなんだねえ……でもそれにしてもすっごく複雑な子だねえ……」


　いつものように仕事で夕食を抜いていた柴田に夜食を準備しながら、はーっと大きな溜め息をつく。


　テニスのトーナメントに参加してからまだ十日と経っていない。レイプ未遂に二丁目ツァーと、普通の男では決して体験しないようなことが続けて起こっている。


「なんかさあ、浩司さんと一緒に暮らすようになってから、ちょっと冒険人生になったなあ、僕。結構楽しいけどさあ」


「俺のせいじゃないって！」


　まるで自分のせいと言わんばかりの江森に、柴田はちょっとむっとして口を尖らせた。


「まあ、でもいろんなん人に今回は迷惑かけたかな。朝比奈くんにも、それから渡辺くんにも」


　え？　と江森はフライパンをふるう手を止める。


　朝比奈の名前が出たことは腹立たしいが、渡辺とは？


「だって、お前の後輩ってことだけで、いわば部外者だろう？　なのに、ついてきてくれて、タクシーの中でもいろいろ心配してくれて……渡辺って、いい奴だな。前には川で子供を助けるために飛び込んだりもしたし。うん、いい奴だよ」


「そうなの？」


　柴田が心底そう思っている声音なので、江森は首を傾げる。


　今まではなんとなく渡辺のことを嫌っているような雰囲気だったのだ。それがどうしてなのか、江森には今一つ掴めないでいたのだが……。二丁目での大騒ぎの翌日、渡辺は朝から押し掛けてきて一日中、居座った。確かに掃除から洗濯から、家事をこなしてくれてありがたかったが、二人きりの休日は台無しになった。だが柴田は淡々と渡辺の存在を受け入れ、あまつさえ、自分から誘って夕食を居酒屋でともにしたのだった。


（まあいいや、後輩が浩司さんに嫌われるのも困るし）


　結論づけるとできあがったスパゲッティポモドーロの皿を持ってリビングに戻る。


「食べてよ、ちゃんと」


「ん……」


　スパゲティを頬張りながら、柴田はしみじみと話し始める。


「俺……二丁目、って、名前は知ってるけど、ほんと、あんまし、てゆーか、三度ぐらいしか行ったことがなかったし、最初はお店にも入んなかったし……」


「はあ？」


　隣で缶ビールを傾けていた江森はなにを言っているのかと柴田を見る。


「だからさあ……こないだ行った店、たまげちゃったよ」


「ああ、ファイトクラブだね？　僕も驚いたよー」


　でさ、と食べ終わった柴田はティッシュで唇を拭く。


「俺、相沢より前に薫ちゃんと出会ってたら、薫ちゃんのこと、好きになって結婚したかもなー」


「ええーっ？」


　脈絡のない話ぶりは今に始まったことではないのだが、江森はあまりのことに仰天した。


「浩司さん、それって、ホモにならなかったってこと？」


「つーか、俺ってホントにホモなのかよって思った。あの店でさあ……」


　あの店の客の行状は、遙かに自分からは遠かったのだ。それだけでなく。


「それに花村さんが言ってたろ、その……男性生殖器のこと」


「あー、タマとペニスだね？」


　けろっと江森が言ったので、柴田は顔を赤くした。


「ま、まーな……俺、前、訊いたじゃないか、お前に男性性器が好きかって」


　渡辺のことを江森が好きになったらどうしよう、と悩んでいたときに質問したことがあった。江森の答えは「別に。ただ、浩司さんのは好き」だったので、安心したのだが。


「俺も五月のは大好きだし、一般的に言って医学上、存在意義があるとは思うけど、そんな拝みたくはならないんだよね……殴り合うのを見ても興奮しないし。そーいうのが普通のホモだったら、俺、違うんじゃないかな」


　だって、と江森を振り仰ぐ。


「俺、お前と相沢しか好きになったことないもの」


　江森は首を傾げる。


「いや、それはわかるけど、浩司さん、なに言いたいのさ？」


「だから俺って、ホントはホモじゃないのかも。俺、苛められて、それを相沢が優しくしてくれたから好きになったんだし……お前もさ。俺が落ち込んでたの、すごく優しくしてくれたから……だから、もし最初に薫ちゃんに優しくされてたら、好きになっちゃったかな、って。そうなってたら俺ってホモじゃないのかもな」


「ちがーうよー」


　呆れて江森は天井を仰いだ。


「んもう、浩司さんはホモだよ！　だって、薫ちゃんに欲情しないんでしょう、幾ら好きでも？」


「んー、まーな……やっぱ、じゃあホモかな」


　首を傾げる柴田に江森はあきれ果てた。


　柴田のトロさにはもう驚かないと思っていたが……。


（まだまだ知らないことがあったんだー）


　だが中原の話を聞いたあとでは、どんなこともありそうな気がする。


（だよな、女の人の心を持ってるのに身体は男なんて。それでイジメを受けて……いじめっこが好きで……）


　それを考えると、


（浩司さんがホモじゃない、てのもありそうな気がするな）


　でもそんなの、絶対に困る。だって、そうじゃなかったら例え出会っても二人は恋人同士にならなかっただろうから。


（僕は絶対、浩司さんに恋しちゃったろうけど……）


　江森が好きになったのは、柴田がゲイだと知る前からなのだから。


「浩司さんは絶対ホモなの！　誰がなんて言っても絶対！」


　言いながら江森は柴田の肩を抱き、自分の胸に引き寄せる。片手で器用にズボンのジッパーを降ろした。


「浩司さん、僕にこうされるの、好きでしょう？」


　好きだけど、と柴田は頷く。


「でも五月、お前が女だったらどうなんだろう……俺、やっぱ、お前のこと、好きになったかもな」


「あのさー、そんなあり得ないこと、言わないでくれる？」


　笑いながら江森は柴田を押し倒す。指をぐいと深くまで入れた。


「僕が女だったら、浩司さんのココに太いの、入れられないじゃない？」


「あ……んっ」


　蕾がきゅっと窄まって、指に吸い付いたのを感じる。


「もう欲しがってるよ」


「……バカ」


　ＯＫサインと受け取って、江森はソファの上に柴田の足を抱え上げる。


　クッションと一緒にカタンと何かが床に落ちたのに気づいた。


「あれ、これは？」


　リボンのかかった平たい箱を江森は拾い上げる。


「高崎さんがお礼にってくれたんだ。なんか、近藤ナース長が選んだって言ってたなー」


「ええーっ、近藤さんが？　明日、会ったらお礼言わなくっちゃ、駄目だよぉ」


　じゃあ、と柴田は箱を受け取って包み紙を開き始める。


「え……」


　蓋を取り去った二人の目の前に現れたのは。


「すごい、なに、これ？」


　色とりどりのビキニパンツだった。Ｔバックも混じっている。


「あ……」


　高崎にビキニパンツを貸したことを思い出し、柴田は真っ赤になった。


「うう……俺のを貸したせいで……近藤さんにまで」


「しょうがないよ、あのときは浩司さんのパンツ、貸すしかなかったんだしぃ」


　けろっと言う江森を柴田は睨みつける。


「お前のを貸せば良かったんだ！　俺は３病棟にいっつもいるんだぞ！　お前ならたまにしか来ないから、どんなパンツ、穿いてるかバレても良かったろうに！」


　ぷりぷり怒る柴田を江森は無理やり押し倒す。


「いいじゃないの、どんなパンツ穿いてたって。それよりさあ……ホモのやることしようよ？」


「まったくもうっ」


　それでもこのところずっと頭を占めていた事件が解決し、柴田は何日かぶりに心から安堵していた。江森の首にしがみつくと、暖かな胸に顔を埋めた。






　そしてしばらく経った午後のこと。


　江森が渡辺を連れて外来を歩いていると「江森さあん」と呼ぶ声が聞こえる。


　声のするほうを見ると、中原が心理療法室から出てきたところだった。


　ベージュのパンツと紺のブレザーを着ていて、髪は少し伸ばし、パーマをかけている。顔色は良く、表情も落ち着いていて柔らかだ。


「江森さんですよね、お世話になりましたあ」とにっこり笑ってお辞儀をする。


「どう？　その後？」


　ずいぶん明るくなった、と江森は少年をのぞき込む。


「あのねえ、あたし、真面目に勉強して医学部目指すの」


「女言葉なんだね！」


　驚く江森に中原は片目を瞑った。


「みーんな、両親に打ち明けたの。でも小早川先生が力になってくれたから、父も母もあんまり怒らなかったわ。親父はちょっとだけ嘆いたけど、かえって医者を目指して勉強するって言ったら喜んじゃって。あたし、来年、高２だから、そろそろ受験に向けて頑張らなくっちゃ」


「そうなんだー」


　あのメスのことも江森はついでに聞いてみることにした。


　中原は頬を染めて頷く。


「うん、そう、親父の診療室から盗んだの、馬鹿なことしたよね」


「ああ、でも今は悪かったって思ってるんだからいいじゃない？」


　江森は優しく言う。だが次の中原の言葉にあんぐりと口を開けてしまった。


「あのねえ、あそこにいた花村さん、て人。あの人、面白い人ね！」


　今は花村とも仲がいいのだった。


「あの人は女言葉で通してるけど、かっこいいものね。有名な女優さんたちにも好かれてるし。だから女言葉でも、全然、平気になっちゃった。もうナメクジって言われても気にならないの」


「そ、それはよかったね……でも花村さんと仲がいいってどういうこと？」


「あのねえ……」


　花村にはコスプレをさせられているのだが、


「色んな綺麗な服が着られるのよ！　いっぱい、持ってるのね、あの人。アニメの衣装なんかも。こないだはメイドの格好、したの！　すっごく楽しかったー」


　まだ周囲の全員にはカミングアウトしていない。さすがに女性の服を着ることは両親からも止められているし、自分にもそこまでの勇気はない。それでも機会があれば女性の服を着たいと思っている中原なので、お互いの利害が一致しているのだった。


「ええっ、コスプレ！」


　そう言えば、「セーラー服はどうかしら」などと言われたっけ、と江森は思いだした。


　うん、とうなずいて中原はまじめな表情になった。


「それだけじゃなくって、花村さんに言われちゃった。自分の意志を貫いて生きるのって勇気がいるんだって。がんばんなって」


　確かに、と江森も思った。


（花村さん、変わってるもんね……あのスタイルを通せるようになるまではたいへんだったろうなあ……）


「リビングウィルって小早川先生は言ったんだ」と柴田が告げたことも思い出した。


　へなちょこに見える花村に対して少しだけ尊敬の念が芽生える。


「花村さん、いい人だね」


　中原はまたうなずいた。


「でね、あとは真面目に勉強してる。だって、医学部は難しいでしょう？　今から塾に通わなくちゃ」


「なんで医学部に行きたいの？　お父さんの跡を継ぎたいの？」


　江森は訊いてみた。


　ううん、と中原は首を振る。


「あのねえ、女になって自立するには、手に職を持ったほうがいいじゃない？　花村さんもスペシャリストだし」


　それに、と手を口に当てて小声になった。


「小早川先生と柴田先生って、すっごく男らしくて素敵だもん！　だから女医さんになって、同じ職場で一緒に働いて、恋愛したい！」


　中原は頬を染めて元気に宣言する。


「どっちかのお嫁さんになりたいなー」


　ううむ、と江森は唸る。小早川も柴田も確かに優秀な医師で、一緒に働きたい、と思うのは当然だ。でも恋に落ちる、ということはあり得ない……。


（だって女になったら逆効果なんだよね……二人ともホモなんだから）


　複雑な胸中で中原を見つめる。すると隣で眼を丸くしていた渡辺が「そうだよね！」と口を挟んだ。


「君の言う通りだよ！　あんなかっこいい男の人ってそうざらにいないもんな！」


「うん、頑張るね、じゃあ、また」


　手をひらひらさせながら、中原は遠ざかっていく。


「渡辺君……」と江森が口を開きかけたとき、今度は渡辺から衝撃発言が飛び出した。


「やっぱ、柴田先生って、かっこいいし、男らしいし。まさに男の中の男っすね。ボク、断然、惚れました！　いいなあ、柴田先生になら抱かれても、なんちゃって」


「ええっ、そうなの？　ってどういうこと？」


　柴田に抱かれるって……？


（浩司さんが公平をってこと？　ありえねーっつーっ！）


　そんなことを言った男は初めてで、江森は眼を剥いた。


（浩司さんを抱きたいってのはいっぱいいるけど……）


　だからー、と渡辺は屈託なく江森に笑いかける。


「江森先輩だって言ってたじゃないすか、柴田先生はカノジョじゃないって。ボク、先輩の気持ち、解りましたよ！　こないだの二丁目ツァーでもいろいろ勉強したし。ほら、女性誌であったじゃないすか、抱かれたい男ランキングって。柴田先生はボク的にはＮＯ・１っす！」


　うっとりとした渡辺の目に江森は口をあんぐり開けた。


　すると渡辺は慌てて言葉をつなぐ。


「あ、気、悪くしました？　大丈夫、先輩はＮＯ・２ですって。先輩もかっこいいすからね。花村さん的に言えば、３Ｐもオッケー、なんちゃって」


（そ、それは……）


　全然違う、と言いかけたが、次の瞬間、「おーい、江森君」と呼ばれる。見ると循環器内科の外来から野村医局長が大きな腹を揺すりながら出てきた。


「すまないが、木曜日の医局会なんだが、ちょっと資料を集めてくれないかな？」


　江森はぐっと言葉を呑み込んで、にっこり笑う。


「ハイ、承知しました！」


　渡辺の誤解はいつか解こう。とりあえず、いろいろなことを先にやらねばならない……仕事もテニスの試合も。


　それでも胸にはなにやらもやもやしたものが残り、にこにこ笑っている渡辺に不安の目を向けた。


　二丁目のあのスナックでも変な奴に出会った……どんどん柴田を取り巻く人間が増えて、危険度はさらに増したような気がする。


（どうなっちゃうんだろう、これから……）


ＥＮＤ　　









Beautiful sunday










「なっ、なんだよーっ」


　突然枕元の着メロが鳴りだして、江森は目を閉じたまま手を伸ばした。


　昨晩は新宿二丁目で大立ち回り、とまではいかないものの、とてつもない事件の当事者だった。すべてが終わってマンションに戻ってきたのはほとんど夜明け近くだ。


「切っときゃよかった……」


　だがそんなことは言っていられない。携帯を掴むと半分眠った頭のまま、ベッドから転がり出る。急いで、かつ音を立てないように寝室からリビングへと向かった。


　隣に眠っている最愛の恋人の目を覚ましてはいけない。それが至上命題だ。


　もちろん、恋人はいつも爆睡するタイプで、寝起きも悪いのだからそんな心配は無用かも知れない。それでも睡眠不足は必定の大学病院に勤務する外科医なのだから、気配りは必要だ。しかし理由は江森が医者に奴隷のように仕える製薬会社のＭＲであるから、ではない。


　そう、恋人・柴田の貴重な睡眠時間を奪うようなことはすべて排除しなけれないけいないのだ。その貴重な時間をまず第一に自分とのセックスに当てるためにも。もちろん最愛の人の健康を守るため、も理由の一つではあるが。


　昨夜も（というか今朝も）眠くてぶつぶつ文句を言う柴田を組み敷き、むりやり（ではない、最終的には柴田のほうから「シテシテ」と言ったのだから、と江森は思う）前戯にもつれ込んだあげく、身体を繋げた……。


「眠い」と言うのを、「だって明日は日曜日じゃない、一日寝てられるよ」と説得し……。


　弄っていた乳首が硬く尖ったのを確認してから（ちょっと時間がかかったのは、やっぱり柴田が眠くて反応が鈍かったからで、自分のテクが粗雑だったせいではない、と江森は思う）、下への愛撫を開始したら、柴田はすでに焦れていて、自分から腰を持ち上げたりして、で、「なーんだ、やっぱり欲しかったんじゃないの。もうびしょびしょだよ？」と言ったら、いつものことなのに恥ずかしがって喘いだりして、ほんとにもう可愛いんだから、あの人って、などと思い出していると、下腹が疼いてきて、やっと頭の中が覚めてきた江森は、なんでここにいるのかと辺りを見回す。


　大きく鳴っている手の中の携帯に意識を戻した。


「え？　公平？」


　画面に出ている名前は渡辺公平、ただいま下についている後輩の新人ＭＲだ。そして柴田との間に首を突っ込んでくるお邪魔虫。


　ほんの数時間前に別れたばかりなのに。


（まさかまた、お父さんでも悪くなったんじゃ……）


　ついこの間、渡辺の父は心筋梗塞を再発し、冠動脈インターベンションという手術を受けている。慌てて「どうしたの、渡辺君」と応じた。


<うーっす、せんぱーい！　今、マンションの前にいるっす。オートロック、解除してくださいよぉ>


「ええっ、なんか用でもあるのかい？」


　やだなー、というハイテンションの声が響く。


<昨日、約束したんすよ、柴田先生と。明日うかがっていろいろお手伝いしますって>


「浩司さんが？」


　江森の後輩・渡辺公平を柴田がなんとなく苦手としていることは知っている。繊細で傷つきやすい柴田は小学校からイジメに遭い、友達はとてつもなく人の良い相沢和彦しかいなかった。渡辺公平は悪い奴ではなく、ごく普通の男なのだが、それでも柴田にとっては付き合うのが苦痛だ。


　その渡辺公平と柴田が約束した、だって？


　江森は首を捻る。だがここでベッドルームに戻って柴田にことの次第を訊くわけにはいかない。貴重な睡眠を邪魔しないと決めたばかりだ。選択肢はなく、江森はインターホンへと行って、ロックを解除した。まだ覚めきらない頭を振りながらソファ腰を落とす。


　次の瞬間慌てて立ち上がった。


「あ、まずい」


　渡辺のことだから「ピンポン」と何度も慣らすに違いない。柴田の眠りを妨げては大変だ。すぐさま玄関へ行って、扉を開けて待つことにした。


　パジャマ姿で扉を半開きにしていると、


（なに、やってんだろう……）


　日曜日の朝、同棲してまだ半年も経っていない恋人たちのところへ、普通来るか？


　いくら可愛い後輩とはいえ、だんだん腹が立ってきた江森であった。


（もうっ、ほんとにお邪魔虫だよ）


　つい先日、柴田に「家事をやってもらったお礼に食事にでも招待しようか？」などと言ったことは忘れている。


「すぐ帰ってもらおう」と決心したところで、エレベーターの停止した音が廊下に響いた。


　険しい顔になった江森の前に、トレーナーにジーンズの小柄な青年が現れた。癖っ毛にジャニ系の童顔、バンビのような大きな眼をきらきら輝かせている。手にはコンビニの袋を提げていた。


「先輩、うーっす！　渡辺公平、ただいま到着！」


　ボーイソプラノが響き渡り、江森は険しい顔どころではなくなった。


「ちょ、ちょっと、渡辺君」


　手を掴んで引きずり込むと、渡辺は「やだなー、先輩」と嬉しそうな声を出す。


「そんなに待ちくたびれてました？　もっと早く来ればよかったすね。じゃあ、来週はもう一時間早く……」


「違うって！」


　相変わらずの天然ぶりで、渡辺は聞く耳を持たずにどんどんとマンションに侵入する。


　勝手知ったる間取りなので、まずキッチンへと到達した。冷蔵庫の側面にかけてあったエプロンを首から提げる。慌てて後を追いかけてきた江森を満面の笑みで振り返った。


「先輩、朝食まだだったら作りますよ？」


「う……」


　はーっと江森は溜め息をつく。


「その、渡辺君、君の好意はありがたいけど、浩司さん、まだ寝てるし……」


　江森が言い終らないうちに渡辺がぴょんとジャンプした。


「えーっ、まだ寝てんすか？」


　きびすを返すと、江森の脇をこまねずみのようにすり抜ける。なんとか江森はエプロンの端っこを掴むことができた。


「ちょ、どこへ……」


「決まってるじゃないすかあ、起こしに行くんすよー」


「だっ、駄目っ」


　訊いて良かった、と江森は渡辺を羽交い締めにする。


（冗談じゃないっ）


　柴田は朝方の激しい行為のまま、全裸で寝ているのだ。キスマークもそこら中についている。しかも終ったあと、江森も眠かったので、身体を綺麗に拭いてやっていない。そんなところを見られては、と青くなった。


（昨日は、ってか、今朝は、わざと握らないで、おなかの上に出させちゃったんだもの、白いのでガビガビになってるはずだ）


　そう、「握って」と涙目で訴える柴田にＳ気分になった江森はわざと「駄目」と宣言した……二丁目へ出かけるにあたって、恋敵である朝比奈繁樹に橋渡しを頼んだことを根に持っていたからだ。


「僕よりあいつを頼りにしたバツだよ、このまま出しなよ」と言ったら、柴田は自分で握ろうとしたので、それも妨害してやったら、切なげに喘いで、それでもなんとか江森の腹に擦りつけようと腰を上げるので、江森はのけぞって上体を離し、「ほら、届かないよ」とかなんとか言ってうんと言葉で苛めてやって……達くときの声ったらなかった……出たモノも多くて、エビぞりになってたから、可愛いおへそから胸にまで白いのが飛び散って、「ヤダナー、浩司さんたら、こおんなにかかっちゃったよ」とわざと煽ったら、もう真っ赤になって……。


　じゃなくって、と江森は首をぶんぶんと振って妄想を追い払う。


（それどころじゃないって！）


「そっちはいいからっ、とりあえず、キッチンで何かしててくれ」


　ちぇーっ、と渡辺は口を尖らせたが、おとなしくまたキッチンへと戻っていった。


「ふーっ、やれやれ……間一髪だった……」


　額の汗を拭うと、江森はベッドルームにとって返す。音を立てないようにさっと着替えを済ませ、ベッドのほうを窺う。


（浩司さん、起こしたほうがいいかな……）


　すると江森の心を読み取ったかのように、もそもそと毛布が動いた。次に長い腕が天井へと伸ばされる。


「んー……っと」


　続いてもしゃもしゃになった黒い頭がひょこりと現れる。


「五月、いる？」


「浩司さん」と江森はベッドに近寄る。毛布の影からこちらをうかがう恋人の顔に見惚れた。行為の翌朝の柴田はなんだか特別艶めいていて、いつもどきどきしてしまうのだ。思わず腰を屈め、唇を寄せる。チュッと音を立てて頬にキスをした。


「おはよ、浩司さん」


　すると柴田は不満げな表情になった。口を尖らせて「なんだよ」と言う。


「ここにしねーのかよ」


　自分の口を指さす柴田に江森は「可愛いッ」と心の中で叫んだ。


（たくもー、なんでこんな時に可愛いことするんだよー）


　普段であればそのままのしかかって再び愛の行為に溺れるところだが……ぐっとこらえて「そこは駄目」と答える。


「え？　なんでだよ」


　柴田は細い眼を見開き、手を伸ばして江森の首に掴まった。


「お前さあ、ついさっきまで、やめろってのに、うんとチューチュー吸い付いて……」


　言いかけて柴田ははっと気づき、毛布を捲った。自分の肌に残された痕に「ああっ」と大声を上げる。


「やっぱり！　どーしてこんなに付けるんだよ！　明日、オペがあるんだぞ！　俺、つけてくれってぜってー言ってねーからな！」


「しっ、しーっ、浩司さん、もう少し小さな声で」


　慌てて江森は柴田の口を大きな掌で押さえる。


「な、な……」


「浩司さん、聞こえちゃうよお」


「ふぃほえうっれらんらよ」


「は？」


　柴田は江森の掌を自分の口からむしり取ると、「聞こえるってなんだよ！」と睨め付ける。


「いきなり口を押さえやがって、どういうことだよ！」


　慌てて江森は唇に人指し指を当てて見せた。


「しっ、渡辺君に聞こえちゃうってば」


　は？　と柴田は首を傾げた。


「わたなべ……こうへい？」


「そうだよ、今、来てるんだ」


　ええっ、と柴田は再び今まで細めていた眼を見開く。


「な、なんで……あいつがここに？」


　今度は、「ええっ」と江森が眼を丸くする。


「浩司さんがよんだんでしょう？　そう言ってたよ？」


「そんなこと、俺、知らねー」


　それより、と江森は自分の下の柴田に目をやった。


「とにかくシャワーを浴びて、着替えたほうがいいよ。浩司さん、おなかんとこに一杯ついてて、すっごく匂うし」


　柴田は真っ赤になって「てめーのせいだろっ」と言い返す。


「え？　僕のせいじゃないよ？　だって僕は浩司さんの中に出したんだもの。それ、浩司さんのだよ」


　けろっと応じる江森に柴田は目を剥いた。


（そーゆーことじゃなくてっ）


　だが確かに夏草の饐えたような酸っぱい匂いがあたりに立ちこめていることも事実だ。ここは素直に同意することにした。


「だな……」


　あらゆる意味で納得がいかないと首を振りながらも、柴田は江森の手渡すバスローブを羽織る。江森が剥ぎ取って床に落とした自分のパジャマも、ついでにランドリーに入れようと拾い上げた。


「ほら、こっちが着替えに下着ね。これも持って」


「うん」


　江森は柴田の肩を抱くと扉を開け、辺りをうかがう。


　キッチンからはカチャカチャ食器の鳴る音と共にえらく機嫌のよい鼻歌が漏れ聞こえてくる。


「浩司さん、今なら見られないからだいじょぶだよ、早く！」


「うん」


（な、なんで自分の部屋でこんなことを……）


　そうは思ったが、寝起きの頭でいろいろと考えることは無理だった。江森に背中を押され、慌てて柴田は着替えとパジャマを手にバスルームへとダッシュする。


　バスルームの扉が閉まったのを確認して、江森はやっと胸を撫で下ろした。素知らぬ顔でリビングへと戻ると、すでにキッチンから渡辺がエプロン姿のまま、出てきていた。


「あれ、今誰か、あっちへ行きました？」


「うん、浩司さん、やっと起きてシャワー浴びに行ったんだよ」


　と、再び渡辺は江森の脇をコマネズミのように擦り抜けていく。


「ちょ、ちょっと！」


　なんとか前に回って、「どこへ行くんだよ、渡辺くん」と尋ねた。


「えーっ、もちろんバスルームですよお、柴田先生のお背中を流しにー」


　駄目、とさすがに江森は怖い顔になった。


「いいから、あっちへいってなさい！」


「ちぇーっ」


　それでも渡辺は機嫌良くキッチンへ戻っていく。


「江森先輩、目玉焼き、幾つですかあ？」


　思わず江森は「三つ」と答えてしまった。


「柴田先生も同じですかあ？」


「浩司さんは二つ。あ、僕のは両面焼いてね」


　渡辺はもう一度キッチンから顔を出した。


「あと、コンビニで牛乳、買ってきましたよ。昨日チェックしたら、もう賞味期限、切れてたんでー」


「うん、ありがとう……って、どうなってるんだよ……」


　後半は独白で、江森はやれやれと溜め息をついた。


（なんか、引っかき回されてるな……完全に渡辺のペースだよ……）


　だいたい、ついこのあいだまで渡辺は柴田のことをあまりよく思っていなかったのではないのか……。柴田を敵視しなくなったのはいいのだが、なんでこんなに急に懐いたのだろう、と江森は首を捻った。


　タクシーの中での会話を聞いていない江森は、渡辺がまさか柴田にロックオンしたとは想像だにしていない。


（まあ、浩司さんに変なこと言って、落ち込ませるよりはいいかも……）


　柴田のトロさが伝染してきている江森であった。






「でっきまっしたーっ、どうぞー！」


　ボーイソプラノの声が響き渡り、江森はソファから腰を上げた。さきほどからバターの焦げる香りに腹が鳴り通しだ。シャワーの音もやんでいて、江森はバスルームの前へ行くと扉をノックした。


「浩司さん、終わった？　朝ご飯が出来たって」


　静かに扉が開いて、カッターシャツにチノパンという普段着に着替えた柴田が顔を出した。


「うーん、浩司さん、今朝はすっごく色っぽいよお。渡辺君がいなければ、ここでまたえっちするんだけどなあ」


「アホか、お前は」


　呆れつつも柴田は「あのさあ」と言葉をつないだ。


「シャワー浴びながら考えたんだけど、確かに昨日、タクシーであの中原って子を家に送ってく間、なんか、そんな話をしたかも知れない」


「そんな話って？」


「だから、渡辺がここに来るってこと。俺がいいって言った」


「じゃあ、渡辺君の話は本当だったんだー。でもなぜ？」


　柴田はぐっと言葉に詰まった。


　渡辺はタクシーのなかでどういうわけだか「江森先輩より柴田先生のほうが好きです」と言った……それを聞いてなんとなく安心した。それまでは渡辺が江森のことを特別に慕っていて、自分のようななんのとりえもない（と柴田は真面目に思っている）男が傍にいることを毛嫌いしている、と感じていたのだ。さらにもう一歩、突っ込んで言えば、柴田は渡辺に嫉妬を感じていた。


　今まで江森に近づく女性全員に嫉妬を感じていたが、それは江森がかつてはノンケだったからだ。それが男である渡辺にも嫉妬をしていると気づいてから、柴田はひたすら自己嫌悪に陥っていた。いつものネクラ回路がより悪化してショートした状態だ。


　そこに「柴田先生が一番好き」と言われたことで、ほっとして「明日、伺っていいですか？」と続いて訊かれ、反射的にＯＫしてしまっていた。


　だが「いい」に至ったすべてを解説することも出来ず、柴田は「とにかく俺がいいっていったんだから」とつっけんどんにこの話題を強制終了する。


「それより、メシ、食おうぜ。俺、腹減った」


　そう言えば、昨夜は夕食も取らずに二丁目へいった。そのままとてつもない事件に遭遇し、疲れ切ってマンションに帰った。睡魔に誘われてベッドに倒れ込んだにもかかわらず、江森との濃厚な行為を始めてしまい……。


「もう、腹ぺこだよ。これもお前のせいだ！」


　いきなり怒られ、江森は慌てた。


「そ、そんな……でも、じゃあ渡辺君に来てもらって正解だったね」


　渡辺に柴田との二人だけの時間を邪魔されたのは実を言うとちょっと不愉快だった。でも柴田が腹を減らしているところに朝ご飯を提供できるのは、いいかもしれない。


　結論として「渡辺がいるのはいい」だ、と江森は自分を納得させる。


（それに浩司さんが渡辺君をよんだんだし……浩司さんがよければ僕はいいや）


　一方、嬉しそうな江森の顔を見る柴田の感情は複雑に揺れ動いていた。


（やっぱり、渡辺のことを五月は好きなんだ……）


　渡辺は柴田が一番好きだと言ってくれてほっとしたけれど、江森が渡辺を好きなら……。


　慌てて柴田は暗くなりそうな自分を励ます。


（渡辺君は後輩なんだもの、五月が好きなのはしょうがないよ）


　そう、江森が一番好きなのは柴田に決まっている、だから不安にならなくても大丈夫。


（五月がいいなら、俺もそれでいいんだ……）


　お互いに顔を見合わせ、二人はキッチンへと急いだ。


　ダイニングキッチンにはえも言われぬよい香りが満ち、二人とも同時に唾を呑んだ。コーヒーメーカーのこぽこぽという軽快な音も耳に心地よい。


「おっはよーっす、柴田先生！　先生はこちらの席ですよー」


　エプロン姿の公平は満面に笑みを浮かべ、椅子を引いて柴田を招く。柴田が座ると、渡辺は目の前に大きなお皿を置いた。大陽のように輝く大きなオムレツが載っている。


　江森の前に置かれたのは、よく焼かれた目玉焼きだ。ミニトマトが添えてある。


「えへへ、柴田先生はオムレツです。ボク、オムレツ得意なんですよー」


　柴田は目の前のオムレツに固まっていた。


　オムレツの上にはトマトケチャップで「Ｉ　ＬＯＶＥ　ＹＯＵ」とあり、ハートマークがその文字を囲んでいる。


「渡辺君、これ……」


　困惑気味の柴田に渡辺は「やだなあ、これって定番じゃないすかあ」と応じる。


「カレシのとこで作るオムレツには、みんなこうしますって」


　江森が「いや、カレシじゃないし」と突っ込む。


　すると渡辺は「先輩もやって欲しかったんすか？」と笑い出す。


「それとも、先輩ったら、嫉妬すか？」


「う……」


「それより、トーストにバター、塗っときましょうか？」


　渡辺の思考過程は謎だったが、とにかくこれはジョークなのだ、と柴田は受け取った。そんなことよりも空腹が募っていて、それこそ背に腹は代えられない。


「いただきます、しようぜ」と江森を促す。


「そ、そうだね……」


　フォークで一口、オムレツを運ぶと、柴田は「美味い」と眼を丸くする。


「ふわふわで、中はとろり、すげーな、お店のオムレツみたいだ」


「でしょー？　オムレツ特訓、したんすから、ボク」


　渡辺はたっぷりとバターを塗ったトーストを皿に載せた。


「特訓？」


「ボク、ほら、オヤジが入院してたとき、看病に行ったりしたでしょう？　オヤジ、コレステロール値が高くて、入院中はオムレツ、食べれなかったんすよ。で、退院したらオムレツが食べたい食べたい、って。死ぬ前に美味いオムレツ、とか言うんすよー。オムレツってとこがビンボ臭いっすけど、マジで死ぬかも、なんて思ってたから、ボク、近くの洋食屋で習ったんす。牛乳を少し入れて、泡立て器でかき混ぜて、って」


　渡辺はさらりと言ったが、江森も柴田も胸が熱くなる。


　江森のほうはもちろん中学の時に父親をくも膜下出血で亡くしている。そして父親の愛が薄かった柴田は、父親思いの渡辺に感動していた。


「渡辺君っていい奴だね……」


　しみじみと言う柴田に渡辺は「やだなー、柴田先生って、ほんと、ネクラっすね」と応じた。


「あんまりマジに受けとんないでくださいよー、これがほんとにオヤジが死んでんならともかくー。オヤジ、退院してからがっつり美味いもん、食いやがって、それで再発したんすよー、もうサイアクっす」


「ネクラ」と指摘された柴田はオムレツを喉に詰まらせそうになった。しかし続いた言葉から察するに、渡辺の発する言語は要するに軽いのだ。


（そっか……今時の若い子ってこんなもんかも……）


　ネクラと言われたにもかかわらず、あんまり傷ついていない、と柴田は感じていた。何よりもオムレツが美味い。暗くなるには美味すぎる。


「ま、まーな」と口の中で答えると食べ続ける。


　向かい合っている江森もうっとなっていた。「ネクラ」は「女みたい」に次いで柴田の地雷原だ。慌てて柴田の顔をうかがうと、意外と平気な表情でオムレツを食べ続けている。


（そうなんだ……浩司さん、渡辺君、だいじょぶになったんだ）


　ほっとして江森も渡されたトーストにかぶりついた。


「柴田先生、コーヒーはブラックですか？　それともミルクにお砂糖？」


「ブラックで」


「うわー、大人っすね、カッコイー、ボク、お砂糖とミルク、ないと飲めないんすー。江森先輩は？」


「僕はミルクにお砂糖ね」


「うわー、こっどもー！　かっこわりー！」


「ちょっと、渡辺君、なんだよそれ、君と同じじゃないか」


「でも先輩は見た目、大人じゃないすかー」


　いつもの日曜より三倍くらい姦（かしま）（いや、正確には男が三つか）しい朝食となったのだった。


　朝食が終わると、柴田たちはリビングからベランダへと追い立てられた。仕方なく手すりに寄りかかっていると、渡辺は猛烈な勢いで掃除機をかけている。やがてリビングに戻るお許しが出た。


「やれやれ……」


　ソファに座ってくつろいでいると、バスルームから洗濯機を回す音が聞こえてきた。


「先輩、ランドリーの中の、一回回しましたけど、あと、ないすか？　そうだ、お天気もいいし、布団も干しましょうよ」


　渡辺の声はバスルームからリビングへと移動していく。柴田はいつものように医学書を読んでいて顔を上げようともしない。江森のほうはＴＶのグルメ情報番組に釘付けになっていた。二人の関心がこちらに注がれていないと知った渡辺はするするとベッドルームに入り込む。目の前に鎮座する大きなキングサイズのベッドに口元を緩めた。


「へえ……やっぱらぶらぶなんだー」


　それはそれでいいことだ、と渡辺は思う。


（だって、柴田先生がホモじゃなきゃ、全然可能性がないってことだもんね……よかったあ、ホモで……）


　振り向いてもらうためにとりあえず甲斐甲斐しく尽くす、戦略としては王道だ。いそいそとベッドに寄って掛け布団と毛布を持ち上げる。枕カバーに続いてシーツを剥がしたところで、あるものを発見した。


（ええっ、これって……）






　結局その後も渡辺はほとんど一日中居座ることになった。


　しかしそのおかげでマンションの中はぴっかぴかに磨き上げられる。


　晩秋の日暮れは早く、あっという間にあたりは暗くなった。


　柴田はずっとコンピュータを置いた部屋で仕事をしていたが、リビングへと引き揚げ、部屋が綺麗になっていることに感心した。江森もまめに片づけてはいるのだが、やはりそこここに埃が積もってしまうのは避けられないのだ。


「うーん、こんなに働いてくれたんだから、なんか、お礼しなくちゃまずいよな……」


　渡辺は鼻歌を歌いながら、布団を取り込んでいる。


「なあ、夕飯でも奢るか？」


　江森は柴田の提案に仰天した。朝食の時には渡辺に慣れたと感じていたが、あれは渡辺が一緒に食べていなかったからだ。


「浩司さん、渡辺君とバーベキューしたとき、いろいろ言われてあんまり食べられなかったじゃない。大丈夫なの？」


　だいぶ懐いたとは言え、あのときの気まずい思いを柴田は覚えていた。うっとなるが、「大丈夫だと思う」と応じる。


「だって、悪いだろう？　一日、休日をつぶさせちゃったんだし……」


「うーん……」


　ビミョー、と江森は思った。


（むこうが勝手に来たんだし……）


　それでも綺麗にしてくれたお礼はしたほうがいい、と江森は承諾する。


「どうする、浩司さん、どっか行く？」


「昨日も出かけたし、なんか取るか？」


「そうだねえ……渡辺君、なんか食べたいもの、ないの？」


　江森の申し出に、床にぺたんと座って洗濯物をたたんでいた渡辺は「ピザ！」と元気よく返事をする。


「宅配ピザがいいっす！　ほら、ボク的には一人暮らしでしょう？　ピザを頼むと食いきれなくって、それであんまり頼んだこと、ないんすよー。何種類も食べたいのにー。ハーフアンドハーフって手もあるんすけど、ソースの種類によっちゃ、駄目ってこともあるでしょ？」


　大食いの江森のほうはきょとんとしていたが、柴田は「あー、それ解る」と応じた。


「一人だと一種類しか食えなくて飽きちゃうんだよな。つか、一切れずついろいろ食いたいかも」


「そーなんすよ」


　渡辺はわが意を得たりとばかりに、柴田が腰掛けているソファににじり寄った。


「ええっ、浩司さん、渡辺君と意見が合うんだ！」


　驚嘆する江森に柴田はむっとした顔になった。


「……悪いのかよ」


「そーすよっ、先輩っ、意見が合っちゃ悪いんすか？」


　渡辺はたたんでいたタオルを振り回す。


　なにやら共同戦線が張られたようで、江森はたじたじとなった。


「まあ、とにかく、何種類か頼めるからよかったね」と江森が言ったとたん、柴田は呆れたという顔になった。


「つーかいつでも三種類、一番でかいのを頼んでるじゃないか。お前、一人の時でもふつーにそんだけ頼んでたんじゃねーのか？　大食いなんだよ、お前はさー」


　渡辺の前でまるで非難されたようで、江森はむっとして言い返す。


「だって、浩司さんだってそーするといろんなのを食べられるって喜ぶじゃないの」


「それでまた、サイドオーダーとデザートまで頼むんだから、信じらんねーよ」


「なんだよ、一口、味見、とか言うくせにー」


　ほとんど素になっている二人で、普段の痴話喧嘩が渡辺の前で繰り広げられる。


「つか、お前が食べてみろっていったんじゃねーか、こないだは……」


　言いかけてはっと柴田は我に返り、眼をまん丸にしてこちらを見ている渡辺を振り返った。


「あ……」


　柴田は身体を硬直させる。慌てて江森はアームチェアから立ち上がった。キッチンへ行くと、食器戸棚の引き出しにあったメニューを取り出す。


「渡辺君、君、好きなの注文しなよ」


「はーいっ」


　元気よく渡辺は返事をする。メニューを受け取ると、めくり始めた。


「ミックスピザにシーフードがいいなあ、あっ、照り焼きチキンとハーフ＆ハーフにしようかなー。ほんとにいいんすか、好きなの頼んで？」


「いいよ、いろいろ世話になったお礼だし」


　さっそく渡辺は携帯を携帯を取りだした。しかし二言三言、言葉を交わすと「えーっ」と不満な声を上げた。


「せんぱーい、今、すごく混んでて、30分じゃ届かないってー」


　うーむ、と江森は首を捻った。


「だよね、日曜日の夜だし、注文、殺到してそうだもんね」


　働いていたのはほとんど渡辺一人だったが、腹はすっかり空いていた。


「どうする、浩司さん？」


　柴田が結論を出す。


「じゃあ、外で食おうぜ。ほら、いつも行く近場で」


「ああ！」


　マンションの傍に行きつけの居酒屋があった。日曜日にはファミリー客も訪れるような家庭的な店だ。


　幸いなことにテーブルは空いていて、三人は角の落ち着いた席を確保することが出来た。


「柴田先生、なんにします？」


　お品書きに顔を突っ込みながら渡辺が尋ねる。


「俺はなんでもいい」


「そっか、柴田先生って小食なんですよねー。じゃあ、いろんなの頼んで、ちょっとずつ食べればいいですね？」


　バーベキューのときのような気まずさはもちろんなく、江森と柴田は目を見交わしてほっとする。隣に座っている江森に柴田は顔を寄せた。


「なんか、妙になじんでねーか？」


「そうなんだよねえ……どうしたんだろう……」


　ため息をつくと江森はスポーツ新聞を広げた。これも渡辺がコンビニで「いつもの、読むと思って」と買ってきてくれたものである。


　すでにペナントレースも終了し、野球ファンの目を引くニュースはあまり載っていない。秋季キャンプやドラフトで指名された選手の入団発表などが紙面を賑わしているが、すぐに江森は読み終わって、新聞を横に置いた。釣りの情報もこのところ行く暇がないのでかえって目の毒だ。


　注文をし終わった渡辺が「読んでいいっすか？」と尋ねる。


「いいけど、君って野球ファンだったっけ？」


「べーつにー。どーでもー」


　訊いた方が悪かった、と江森は思った。やはり渡辺は自分より若く、とても理解できない生き物なのだ。


　渡辺はざっと紙面に目を通すと、最終面を熱心に読み始めた。もちろんスポーツ紙の最終面と言えば、おじさん御用達のエロ記事である。にまつきながら読んでいる渡辺に江森が呆れて声をかけた。


「ちょっと、渡辺君、そんなにやけないほうがいいよ」


「なんだよ、それ？　面白い記事でもあるのか？」


　柴田が興味を示して渡辺の読んでいる新聞を覗こうとするので、江森は慌てて止めた。真面目で新聞と言えば全国紙しか読まない柴田である。


　江森は「あのね、エロ記事なんだよ」と教えた。


「は？　えろ記事？」


　渡辺が驚いたといった顔を新聞から上げた。


「えっ、柴田先生って、スポーツ紙、読まないんすか？　今どき、天然っすねー！」


　これが他の男から言われたならしっかり傷ついた柴田だが、読んでいるのがエロ記事ではたいしたダメージにはならない。


「あのなー、俺はホモだから、男女のエロ記事はいらないの」と答えた。


（す、すごい……浩司さんが渡辺君に言い返した……）


　しかも公共の場で（もないけど）「ホモ」なんて口にするなんて……。


　江森は言葉を失って柴田を見つめる。


　渡辺のほうは「ふーん」と言うと、またエロ記事を読み始める。くっくっと笑い出した。


「なんかすごいっすよー、連載小説なんすけど、えろいっすー。聞いてくださいよー。『女の一番柔らかいところに男の一番硬いものを』ですってー。すごくないすか？」


　柴田は冷静な表情で「全然すごくない」と応じた。


「だいたい、たとえが医学的に間違ってる」


「へ？　医学的に？　なんでです？」


「男とか女とかじゃなくて、人間の身体で一番硬いとこってどこだよ」


「え、このえろ小説じゃあ、男のアソコ……」


　渡辺の答えに柴田は鼻で笑った。


「んなわけ、ねーだろ、骨だろうが、骨！　まあ、歯も硬いけどな」


「そっかー！　あったまいいっすね、柴田先生は！」


　江森は二人のやりとりに今度は大きく口を開けてしまった。


　居酒屋で料理を待ちながら、なんという話を……。


（そっか……二人とも天然……ってとこが似てるって前から思ってたけど……ほんとに共通したものがあるんだ……）


　ふいに柴田のきつい目が江森に向けられた。


「じゃあ、五月、一番柔らかいとこはどこだと思う？」


「はあー？」


　いきなり振られ、「浩司さんのアソコ」と言いそうになったのを、慌てて「えと、やっぱりいやらしいとこってこと？」と答えた。


「アホか！　脳みそだよ、脳みそ！」


　渡辺がしたり顔で「そっか！」と叫んだ。


「頭（あたま）柔らかい、とかいいますもんねー」


　柴田は渡辺にも厳しい目を向ける。


「アホか！　脳はほんとに一番柔らかいんだ。金属のへらで掻き出せるくらい。だから頭蓋骨で大事に守ってんだぞ？　ＭＲならそれぐらいの知識を持て！」


　怒鳴られて江森と渡辺は首を縮めた。


（そっか……そうだったんだ……）


　ふいに柴田は思い当たる。


（こいつらって……似てるんだ……）


　ちょっとアホなところが、とは言い難かったが、確かにそうだ、と二人を交互に見る。


（だから……）


　渡辺が空気のようになじむのも無理はないのだ、と江森と柴田は思ったのだった。


ＥＮＤ


おまけ


「はーっ、もうー、なんだったんだよー、今日はー」


　渡辺を玄関で見送り、がっくりと疲れて二人はリビングに戻った。


　アームチェアに倒れ込んだ江森が発したのがこの言葉。


　ぶーたれてクッションをおなかに抱えると、ソファに腰を下ろした柴田を見た。


「普通に日曜日だったと思うけど？」


　柴田がそう答えて医学書を開いたので、江森は目を剥いた。


「浩司さん、二人っきりで日曜日とか、過ごしたくないって言うの？」


　非難がましい江森にかまわず柴田は本から目を離さない。


「お前、俺たちいつも二人っきりじゃねーか」


「いつもって、だって普段の日はほとんど仕事で一緒にいられないじゃない。だから玉の日曜日に二人っきりになりたいんだよ。浩司さんもそう思っていると思ってたのに」


　もちろん柴田だって同じ考えだ。しかも江森からそう言われたのは嬉しい。柴田は顔を上げて微笑んだ。


「俺だってそう思ってるよ」


　にっこりと笑い返しそうになった江森に、だが次の言葉が到達した。


「だからいいじゃねーか、今は二人っきりだもの」


（そういうことを言いたかったんじゃないんだけどなあ……）


　それでも次なる手を考え出した江森であった。


「だよねー」


　江森はそそくさと柴田の隣に移動する。


「やっぱ、二人っきりだと、こー言うことが出来るじゃない？」


「駄目だって、まだ本、読み終わってないんだから！」


　出した手をはねのけられ、江森は頬をぷっと膨らませる。


「浩司さん、勉強しすぎだよ。渡辺くんがいる間、ずっとあっちの部屋で本、読んでたじゃないか」


　それは渡辺のことがまだ何となく苦手だったからだ。江森と渡辺が言葉を交わしているのを見ると、胸がちくちくする。それで見えないところに退散していたというわけだ。


「ま……まあ、そうだけどな」


　柴田はようやく本を閉じた。


　これはペッティングＯＫのサインとふんで、江森はもう一度、柴田の背中に手を回す。ふと、渡辺が襲来してからほとんど柴田に触れていなかったと気づいた。


（禁断症状だよ、僕）


　むらむらとあそこに力が宿るのを感じる。肩に置いた手をするすると腰へと下ろしていく。腰骨の辺りをくすぐりつつ、もう片方の手は柴田の腿に載せた。


「こうやっていちゃいちゃしたいんだよ、僕」


「もう、しょうがねーな」


　ちょっとならいいかも、と柴田は江森の肩に頭を寄せる。


　するといきなりソファに横たえられた。


　すでにＹシャツの裾はズボンから引きずり出されている。あっと言うまもなく、ズボンが下着ごと取り去られていた。鼻息も荒く大きな身体がのしかかってきて、柴田は下から這い出ようともがいた。


「ちょ……ちょっと、待てってば」                       


「待てないよー。イッパイ溜まってるんだ、早く浩司さんのナカに出したい！」


「お前、今朝、うんとやったじゃねーか！　どんだけ出したと思ってるんだよ！」


「だって時間経ってるもん、もうタンク、満タンだよ？」


「俺はカラッポだよ！」


「じゃあ、僕だけ出させて？」


　などと言っている間にも、江森は体勢を完璧に整えていた。すでに柴田の足首は江森の肩に担がれ、腰にはクッションが当てられている。片側はソファの背もたれで逃げ場はなく、もう片方は江森の太く逞しい腕に阻まれている。もちろん江森の下半身はすっぽんぽんだ。


（そうだっけ……初めての時も……）


　一番最初のエッチもこのソファだったのだ。あのときも柴田はあっと言う間に下半身を剥かれ、口でしゃぶられ、さらにのしかかられ、逃げ場のないまま、一気に最後までいってしまったのだっけ。でも最初は痛かったけれど、そのあとは気持ちよかったっけ、などと想い出に浸るまもなく、蕾に指があてられていた。


「もうっ、お前はっ」


　文句を言う口を江森は口づけで塞ぐと、内部の襞をかき分け、奥まで指を差し込んだ。


「だいじょぶ、すぐにはしないから。ちょっと指で慣らすよ？」


　太い指はすぐに一番感じる部分を擦り始める。柴田は前立腺への刺激に特に弱かった。


「あっ……あううんんっ」


　すぐにあの場所がほぐれていく。ぎゅっと目を瞑り、多くの快感を得ようと体内の指を自分で締め付けた。


「うわー、とろけてきたよー。ホント、入り口はきゅっと、中はトロトロー。美味しそうー」


「バ、バカ……」


　いやらしい言葉も恋人たちの間では睦言だ。


「もうだいじょうぶだね？」


　耳元で囁かれるころにはもう余裕がなくなっていた。二つに折り畳まれ、熱い棒で貫かれた瞬間、歓喜の声があがる。


「相変わらずいい声、もっとあんあん言ってよ」


　江森は笑いながら柴田に身体を預けた。くの字に曲がった状態で体重をかけられると、いつもとは違う場所が抉られる。


「い、いいっ、そ、そこっ」


「浩司さん、前側が好きじゃないの？　前立腺んとこ？」


「う、うしろも、い、い」


「そっか、たまには違うとこもいいよねー」


　もっと柴田をよくしてやりたい。


　その一念で再び江森にアイディアがひらめく。


（そうだ！）


「ちょっと待ってて、浩司さん」


　ごそごそと江森が動き始めたので、柴田は何が起こるのかと目を開けた。


「はあ？」


　柴田の中に自分を入れたまま、江森が上体を起こしていた。


「ちょっと我慢してね」


「ばかっ、なに、するんだよっ、そんなかっこ、危ないっ」


「だいじょうぶ、僕、身体柔らかいしい」


「俺はそんなに柔らかくないっ」


「だから浩司さんはこうやって二つ折りになってればいいんだって。僕だけが動くからさあ」


「なにも、こんな狭いとこでやんなくてもいいだろっ、ベッド、行こうぜ」


「やだよ、浩司さんの中、気持ちよくて、抜きたくないんだ」


「だからって言ってっ、ああっ、くうううっ」


　柴田は折り畳まれ、視界に自分の足が入ってきた。だが江森の状況が把握できない。腰にはしっかり江森の手がかかっているのだが……。やがて自分の足の向こうにあるのが江森の背中だということが解った。


「どういう体位だよっ」


「うーん、後背位のバリエかな？」


　江森はソファの上で跪いた格好になっている。そして柴田は江森の下腿に挟まれていた。


「きついって！　無理、こんなのっ！　動けねーよ！」


「浩司さんは動かなくていいんだってば」


　自分の中にはまだ江森が入っている。だがこんな状態でどうするのだ、と柴田は思った。


「安心してよ、ちゃんとやるから。ほらね、こうすると後ろに……」


　江森の言葉と同時に、後ろの浅い部分がぐりっと抉られた。


「ああうううっ」


　後壁だけでなく、締め付けているあの部分がむりやり広げられた。さらに双丘の割れ目に江森の両親指が差し込まれる。


「入ってるとこ、見たいな、僕」


　ぐいと左右に広げられ、柴田は「あうっ」と叫んだ。


「うわー、この角度、よく見えるよー。ちょっとシワシワになってて、イソギンチャクの口みたいだね、カワイー」


「んなこと、いうなっ、やめろっ」


　羞恥心にかっと身体が熱くなっていく。


「いいじゃない、カワイーって言ってるんだから。もっとよく見せて」


　親指が縁にかかった。


「中まで見たいな」


　内部のものがずるりと動いた。浅い部分までそれは退いている。ぐん、と押され、同時に親指であの部分が広げられる。


「い、いた……っ」


　下の口が裂けそうだ……だが痛いというよりも気持ちいい……。


「さつき、もっと……」


「なあに、浩司さん？」


「そこ、もっと……」


　笑い声が振ってくる。


「浩司さん、おねだりなの？　ちゃんとどうして欲しいか、言ってよ」


「や……」


「だめだよ、ちゃんと言わないと」


　Ｓ気分になっている江森にはかなわないのだ……。


「その……そこ……ひ、ひろげて……」


「もう一度、大声でね」


　あとで怒ってやろうと思ったが、今はしょうがない、と柴田はもう一度声に出した。


　ぐいとほぼ真横から力が加えられる。今まで抉られたことのない部分で、柴田は悲鳴を上げた。同時に熱い液が顔にかかり、それが自分のモノから発射されたものだと悟ったときには目の前が暗くなっていた。






「お前さあ、中国雑伎団じゃねーんだからさあ、あんなかっこでは無理だって」


　それでもバスタブに横たえられ、シャンプーで髪を洗われていると気持ちが良く、あんまり怒った声が出せないと柴田は諦めのため息をついた。


「気持ちいいでしょ、浩司さん？」


　江森のほうはご機嫌だ。


（浩司さんたら、カラッポなんて言ったくせに、こおんなイッパイ、飛ばしちゃってさあ……すっごくよかったんだー）


　前髪から頭頂部にまで、白いものがこびりついている。シャンプー液が目に入らないように気を配りつつ、丁寧に汚れを落とした。ついでに地肌も優しくマッサージしてやる。


「う……すげー気持ちいい……」


　柴田はうっとりと眼を細める。


　江森も嬉しくなってマッサージを続けた。


　渡辺に邪魔はされたけど、朝もやったし、さっきも結構濃厚なのをやった。


　柴田もあんあん言ったし、うんと出した。


　すごーく自分も気持ちよかった……。


　そして終わったあと、恋人同士でお風呂に入り、背中を流し合い……。


　充実した日曜日だった、と江森は思う。


「なんかさあ、やっぱ、いい日曜日だったねえ」


　江森の言葉に柴田もうなずいた。


　いろんなことがあったけど、結局よかった。


　それが一番かも知れない。


「……だな」


　だが湯の中に江森の手が入ってきたのを見て、慌てて柴田はその手を払いのけた。


「もうだめっ、絶対！」


　ちぇー、と口を尖らせつつも、江森は大人しく手を引っ込めた。


（まあ、いいや……明日の朝、ちょっとだけ、やろうっと）


　Beautiful Sundayは終わったけれど、恋人と一緒なら明日はやっぱりBeautiful Mondayに違いないのだ。
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Tonight, we celebrate our love










「なあ、出産祝いって何を贈ったらいいんだ？」


　ソファで医学書を読んでいた柴田が突然顔を上げた。


「ええっ？」


　江森はリモコンでＴＶのボリュームを下げると、アームチェアからソファへと移動する。


「それって相沢先生と薫（かおる）先生にあげるの？」


　柴田がずっと片恋をしていた幼馴染みの内科医・相沢和彦と同期の眼科医・橋爪薫のあいだに待望の赤ちゃんが生まれたのだ。三人は大学時代、グループ交際のような親密な関係で、相沢の妻となった薫を柴田は妹のように可愛がっていた。流産の危機を乗り越えての出産で、薫と相沢は命を救ってくれた恩人の名を、と「浩司」から一字を取って「浩子（ひろこ）」と赤ちゃんに名付けたのだ。


　さらに「柴田クン、自分の子供と思ってね」と薫はつけたした……。柴田は感激のあまり涙を零したぐらいだ。


「俺って、なんか、家族って遠い存在だって思ったけど、これから作ればいいんだって判ったよ」


　その晩、ベッドの中で柴田は江森に言った。


「うん、だって僕たちもう家族じゃないの」と江森も応じた……。


　出産も軽く、母子共々順調で薫はすでに退院していた。


「出産休暇でずっと家にいて退屈だから、遊びに来てくれって」


「うわー、よかったじゃない」


「それでさ、お前にも一緒に赤ちゃんを見にこいって、言ってくれたんだけど、どうする？」


「ええっ？」


　柴田と江森が同棲しているということを薫は知らない。相沢にはカミングアウトしているが、内向的で長い間、自分の性的嗜好をトラウマと感じていた柴田にはまだ薫に告げる勇気がない。


　だが先だって、日曜日にキノコ狩りへ行って柴田がアレルギー性結膜炎を起こしたことがあった。江森は渋る柴田を相沢のマンションに連れて行き、薫に治療してもらった。


　それ以降、薫の頭には「江森さんは柴田クンの大親友」とインプットされている。


「よばれたのは光栄だよ。で、いつなの？」


「今度の土曜日の午後」


　それなら空いてる、と江森は承諾する。テニスの特訓は朝だけだ。だが「じゃあ、それまでにお祝い、用意しなくっちゃ」と現実的なことを思い出す。


「だからお前に訊いたんだって。なにがいいんだ？」


「そうだなあ……」


　江森はちょっと首を傾げた。


「たいてい、赤ちゃんの服なんだよ？　でもみんなからもらうし、おもちゃやガラガラもねー。お祖父ちゃんとお祖母ちゃんがたくさん用意すると思うな。あんまり多いと場所を取るしさ」


　だよな、と柴田も同意する。


「相沢んとこはお姉さんがいて、そこにも子供がいるけどさ、薫ちゃんとこは一人っ子で初孫だもんな。あそこのパパとママは張り切ってると思うぞ？」


「でしょー？」


　江森には二人姉がいて、一番上の姉夫婦は二人の子持ちだ。いただいた出産祝いの整理を手伝わされた経験がある。


「タオルやオムツは沢山あってもいいって言うけど、それも日常的すぎてつまんないでしょう？」


　大親友と妹代わりの女性の赤ちゃんなのだから、と柴田も思った。


「あのね、ちょっと変わったプレゼントがよければ……姉貴の親友がくれたんだけどね。赤ちゃんって、だいたい一歳半ぐらいで歩けるようになるじゃない？　その頃に履かせる靴、てのがしゃれてるんじゃないかな」


　実際に使うのはずいぶんと先だが、我が子の成長を楽しみに両親は靴を飾って眺めるのだ。


　江森は姉夫婦の喜びようを思いだして笑みを浮かべる。


　掌に載るサイズの靴には、リボンやらフェルトで出来た花飾りが付き、


「もうコビトさんが作ったみたいに可愛いんだよ！」


　へぇ、と柴田は眼を見開く。そんなものは見たこともないのだ。


「それでね、子供の足はすぐ大きくなっちゃうけど、必ず一回は履く機会があるしね。だからね、小さなのから少し大きなのまで、何サイズか贈るといいんじゃないかな？」


「そっかー、五月、お前ってあったまいい！」


　けど、と不安げに江森を見上げた。


「どんなのを買えばいいんだ？」


「僕に任せてくれる？」


　江森はソファから立上がるとＴＶの上に置いてある卓上カレンダーに徴を付けた。


「土曜の午前中、僕、デパートに行って買ってくるよ。テニスの朝練があるけど、九時には終るから」


　江森に任せれば心配ない。だいたい出産祝いなど贈ったこともない自分にいい品が選べるはずもない。柴田は納得してうなずいた。


「でもさあ」


　ソファに戻ると江森は感慨深げに言う。


「その『浩子』ちゃんて僕とおんなじ誕生月なんだねー。浩司さんの子なら僕の子でもあるんだよね？　なんか、一緒の誕生月なんて、やっぱどっかで繋がってるのかもね？」


「……だな」


　そう、江森の誕生日は十一月。「五月」という名前なのに何故、と尋ねたことがあった。


　それには色々理由（わけ）があって、と江森は答えた。


　要するに、江森の父と母は五月五日に結婚式を挙げた。


　その後、二人の女の子を授かり、男の子が欲しいと思っていたところ、ちょうど結婚記念日に妊娠が判ったというわけである。


「それで生まれたのは十一月だけど、五月（さつき）にしたんだって」


　妙な理由なのだが、まあ、それも江森の両親らしい、と柴田は思ったものだった。


「そうだ、お前の誕生日祝いもちゃんとやらなきゃなー。どっか、フランス料理フルコースとかさ」


　去年のその日は江森は神戸へ鞄持ちで出張中、柴田も学会だったため、きちんと誕生日のお祝いが出来なかったのだ。


　慌てて江森は首を振る。


「い、いいよ、別に。僕、普段から浩司さんに美味しいもの、奢ってもらってるしさあ。あ、プレゼントとかもいいんだよ」


　居候で給料も少ないのだから、高価なプレゼントなど貰えない、と江森は思っている。


　以前、坂口という柴田を慕っている研修医にヒモ呼ばわりをされたことがあった。もちろん柴田にはそれを否定され、本人も納得はしたのだが、やはり心のどこかではまだ引っかかりがあるのは事実だった。


「ね、絶対、いいんだよ？」


　江森はちょっと強い口調で宣言する。


（ま、いっか）


　実は江森には内緒である計画を柴田は立てていた。


（今、なんか言うとぼろが出そうだ）


　判った、と素直にうなずいてみせる。


「じゃあ、そうする！」






　ベッドに入ると柴田はまだしばらくのあいだ論文を読んでいたが、やっとサイドテーブルのライトを消す。布団に潜り込んで「でもさー、女の人って神秘的だよな」と感心したように言った。


「ええっ、どーゆーこと？　浩司さん、お医者さんのくせになんでそう思うの？」


　いつも科学的かつ医学的な発言しかしない柴田だ。「血液型性格占い」を持ち出してひどく怒られたこともあったのだ。思わず身体の向きを変え、柴田の顔をうかがう。


　柴田は頭の後ろに腕を回し天井を見上げていた。


「だってさー……退院前に新生児病棟にお見舞いに行ったらさ、ちょうど授乳の時間で薫ちゃん、赤ちゃんにさ……」


　薫は赤ん坊を抱いて柴田ににっこりして見せた。そして「おっぱいがたくさん出て、困っちゃうぐらいなのよ」と言ったのだ。


「なかなか出なくて、マッサージを一所懸命している人もいるの。なんだか申し訳ないわ」とも。


「信じられねーよ……薫ちゃんが人前でおっぱいなんて言うんだぜ？　すげーおとなしくて、そんなやらしいこととか絶対言わない、お嬢さんだったのに」


　江森はいささか呆れて「普通じゃないの、それって」と答える。


「だってもうお母さんなんだしさ」


「そっかー……でも、いーな、お母さんって……薫ちゃんみたいな優しいお母さんなんて理想だよ」


　十歳で母親が家出をし、柴田が寂しい少年時代をおくったことは知っている。それゆえ強度のマザコンとファザコンだということも知っている。それでも江森はなにやら心配になってきた。


　なにしろつい最近、「俺、お前や相沢に遇う前に、薫ちゃんと出会ってたら、好きになってたかもな」などという爆弾発言を聞いたばかりなのだから。


　それはただ単に、赤ちゃんの名前を浩子と名付けてくれたという感激と、薫の優しさに感動しただけだったのだが、


（それでも浩司さんがホモじゃなかったら、なんて言うなんて……）


　江森としては目の玉が飛び出る・驚天動地・人事不省、といった言葉を並べても足りないぐらい驚いた。


　今までは相沢和彦が最大のライバルだった。今はもう、柴田の相沢に対する気持ちは親友以上のものではないと確信はしている。そうは言ってもやっぱり、最大のライバルであることは間違いない。研修医の坂口など幕下に過ぎない。だがそれでも恋敵は恋敵だ。


（坂口なんかが手を出してきたらぶん殴ってやれるけど……）


　でもまさか薫にはそんなことはできない、というか、あんな素敵な女性をライバル視するのは失礼だ。


（浩司さんは普通の家庭が欲しいのかな……お父さんとお母さんと、子供っていう……）


　江森自身は中学のときに父を亡くしてはいるが、それまでは父母と二人の姉のにぎやかな家庭に育っていた。


（浩司さんが憧れるのも判る……）


　悶々と寝返りを打ちながら江森は考える。


（だよな……僕に赤ちゃんをあげられないからって、すっごく落ち込んだことがあったっけ）


　そう、薫が妊娠したと聞いたとき、祝福する気持ちの裏側ではひどく傷ついていた……。


（赤ちゃんの名前が浩子って聞いてすっごく喜んで……で、もうお父さんみたいな気がしてるようだったし……）


　ということは、と江森は不安が増してきた。


（浩司さんの赤ちゃんを産んであげる、なんて女の人が出てきたら……）


　柴田が赤ちゃんを産めないのと同様に江森だって産めないのだ。当たり前のことだが。


（浩司さんは僕に赤ちゃんをあげられないって哀しんだけど、そんなこと言ったら僕だってそうだよ。産めるなら僕が産んであげたいよー）


　もし柴田が赤ちゃんを欲しくなったら……。


（浩司さんは綺麗だし、頭もいいし、浩司さんの子なら欲しいって女の人はいくらでもいそうだもの）


　妄想が妄想を産んで、江森の頭には薫によく似た楚々とした美女を柴田が抱きしめている図が浮かんできた。


　だいたい、知り合ってすぐの頃、柴田と薫は恋人同士なのではと夜も眠れぬほど悩んだのだ。


（冗談じゃないっ）


　後輩の渡辺公平が「柴田先生になら抱かれてもいい」などとたわけたことを言うのを聞き、「ありえねー」と思ったが……。


（浩司さんが公平を抱くのはないと思うけど……薫ちゃんだったらありかも！）


　がばと跳ね起きると、隣に寝ている柴田の肩を揺さぶる。


「な、なんだよー」


　寝入りばなを起こされ、柴田は不機嫌な声を出す。


「用なら明日にしてくれよ」


「じゃなくってっ、ねえ、浩司さん、浩司さんはホントは中に入れたいの？」


「はあ？」


　眼を擦り、柴田は江森を見上げた。


「だからさあ、浩司さん、自分はホモじゃないのかも、ってこないだ言ったじゃないの！ホントは中に入れたいんじゃないの？」


「なかって？」


「だからさあ、あそこにだよ！」


　江森は柴田のパジャマのズボンをぐいと引き抜いた。


「浩司さんが入れたいなら、僕の中に入れさせたげるよ！　だから絶対、女の人に入れちゃだめだよ！　あと、公平も絶対だめだよ？　男だけど、それぐらいだったら僕に入れればいいんだからね？」


「はあ？　こうへいってなんだよ？」


　眠気に負けそうになりつつも柴田は尋ねる。


「いいから、まかせてよ！」


　江森は一心に柴田のモノを扱き出す。


「な、なんだよっ、あ……あっ……ん」


　手慣れた愛撫はあっと言う間に柴田の快楽を引き出す。


「バ、バカ……っ……あ……んんっ、は、あっ……だめ……」


　口では制止の言葉を発しながらも、柴田は腰を揺らし始めた。ここぞとばかりに江森は扱きまくる。充分な硬度になったと見るや、扱く手を止め、急いで自分のズボンをトランクスごとずらした。そのまま柴田の上にのしかかる。


「あっ、はあ……んん」


　柴田はうっとりと眼を閉じて江森の熱いものを待ち受ける。


　ところが。


　自分のモノの根元がぎゅっと締められた。同時に先端にぐりぐりとなにかが押しつけられる。


「い、いた、いっ」


　悲鳴を上げて瞼を開けると、江森が真剣な顔をして自分の腰に跨っていた。片手でしっかりと自分のモノを掴み、後ろへと押し当てている。どころか、江森はそれを後ろへとねじ込もうとしているのだった。しかも左右にグリグリと回し、まるでネジを締めるようにしている。


　もちろん、締まったあそこに簡単に入っていくはずもない


「や、やめろ……」


「おかしいなあ、なんで入んないんだろ」


「ば、ばか……っ」


　敏感な先端が潰れそうになり、柴田は痛みで失神しそうになった。


「い、た、い、さつ、き……」


　痛みのあまり声も出ない。目尻からは涙が零れた。


　ぎゅうぎゅうと押しつけていた江森は、急にあのものが力を失ったことに気づく。


「こんなふにゃふにゃになっちゃったら、上手く入れられないよぉ、浩司さんてばー」


　お気楽な声を出して柴田の顔を見ると、江森は青くなった。


「ど、どうしたの、浩司さんっ」


　柴田はぐったりと眼を瞑り、顔面は蒼白だ。


「だ、だいじょうぶ？」


　腰から降りると、柴田の頬を軽く叩いた。


「う……く……」


「お水でも、飲む？」


　運ばれてきたグラスで一息つくと、柴田は「てめーっ！」と怒鳴った。


「どういうつもりだよ！」


　いきなり怒られて江森は大慌てだ。柴田にもよくなってもらおうと思ったあげくの行為だったのだ。


「だ、だって、浩司さんも中に入れてみたいのかなって……だから、僕の中に入れたらって……」


「にしても、いきなりはないだろーっ！　前戯やゼリーもなしに普通、入らねーよっ」


「で、でも、いつも浩司さんの、ちょっときついけどすぐ入るよ？」


　柴田は真っ赤な顔で江森を睨む。


「てめーのが特別に硬いからだよっ」


「そ、そーかなー……」


　確かに柴田のソレは自分のとはまるで違う。先端は柔らかく触るとビロウドみたいだし、太さも二回りぐらい細い。硬くなっても、いじるとぷるんぷるんして可愛い……。


「ごめん……」


　謝る江森の横で柴田はようよう上体を起こし、萎えきった自分のモノをそっとブリーフの中にしまった。その前に入念に傷がないかどうかチェックする。


　その上で再び江森を睨んだ。


「てめー！　もうちょっとでインケイダッキュウするとこだったじゃねーか！」


「な、なーに、それ？」


「バッカヤロー、折れちゃうんだよ！　アレが！　カワが破れてカイメンタイが飛び出ちゃうんだ！　大の男が気絶するんだぞ！」


「うっわーっ」


　痛そう、と江森は首を縮めた。


「ごめんねー、浩司さん……でも、僕、浩司さんにうんとよくなって欲しくて……」


　はあー、と溜め息をつくと柴田は枕に頭を沈めた。


「いったい、なんで急にそんなこと思い付いたんだ？」


「だってさ……」


　江森は逡巡しながらもさっき考えていたことを話し出す。


「その……浩司さんが女の人の中に入れるくらいなら、僕の中に入れればいいって思ったんだ……」


「俺が女の中に入れたいって、いつ、言ったよ！」


　きつい眼で睨む柴田に江森は必死で言い訳を続ける。


「だって、もしかしたらホモじゃないかも、って言ったじゃないの。そうしたら当然、女の人とセックスするでしょう？」


「お前なー……」


　その話は前に済んだはず、と柴田は頭を上げ、枕に肘を付いた。


「俺は女に欲情しないんだぜ？」


「けど、さっきみたいに扱かれて上に乗られちゃったら？　で、たまたまナカに入っちゃって、そしたらヨくって、もしかしたらそのままイっちゃうかもしれないよ？」


「う……あほか、そんなシチュエイション、どうやって考えつくんだよ！」


　怒られて江森は首を縮める。


「うーん、なんとなく……頭に浮かんだんだ」


　まあいい、と柴田はまた溜め息をついた。この恋人はときどきとんでもないことをするのだが、それは柴田を愛するがゆえ、ということも判っている。


「それにねえ、浩司さんの中って、すんごくいいんだ。女の人よりもだよ？　浩司さんて、女の人の中に入れたこと、ないんでしょう？」


　う、と柴田は赤くなった。その通りで、一、二度試したことはあるが、欲情せず、まるで役に立たなかったのだった。


　江森は我が意を得たとばかりに意気込んで話し始める。


「浩司さんにも僕と同じくらいいい気持ちになって欲しいんだよ。けど、女の人とはやって欲しくないし、だから僕の中に入れたらいいんじゃないかって思ったんだ」


　江森は真面目な顔で柴田を覗き込む。きらきらと大きな瞳が輝き、この眼で見詰められると柴田は怒るに怒れないのだった。


「うーん、そこんとこは確かに俺、入れたことねーから判んないけど、でも俺もいっつもすげーいいぜ？　別に入れなくてもさ。お前の入れられると、すんげーいーもの。けど、お前が反対に入れて欲しーんなら、俺だって考えるけど？」


　提案され、ちょっと江森は考えこむ。


　それにさ、と柴田は付け足す。


「よく考えてみると、俺、お前の口に入れてるもの。お前の口もめちゃくちゃいい。すぐ出ちゃうし。だから別にほかに入れたいとは思わねーけど？」


（そっか……浩司さん、僕の口に入れたことはあるんだから、十分気持ちいい思いしてるよね……確かに口だとすぐ出ちゃうし……）


　考えこんでいる江森に柴田は自分から手を差し伸べる。


「お前がさー、どうしても俺のを自分のあそこに入れたければ、前戯をちゃんとして、んでもって、ゼリーかなんかでうんと滑りやすくしたら入れられると思うぞ？」


（うーん……けど、浩司さんが同じくらい気持ち良ければ別にいいんだ……僕は浩司さんの中が一番好きだもの）


　ううん、と江森は首を振った。


「僕はいいや。浩司さんのあそこに入れるのが一番好きだから」


　なんだー、と呆れ顔の柴田に江森はのし掛った。


「じゃあ、最初からやっていい？」


　柴田は苦笑いをしながら体重を受け止める。


「お前さー、今夜はしない日じゃなかったっけ？」


　えへへ、と江森は頭を掻く。


「けど、浩司さんが僕とおんなじように感じてるって判ったから嬉しくってさ」


　それに、と心の中で付け足す。


（浩司さんは絶対、女の人とは出来ないよな……あれじゃあ……）


　あんなすぐくにゃくにゃになってしまうのでは。


（よかった、たとえ女の人にのし掛られても大丈夫だー）


　それが判ってすごく嬉しい。そんなことは死んでも言えないけど。


「なに、へらへらしてるんだよ！　変なこと、考えてんじゃねーだろーな？」


　下から睨まれ、慌てて「橋爪先生のこと」とごまかす。


「それと、赤ちゃんのこと。相沢センセはハンサムだし、橋爪センセは美人だしさあ、きっとすっごく可愛いだろうなあ」


　ん、と柴田はにっこりする。


「会いに行くのが楽しみだな……」


　柴田は江森の首に掴まり、囁いた。


「うんとお祝いしような」


　そうだね、と江森は柴田の細い身体を抱きしめる。


「僕たちも相沢センセんとこに負けないぐらい、いい家庭を作ろうね……」


「五月……」


　お互いの熱い想いを味わおうと二人は唇を重ね合わせた。


ということでＥＮＤのはずが……。




　深夜、ふと江森は思いついて暗がりにぱちりと目を開ける。


　隣では柴田が行為に疲れて熟睡をしている。長いまつげ、細い眉に華奢な顎、すんなりとしたうなじ……これが女だったらどんな男も絶対欲情する、と思いながら見つめた。


（浩司さんが女の人のナカには入れられないことは判ったけど……）


　だいたい柴田はホモなのだ。そんなことは最初（はな）からあり得ない。馬鹿なことを考えついたものだ、とさっきは安堵した。


　しかし。


　よく考えると別の心配が湧き上がってきた。


（僕ん中には、さっき、入んなかったけど……）


　前戯をたっぷりして、ゼリーを塗ったら入るかも知れない。そう柴田は言っていた……。


　相手が男だったらホモなんだからふにゃふにゃにはならないに違いない。


（うっそ、じゃあ、公平が迫ったら、入っちゃうかも知れない、ってこと？）


　あり得ないとは言い切れない、と江森は急に不安になってきた。自分以外の男の欲情する、なんて許せないけど……そしてそんなこと、絶対無いと思うけど……。


（でも男って、機械的刺激でデちゃうし……）


　渡辺は「柴田先生になら抱かれたい」と言っていた。天然で押しの強い渡辺のことだ、何をするか解らない。


（浩司さんのこと、押し倒してがんがん扱いちゃうかも！）


　がばと跳ね起きると、隣に寝ている柴田の肩を揺さぶる。


「な、なんだよ、いったい……」


　熟睡をしているところを起こされ、柴田は目を閉じたまま呟く。


「用なら明日にしてくれよ……」


「じゃなくってっ、ねえ、浩司さん、やっぱ、ホントは中に入れたいんじゃない？」


　呆れつつも柴田は眠い眼を瞬かせる。


「お前……さっき言ったろ？　俺、カタくなんないんだから女の人なんかに入れられないって」


「違うよぉ、オトコの人の中にだよ！　女の人には入れられないけど、オトコの人には欲情するじゃないか。けど、だめだよ、絶対！　入れたかったら僕の中にだけだからね！」


　言いながら江森は柴田のパジャマのズボンをぐいと引き抜く。以下、つい先ほどの場面に戻るのであった。
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「今夜帰ったらじっくり説明してもらおう」


　耳の底で響く言葉をかき消すかのように、小早川（こばやかわ）哲雄（てつお）は洗い立ての髪をタオルでごしごしと擦った。


　ついでにそのタオルを裸の腰に巻くと、浴室から出る。はあーと溜息をつきながら髭剃りにかかった。


（やれやれ……）


　今日は大変な一日だった。性同一性障害の少年の処遇に関して、元法学部教授の功刀（くぬぎ）弁護士と話し合い、三病棟の近藤ナース長に被害届を出さないように掛け合い、少年の通う高校に連絡して養護教諭を病院へ呼び出し、心理療法士の佐々木女史と三人で話し合い、更に担任にも連絡したところ、これが男性教諭だったのだがまったく話の通じない頑固者で、小早川は養護教諭と佐々木女史からなぜか男の代表のように責められ、やぶ蛇もしくは単なる八つ当たりだと思いつつも平謝りで謝り……。


（俺って謝ってばっかりだなあ……）


　そしてやっと帰宅した小早川は同棲中の恋人・木田（きだ）博基（ひろき）の冷たい目と「遅かったな」という剣のある声にに出迎えられたのだった。


　いや、いつも冷静な木田は、別に小早川が帰宅した際。「お帰り、ダーリン」などと甘い声で出迎えることもなく、よく考えればいつもの態度だったのだが、自分の中でいささか後ろめたい心があるためか、そう感じたのかも知れない、と小早川は思い当たった。


（後ろめたい？　いや、まさかそんなはずは）


　確かに柴田医師に何かとちょっかいを掛けてはいるが、それは単に入局三年目の若い医師を弄るのはちょっと楽しいからだ。なにせもはやおっさんなので。さらに綺麗な顔でこちらが何か言うと「びくっ」としたりするところも可愛い。のでついからかってしまっているだけで。それに女性医師に同じ事をやったら最後、セクハラ＆パワハラで訴えられること必定だから（とうか、たいがいの女医は気が強いためもともと怖くてそんなこと考えたこともないが）男性医師をターゲットにしているだけで邪な気持ちなど欠片もない。


（だよ！　ちゃんと説明しておかないと！）


　でなければ、今夜もお預けを食ってしまうかも知れない。


「それはまずい！」


　アフターシェービングを塗り込んでいた手が止まった。


「とりあえず謝っといたほうがいいな！」






「博基！　博基！」


　浴室から聞こえる大声に、木田は何事かと眉をひそめる。缶ビールを目の前のロウテーブルに置くと、肩越しに目をやった。


（浴室で転んで足でも折ったか？）


　続いてばたばたと足音がしたので、木田は再び缶ビールを取り上げて口を付ける。


（でもなさそうだ）


　すぐに腰にタオルを巻いた小早川がリビングに駆け込んできた。


「何事だ」


「その、すまん、悪かった」


「はあ？」


　木田は再度缶ビールをテーブルに置くと、眼鏡を人差し指で直した。


「何か悪いことでもしでかしたのか、お前は」


　眼鏡の底で冷たく光る目に射られ、小早川はあわわとなった。


「違うよ、ほら、今日のことだって。別にお前に隠したり、嘘ついたりしたわけじゃなく……その、一応守秘義務が……」


　柴田医師といちゃついていたわけではなく、とは言わなかったが、木田は小早川の予想に反して「なんだ、そのことか」と応じた。


「性同一性障害の患者のことだろう。あのあと、方丈が説明してくれたよ。哲雄もそうだが、柴田先生は大変な目にあったらしいな」


　とりあえず話が通じたので、小早川はほっとした。これ以上長々と説明をするとぼろが出そうで内心ビクビクしていたのだった。木田の隣に腰を落とすと「よかった、怒っていないんだな」と話しかける。


　すると木田は再び冷たい目を小早川に向けた。


「鈍い男だな、だから奥さんに逃げられるんだ、お前は」


「へ？」


「それでどうして精神科の医者をやっていけるんだろうな」


「はあ？」


　もう一度眼鏡の位置を直すと、木田はゆっくりと小早川から視線を外した。


「わかってないな、僕は嘘をつかれたと怒ったんじゃない」


「じゃあ……なんで」


「本当にお前は……」


　木田は缶ビールを飲み干した。


「柴田先生に妬いたんだ」


　いちゃついていたから怒った、よりも衝撃的な答えで、小早川は首をかしげた。「ナースといちゃつくな」とどやされたことはあっても、男性医師と話していてそんなことを言われたことはなかったのだ。


「はあ？　だって柴田先生は男だぞ？」


　木田は小さく息を吐き出すと、ソファから立ち上がった。


「柴田先生はゲイだ」


「ええぅ？　なんでそんなことを知ってるんだ？」


　木田は寝室へと足を運びながら「お前はもともとノンケだからな」と応じる。


「生粋のゲイ同士は何となく解るもんなんだよ。彼は間違いなくゲイだ」


「そういうもんなのか？」


　寝室の扉の前で木田は立ち止まると、厳しい表情で振り返る。


「いいな、だからちょっかいを出すんじゃないぞ。前にも言ったが彼は大切な存在なんだからな」


　バタンと扉がしまり、小早川は一人残された。


　言われたことを一人かみしめる。


（柴田先生がゲイ……うーむ、全然気づかなかったな……まあ綺麗な顔をしているし、そう言われればそれもありかって感じだが）


　確かに、性同一性障害の患者のことで、性的な話題を振ると、やたら居心地悪そうにしていたのは気づいていた。


（下ネタに食いつかないのはお坊ちゃんだからだと思っていたけど……）


　あの年齢の健康な男性にしては確かに初心（うぶ）すぎる。


（性指向の話題には警戒してたってことか……）


　疑問が解けたのはいいが、ふと小早川の頭にある考えが閃いた。


　ばっと立ち上がると、ずり落ちそうになった腰のタオルを手で押さえて寝室へ突進する。扉を開けるなり「博基！」と叫んだ。


「今度はなんだ」


　木田はベッドの中から不愉快そうな声を上げる。小早川はかまわずベッドの側へ駆け寄ると、木田を見下ろした。


「お前、柴田先生のことを大切な存在って言ったけど、どういう意味だよ？　まさか、お前……」


　木田はやれやれと首を振ると、眼鏡を外してサイドテーブルに置いた。


「お前な……何を言うかと思ったら」


「だって、二度も言ったんだぞ、気になるじゃないか！」


　木田は冷静な目で小早川を見上げると「柴田先生は移植チームにとって大切な存在という意味だ」と応えた。


「若手で有能な医師は皆そうだがね。彼は特にだ。そして彼は繊細な神経の持ち主なんだから、哲雄がいらないことを言って彼を傷つけでもしたら困るという意味だ」


「いらないことってひどい言い様だな」


　しかし木田は厳しい表情を崩さない。


「もし移植チームに入ったら、彼は僕の下で働くことになるんだぞ。上司の恋人が彼を傷つけでもしたら、気まずくなるだろうが」


「それって……」


「そこまで説明しなくても解ると思ったがな」


　小早川は頬が緩むのを隠せない。


「つまり、俺はお前の恋人ってことか？」


「はあ？　何を言っているんだ、今更」


　木田は呆れ顔になって小早川の手を掴んだ。自分のほうへと引き寄せる。


「一緒に住んで、セックスまでして、恋人じゃなかったらなんなんだ、え？」


「いや、もちろんそうだけどさ」


　積極的な木田に小早川は相好を崩していそいそとベッドに潜り込んだ。機嫌のいいときにはどんどん攻めるべし、と木田にのしかかる。


「じゃあ、恋人同士がすることをしようぜ」


「そう言うだろうと思ったよ」


　木田は笑いながら小早川の腰に手を伸ばした。もちろんすでにタオルは外れていて、猛ったものが屹立している。


「ばれたか」






　たっぷりと互いを味わい尽くすと、二人は並んで横たわった。


「うーん、よかった」


　小早川は満足の溜息をつく。手を頭の後ろに組むと、天井を見上げた。


「にしても、博基、お前、柴田先生がゲイっていつ知ったんだ？」


「だから、見てすぐだ」


　ふーん、と小早川は隣の恋人を横目で見る。


「確かに、言われればそんな雰囲気はあるなあ。博基は彼のことを繊細って言ったけど、どっちかというとナーバスで相当内向的な感じがするしな……ああいうタイプはゲイってことをひた隠しにして厳しい人生を送っているんだろうなあ」


　すると木田が目を見開いた。


「お前ってそれでも精神科医か？　まあ、お前は方丈みたいな分析じゃないからな。柴田先生は繊細だが、外科系らしく竹を割ったような性格だ。お前の言うようなトラウマ人生とはほど遠いと思うぞ」


「え、そうなのか？」


　木田は「当たり前だ」ときっぱり言う。


「僕は同じ外科系だから彼のことが手に取るように解る。なんでもあとに引きずらず、自分の判断に迷いがないに違いない。そうでなければあの若さであの技術は身につかない」


「そ、そうなのか〜」


「まあ、ステディな男の恋人がいるかどうかは知らないが、もしいればきっと彼がイニシアチブを取っているだろうよ。なんでも率先して決断するタイプだからな」


　なんとなく腑に落ちなかったが、「オペ中の手を見ればそんなことはすぐ解る」と続いたので、小早川はそれ以上反論するのをやめた。


（なんと言っても同じ外科系だからな……俺には見えないものが見えるのかもな）


　まあいい、と小早川はもう一度木田に手を伸ばした。


「すべてのゲイに幸あれ、だ。彼も俺たちみたいに甘い生活を送っているといいなあ」


「だから言ったろう、柴田先生は理性的でさっぱりしているから、こんなべたべたした生活とは無縁だと思うぞ」


　木田は反論するが、小早川の手を振り払おうとしない。小早川はいそいそと自分のモノを納めにかかる。


「まあな、お前の言う通り、あんまり無駄口を叩くタイプじゃないしな。『入れる』『出す』ぐらいしか言わなそうだな」


　木田は笑いながら小早川の首に抱きついた。


「お前って奴は……こんな時にそんなこと、言うか？　もう少し甘い言葉を囁け」


「はいはい」


　柴田の無口さはここでも誤解を生んでいるのだった（苦笑）。





ＥＮＤ　　
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